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			必勝ダンジョン運営方法⑨

			雪だるま

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			第２１５掘　周りの動き

			第２１６掘　お転婆姫最前線へ

			第２１７掘　動き出す者

			第２１８掘　戦

			第２１９掘　大軍の弱点

			第２２０掘　各報告

			第２２１掘　意外な交渉

			第２２２掘　裁判

			落とし穴36掘　そこに山があるから　概要

			落とし穴37掘　そこに女湯があるから　集まる人たち

			落とし穴38掘　そこに女湯があるから　祭り始まる

			第２２３掘　身内報告と会議

			第２２４掘　今後の行動

			第２２５掘　お転婆姫とのお話

			第２２６掘　友人

			第２２７掘　今後の細かい話と……

			第２２８掘　各国の動き

			第２２９掘　乙女？

			第２３０掘　捕虜の情報とおとぎ話の真実

			第２３１掘　編成発表

			第２３２掘　茶話と懸け橋の子

			落とし穴39掘　そこに女湯があるから　漢解除と結果

			第２３３掘　動きだす過去とイレギュラー

			第２３４掘　ルール違反共の行動

			第２３５掘　やったね、到着だ!!

			番外編　ごえいのおしごと

		

	
		
			　

			第２１５掘　周りの動き

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　急いでエナーリア軍を大規模ダンジョン内に片付けたおかげで、俺は無事セラリアたちの出産に間に合った。子供が生まれたばかりなので、本来なら一緒にゆっくり遊んでいたいところだが、そろそろ新大陸の方の仕事も進めなければいけない……。

			「大将、大将、ミストさんたちがお呼びっすよ」

			「スティーブ……はぁ、俺はニートになりたい」

			「いや、意味が分からないっす」

			「ニートという働かなくていい職業があってな、それでいて子供から侮ぶ蔑べつされることもない素敵な職業がな……」

			「いや、それたぶん職業じゃないっすから。で、何度も言ってますけど、ミストさんがお呼びっす」

			「……仕方ない、働きますかね」

			　あー、こんな仕事さっさと終わらせて、娘たちの姿でも見に行こう。

			　と、さすがにこんな意識でミストたちと話すわけにはいかないか。意識を切り替えよう。

			「で、ミストやホーストはどんな感じだった？」

			「そりゃ、崩落現場を見て唖然ですよ。追撃はあきらめたようっす。現在は監視に少数を配備して、後方で大将の起床まちっすね」

			「そうか、さすがに追撃をかけるような真似はしなかったか。ま、ミストならそう判断するだろうな。ミストの姉と風姫さんなら、突撃しかねなかっただろうよ」

			「あの２人は砦で待機中っすからね。で、これからどうするつもりっすか？」

			「どうって？」

			「そりゃ、ダンジョンにいるエナーリア軍のことっすよ。表向きにも裏向きにも、あのままってわけにはいかないっすよ」

			　歩きながら重要な話をしているが、聞かれて困るようなことはない。

			　だって、俺たち以外には理解できないから。

			　横ではリーアとジェシカがしっかり守りを固めているし、聞き耳を立ててる奴もいない。

			「色々考えてはいるが、とりあえずミストたちと話して状況を整理しよう。ミストやホーストがどう動きたいのかが分かれば、都合のいいように運べるかもしれない」

			　答えを急ぐ必要は今のところない。

			　ダンジョン内のエナーリア軍は、いつでも料理可能だ。

			　まずは、表向き上司の意見を聞くのが大事だろう。

			「そういや、おいらたちは雇われの傭よう兵へいでしたね」

			「おう。この大陸では、ほぼ無名の傭兵団だ」

			「ところが、その傭兵団は一国家の戦力を上回っているんですよねー」

			　嬉しそうにリーアがそう言う一方、ジェシカがこめかみを押さえながら言葉を吐きだす。

			「出で鱈たら目めもいいところですが、事実なんですよね」

			　そう、戦力だけなら、俺が知りうる限り、ウィードのある大陸とこの新大陸にある国家の中ではトップだ。

			　だが、それですべてが解決するわけではない。

			　俺の目的は最初から一貫していて、世界の魔力枯こ渇かつ原因を探り当てて止めることだ。

			　この世界が星と呼べる形をしているのか、デカい亀が大陸を支えているのかは知らないが、俺の目的は、この地に生きるすべての人々を平服させて王になることではない。

			「おお、もう起きられて平気なのですかな？」

			　俺たちが会議用のテントに入ると、ホーストが椅子から立ち上がって歓迎してくれた。

			　ホーストもしっかり兵を率いて来ているみたいだが、この様子だと完全にジルバ側についたって感じだな。

			　ホースト的には俺たち傭兵団の傘下だと言いたいところだろうが、色々問題があるからジルバ側の協力者として振る舞ってるんだろうな。

			「起きたようですね。待っていました。ユキさんたちの意見を聞きたかったのです」

			　ミストがそう言って、テーブルに地図を広げた。

			　俺たちもミストたちの考えが知りたいので、そのまま地図の周りに集まる。

			「ユキさんからの報告で、この場に兵を集めてきましたが、エナーリア軍はすでに遺跡内に撤退しています。遺跡の出入口には、少数の見張りを残しているようです。これでは追撃のしようがないので、こちらも見張りの兵だけを残し、お互いの町に戻ろうと話をしていたところです。遺跡に入ったエナーリア軍が、別の場所から出てくる可能性もありますし」

			　ふむふむ、間違っていないと思うよ。

			　俺でも同じ状況ならそうするわ。

			　付け加えるなら……。

			「付け加えるなら、エナーリア軍が出てくる場所を探すといいんじゃないか？　別に、大人数を派遣する必要もない。遺跡の出入口を探すだけだしな」

			「ふむ。それもそうですな。町の守りさえ固めてしまえば、あとはこちらも遺跡の出口を探すべきですな。先に発見できれば、相手の不意をついてそれなりの被害を出せるでしょう」

			「確かに、遺跡の出入口という制限された場所なら、あの大軍の力を活かせない。防備を整え次第、すぐに探索部隊を派遣しましょう」

			　ホーストとミストはそう言うと、重点的に部隊を派遣するべき場所を検討し始めた。

			　即断即決だな。

			　このコンビ、結構凄すごいんじゃねーのか？

			　しかも、選んだ探索場所の中に、遺跡の出口があったりするからすげーと思う。

			「で、ミストは、今回のことは上にどう報告するつもりだ？」

			　そう、この場の処理としてはこれでいい。

			　しかし、これをどう報告するのかが一番問題なのだ。

			　下手に報告すれば、ジルバの王が一気にエナーリア首都侵攻作戦なんかを発動しかねない。

			　もしそんなことになれば、俺たちが横やりを入れて止めるけどな。

			　だってそうしないと、どう考えても俺たちが先陣で一番槍やりにされそうだもん。

			　とりあえず、ミストたちがどう動くのかを聞きたい。

			「……ありのままを報告するしかありません。といっても、２つの町と砦１つを落とした報告はしていますから、あと１か月ほどで兵の増員が来るはずです。これで、防衛に関する人員の問題は解決するでしょう。が、今回の崩落でエナーリア軍およそ10万が停てい滞たいすることになった事実を、上層部がどう受け取るか判断できません。もっとも、結局は防衛に徹するか攻めるかの二択しかありませんが」

			　ミストが言う通り、最終的には守るか攻めるかの選択しかない。

			　奪い取った土地を放ほう棄きするわけにもいかないから防衛は固めるだろうが、行方不明状態と言っていいエナーリア軍が不安要素だ。

			　このエナーリア軍を警戒して相応に時間をかけるか、それともチャンスとみてエナーリア国首都へ一気になだれ込むかだ。

			「しかし、おそらくジルバ本国としては、こちらに兵と時間を割いてる暇ひまはないので現状維い持じに落ち着くでしょう」

			「なぜですかな？」

			「私たちジルバ帝国も、エナーリアだけと戦をしているわけではないのです。これは敵側も同様です。エナーリア軍も大軍を送り込んできましたが、それでも全軍というわけではないでしょう？」

			「……ですな。10万で全体の６分の１ほどでしょう。ふむ……逃げ帰った補給部隊が増援を連れて来たとしても、まずは将軍たちの救出に向かうでしょうな」

			「ええ。魔剣使い、しかも二刀流の魔剣使いを放置して、私たちと戦を始めるはずがありません」

			「こちら側には魔剣使いが３人いると情報を流していますしな。相手の増援の中に魔剣使いと対等に戦える人物がいるとは思えませんな」

			　なるほどね。

			　よそとも色々やってるし、ジルバとしてもこれ以上戦力は割けないわけか。首都を落としたからといって、エナーリア聖国がすぐに滅びるわけでもないしな。

			　手間が増えるリスクは上も分かってるか。

			「こちらも兵の増援が来る予定ですが、防衛のための増員なので、爆発的に戦力が増えるわけではありません。こちらから攻勢をかけて追い返すというのは厳しいでしょう」

			「ふむ、防衛戦になるわけですな。今回の崩落は、時間稼ぎという意味ではとても重要になりましたな」

			「ええ。本来ならホースト殿の街が大攻勢をかけられていたところです。これは私たちにとって良いことだと思いましょう」

			　ホーストはミストの話に合わせているが、こちらに視線を向けて、少し残念そうな顔をしている。

			　あれはたぶん、鉄条網の威力を確認したかったってことだろうな。

			「敵の増援が来るまでに、防衛のさらなる強化と、遺跡に入ったエナーリア軍の情報を少しでも多く手に入れる。これが今するべきことです。砦のお姉様、マーリィ様には私から状況説明と今後の予定を伝えますので、ユキさん、ホースト殿は町に戻って防衛の強化と遺跡の出口探索を行ってください」

			　細かい話を詰めたあと、その場に少数の遺跡監視部隊を残し、俺たちは解散することになった。

			　ミストもホーストも連れて来た兵士の撤収指示で忙しく、俺たちは車の中でその様子を眺めながら会議をすることになった。

			「とりあえず、ひと安心といったところでしょうか？」

			　シェーラが膝の上でウサミミを揺らしながら言う。
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			「防衛主体という意味ではそうですね。ただ、私としては、ジルバ帝国がなにかしら手を打ってくるとは思いますが」

			　シェーラの言葉に地元民のジェシカがそう答える。

			「どうしてですか？」

			「現状維い持じと言ってましたが、現在の戦力と増員を合わせても、敵の軍より圧倒的に少ないのです。かと言って、さらなる援軍派遣は難しい。その一方で、領土を拡大できたのに失うような真似もしたくありません。いくら魔剣使いが３人いるとはいえ、容易に10万以上の大軍を押しとどめられるとは、さすがに上も楽観視していないでしょう。そんなことが可能であれば、すでに魔剣使いを単騎で送って山ほど領土を奪い取ってるはずでしょうから」

			「ジェシカさんの言うことは分かりますが、何かしら手を打つにしてもジルバはどういう手を打つと思うのでしょうか？」

			「それは……」

			　ジェシカは明確な答えを出せずに口ごもる。

			　そりゃ、分かるわけないよな。

			　でも、シェーラ同様、ジェシカの言っていることは分かる。

			　ジルバ王は、今回の大戦果を無にするような馬鹿ではない。

			　俺も明確な答えがあるわけではないが、ある程度、考えは絞しぼれる。

			　大幅な人数増加の手段は取れない、敵の方が圧倒的に多いし戦力的に負けている、それでも引けない状況下。

			　そう考えていくと、策はひとつしかない。

			　上手くいけば味方の士気を上げて、相手には攻めにくいと認識させることができるだろう。

			　というわけで、なんか１人だけお偉いさんとか、天才とか呼ばれてる人でも連れてくるんじゃねーかな？

			　魔剣使い３人に加えて名のある将が来れば、相手さんも動きが鈍るだろう。

			「ま、考えても仕方ない。答えはジルバ本国が勝手に出すし、ベータンの街だけなら俺たちでどうとでもできる」

			「まあ、そうですね」

			「結局のところ、今までの話は私たち傭よう兵へい団抜きの話ですからね」

			　そうそう。結局、「俺たち傭兵団＞＞＞＞ジルバ帝国とエナーリア聖国」ってパワーバランスは変わらんのだ。

			　相手がどう動いても、適度に調整をすればいいだけの話だ。

			　

			　ｓｉｄｅ　ジルバ帝国国王　フィオンハ・レーイガ・ジルバ　ジルバ８世

			「ふむ……、エナーリア聖国の領土をあっという間に奪い取ったのは見事だが、逆に敵を刺激してしまったか」

			　我が手にしているのは、魔剣使いミスト将軍からの報告書だ。エナーリア領を奪還した旨と、それに対して再奪還を目指して敵の大軍が向かっているという報告が記載されていた。

			　相手は10万を超える大軍。それを率いるのは、エナーリア聖国の最強の剣と言われておる、前代未聞の二刀の魔剣使いプリズム将軍とのことだ。

			「指示があるまで、防衛を続けるか……。なにか作戦あってのことだろうが、占領軍の派遣に加えてこれ以上の増員はできん」

			　だが、ようやくエナーリア侵攻への糸口を手に入れたのも確かだ。このまま取り返されるのは惜しい。

			　いっそのこと、他の方面軍の戦力を割いてエナーリアに送るか？

			　いや、もう敵は迫ってきている。

			　この報告書が１週間とちょっとで届いたということは、そろそろ敵と戦端が開かれていてもおかしくはない。

			　今さら、増員を送っても間に合わんか……。

			「ここは兵を無駄に失う愚ぐを犯さず、占領した地域の機能を奪うように指示するべきか……」

			　つまりは、焦土作戦だ。

			　正直、この作戦は旨味が少なすぎるし、実行する兵には多大な負担をかける。

			　焦土作戦とは、占領地を後にする上で街や砦の機能を奪うこと――つまりは、人が住めない土地にするということだ。

			　食糧を奪い、井戸には毒を撒まき、家には火をつける。

			　こうすれば、奪還軍は街の救援のために足を止めざるを得なくなるだろう。

			　しかし、これは人が行ってよい行為ではない。

			　ただ、このままではこちらが奪った領土をあっさり敵に取り返されてしまうことは目に見えている。

			　魔剣使いたちとあの傭よう兵へいたちを上手く撤退させなければ、逆に、こちらが窮地に立たされることになるだろう。

			「やむなしか……」

			　我が覚悟を決め、焦土作戦を遂行する命令書をしたためようとした時、もう１通の報告書が届いた。

			　報告書には、敵軍が地盤の崩落という自然災害に巻き込まれて、ほぼいなくなったと記されていた。

			　これは、エナーリアを落とせという我に対する天命かと思ったが、よくよく報告書を読んでみるとそうでもないらしい。

			　崩落に巻き込まれはしたが、敵のほとんどは無事で、崩落で出現した遺跡の中へと逃げ込んだらしい。

			　現状、どこかにある遺跡の出口からエナーリア軍が出てくる可能性がある状況なので、ジルバ軍は防衛を整え、敵に備えると言った報告だった。

			「時間はできたということか。しかし、敵もこの事態を受けて増援を送るであろうな……」

			　こちらもさらなる増援を送れないことはないが、よそに行ってる軍を呼び戻して向かわせるとなると、その分エナーリアより遅くなる。

			　それでは意味がない。

			「ならば……もう１人際立った人間を送れば、なんとか時間を稼げるか？」

			　魔剣使いが強いと言っても、３人で10万の兵を止められるわけがない。

			　しかし、実力のある将がいれば抑止力にはなりうる。

			　だから、もう１人こちらから良い人材を送れば、相手の足を止める材料になるのではないか？

			　その間に、増援を間に合わせればよい。

			「だが、問題は誰を送るか……」

			　我の護ご衛えいにつけておるエアは、無論送るわけにはいかぬ。

			　かといって、名が通っておる将軍たちは軒並み出払っておる。

			　我がそう悩んでいると、廊下を走る音が聞こえてきて、執務室の扉が乱暴に開かれた。

			　エアが何も反応しないところを見ると、敵ではないようだが……。

			「お父様!!　傭よう兵へいごときが城を荒らしたと聞きつけ、急いで戻ってまいりました!!」

			「――大至急、魔剣使いマーリィ将軍の下へ向かえ!!」

			「へ？　いえ、あの、お父様、傭兵は？」

			　我の目の前に現れたのは、王位継承権がほとんどなきに等しい、お転婆娘の第５王女ミフィーだった。

		

	
		
			　

			第２１６掘　お転婆姫最前線へ

			　

			　ｓｉｄｅ　ジルバ帝国　第５王女　ミフィー・ベージズ・ジルバ　王位継承権第８位

			「何ですって!!」

			　私は、当時、友好国へ留学しているところだった。

			　いくら戦争ばかりの日々とはいえ、国としては優秀な人材を育てるべく、こうして友好国への留学を推進している。

			　私の留学先は騎士学校――将来部隊を指揮する立場になる者たちを集めて育てる場所だ。

			　無論、ジルバ帝都にも肝入りの騎士学校は存在するが、私はお父様の方針でよその友好国にある騎士学校で学び、力をつけることを命じられた。

			　友好国へのアピールもあるのだろうが、私が騎士を目指したいと言った以上、この程度の長期遠征はこなさなくてはいけない。

			　そう意気込んでいたのだが、私は急遽予定を切り上げて、留学先の学校の長期休暇を待たずして本国に戻ることになった。

			　原因は、私の下へ届いた１通の手紙。

			　送り主は、ジルバ王城に残してきた私個人が重宝している密偵だ。

			　なぜ自分の国へ密偵をと思うだろうが、王族という身分は常に危険と隣り合わせだ。権力争いによって暗殺の手が自分自身に伸びたり、身内が殺されたりすることは日常茶飯事。しかも、誰が敵で誰が味方か分からないという厄やつ介かいな状況なのだ。

			　だから、王族の面々は例外なく、自ら信頼のおける密偵を雇っている状態だった。

			　その密偵からの手紙には、こう書かれていた。

			『ジルバ王城に傭よう兵へいどもが乗り込み、暴れまわりました。仔細は現在調べていますが、国王がいた謁見室まで乗り込まれたようです。ただ、国王は、狼ろう藉ぜきを働いたその傭兵たちを特に罰しなかったので、何かあったのだと思われます。万が一に備え、ミフィー王女様はすぐにお戻りください。他の王子や王女にもお抱えの密偵から連絡が行っているはずですが、立場上、すぐに戻れるのはミフィー様だけかと思われます。どうか、よろしくお願いいたします』

			　私の父、ジルバ帝国の国王に狼藉を働いた上で首が繋がっていることだけでも異常。

			　父の気概なら、即刻処刑のはず。

			　私は、この手紙を読んで、間違いなく父が対処しづらい状況に陥おちいったのだと確信した。

			　この事態を放置しては、ジルバ帝国の威信にかかわる。

			　ならば、父に代わり私が独断で裁いてしまえばいい。

			　それが、王位継承権が低く、ただ騎士を目指してきた私の使い道であろう。

			　そう考えた私は部屋を飛び出し、急遽個人的な用事を理由に友好国を後にした。

			　護ご衛えいも最低限で、私の馬についてこれる人間だけだ。

			　おかげで、普通１か月半はかかる道のりを、２週間で駆け抜けられた。

			「いい。まずは、王城に正面から臨むわ。最悪、王城の人間が敵に回っている可能性もあるから、警戒して」

			「「はっ!!」」

			「普通なら密偵と連絡を取るべきなのだろうけど、今、王城内がどうなっているのかも分からないし、密偵の無事も不明。逆に、そこを突かれて罠わなにはまる可能性もあるわ。だから、分かりやすく正面から行って様子を窺うかがう。そうすれば市民も集まって来るだろうし、逃げやすくなるから」

			　下手に抜け道などを使ったところで待ち伏せでもされていたら、逃げる道がない。

			　市民を巻き込むのは不本意だが、わざと大勢の市民を引き連れて王城へと向かうのがいいだろう。

			　私が帰って来たことを知らせて堂々と正面から入れば、協力的にしろ敵対的にしろ、相手もなにかしら行動を起こすはずだ。

			　協力的であれば問題はない。

			　そのまま捕らえようとするのであれば、市民に紛れて逃げる。

			　魔剣使いのマーリィやオリーヴ、ミスト、エアには及ばないが、これでも魔剣使い並みに実力のあるジェシカから褒ほめられた実力なのだ。

			　なにかあっても、簡単にやられるつもりはない。

			「あれ、ミフィー様じゃないか？」

			「本当だ、でも、留学中じゃなかったっけ？」

			　私の姿を見て市民が騒ぎ始める。

			　市民たちの様子を見るに、王城の騒ぎなどなかったかのようだ。

			　箝かん口こう令れいが敷かれていて、表面上は、王都は平和なままということだ。

			「市民の皆さん、少し用があって戻ってまいりました。よければ、少しお話ししながら王城の入口まで付き合ってくれませんか？」

			　私がそう宣言すると、ようやく本物だと認識したのか、１人の少女が駆け寄ってくる。

			「わーい、ミフィー様だー」

			「少し大きくなったかしら？」

			「うん。もっと大きくなって、ミフィー様と一緒に戦うの」

			「あら、頼もしい」

			　私は近寄ってきた知り合いの少女を、両手で抱えあげた。

			　王族にもかかわらず、市民の私への接し方がこんなに気安いのには理由がある。

			　私の王族としての価値が低いからだ。私としてもそれを利用して、積極的に市民との交流をはかっている。

			　こうやって積極的に市民とふれあうことで、愛国心を強化するのだ。

			　もっとも、そんな高尚な目的は別にして、私自身、こうしたふれあいが単純に好きだというのもある。

			　王位継承権が高い兄や姉からしたら、こんなこともままならないだろうが。

			「ミフィー様、うちの娘がすいません……」

			「いいのよ、とても可愛かわいらしいわ。それで、ちょっと用事があって戻ってきたのだけれど、この間、王都でなにか問題なんかはなかったかしら？」

			「いえ、特には。ミフィー様たちのおかげで王都は平穏無事です」

			「そう、それならよかった。でも、みんなが安心して暮らせるよう、より一層頑張らなくっちゃね」

			「わたしも手伝う!!」

			「ありがとう」

			　そんな他愛もない世間話をしていると王城門に到着したので、別れを告げて中に入る。

			　迎えにきた兵士たちも敬礼をして迎え入れてくれたし、特に問題はなさそうに見える。

			　……これは、直接お父様に聞くしかない。

			　幸い私たちに殺気をぶつけてくる相手もいないし、箝口令が徹底しているのか城内も普通だ。

			　だから、私は焦あせりを抑えられず、そのままお父様の執務室へ急いだ。

			「お父様!!　傭よう兵へいごときが城を荒らしたと聞きつけ、急いで戻ってまいりました!!」

			　私は扉を勢いよく開け、父にそう言ったのだが、返って来た言葉は……。

			「――大至急、魔剣使いマーリィ将軍の下へ向かえ!!」

			　いきなりお父様が、手に持っていた羊皮紙を破り捨てて、私にそう命令した。

			「へ？　いえ、あの、お父様、傭兵は？」

			「ん？　ああ、お前の密偵から報告がいったのか。そっちの方も説明せぬとな。とりあえず座れ。先ほどの命令と合わせて説明する。無関係ではないからな」

			「ミフィー様、とりあえず席にお座りください。長くなります」

			「……分かりました」

			　私が座ると、エアが紅茶を出してくれた。

			　せっかくなので、紅茶を飲んでひと息つく。

			　そうしないと、父も話してくれなさそうだ。

			「さて、どこから話すかな……。ふむ、お前が聞きたがった傭兵のことからだな」

			「はい、私もそれについて聞きたいです。お父様の御前、しかも謁見室で狼ろう藉ぜきを働いたにもかかわらず、処しよ罰ばつされなかったとか。これでは帝国の威信に関わります」

			「それが真実であればな。だが、実際は違う。まず、我らが傭兵たちを、いや、親戚を無下に扱ったのが問題なのだ」

			「どういうことでしょう？」

			「お前が知っているのかは分からぬが……遥か昔とまではいかぬ４代前、王族の一部が新たな土地を目指して旅だったのは知っておるか？」

			「はあ、多少は……。しかし、その王族たちは、すべて道半ばで倒れたと聞きますが」

			「それが、実は生きておった。当時の王家の紋章と、当時書かれた命令書を持ってな」

			「まさか……」

			「と、門兵も思ったのだろうな。我が直に確認して本物と認めたぐらいだ。本人たちは、協力する意思の表明と、祖先の言葉をジルバに届けたかっただけなのだ」

			「そういうことでしたか。しかし、それでは、なぜ箝かん口こう令れいを敷いているのですか」

			「なに、元王族ということは、王位継承権が発生する。王位継承権を持つ者が増えるのは、ジルバ帝国の政情不安につながるのは分かるな？」

			「はい」

			「だからだ。元王族の末まつ裔えいだが、彼らは先祖の言葉に従い、ジルバに助力するために来ただけなのだ。祖国に混乱をもたらしたいわけではない。だから、箝口令を敷いた。これで、誰かが彼らをジルバの王と掲げようとしても、周囲は真偽が分からないだろうし、本人も否定する」

			　なるほど、無駄な面倒事を避けるためか。

			「傭よう兵へいの件は分かりましたが、私がマーリィ将軍の下へ向かう件については？」

			「それも関係している。現在、マーリィ将軍、オリーヴ将軍、ミスト将軍、そして今話した傭兵たちが、エナーリアのベータンの街一帯を押さえた」

			「それは本当ですか!!　なぜ魔剣使いを３人も集めたかと思えば、エナーリア侵攻を本格的にするつもりだったのですね。そして、その中に例の傭兵たちも加わっていると」

			「そうだ。見事にエナーリア領土を切り取ったが、エナーリア軍が本気で奪い返そうと軍を起こしたのだ。二刀流の魔剣使いプリズムを将軍にすえて、10万を超える大軍を派遣した」

			「それは……。オリーヴ将軍たちの総数は？」

			「後から送っている援軍を合わせて、５万に届くかどうかだ」

			「……ベータン一帯と言いましたね？」

			「ああ、その戦力を、さらに２つの街と砦に分散している状態だ」

			　絶望的だ。

			　これは、覆くつがえせる状況ではない……。

			「私が行ったところで、力になれそうにありませんが……。今の話だと、日程的にすでに攻勢がかけられている状態では？」

			「はっはっは。さすがに騎士を目指して、学んでいるだけある。確かに、普通なら戦端が開かれた後に駆け付けても意味がない。が、相手は予期せぬ自然災害にあって、足止めをくらっているのだ」

			「災害？」

			　王の話はこうだった。

			　その災害で、エナーリア軍の10万は行方不明になったが、どこから出てくるか分からない状況になった。これに対して、マーリィ将軍たちの手勢では下手に捜索するわけにもいかず、防衛を整えることを優先している。

			　そして、敵もこの報告を受け、おそらく増援を送ってきているらしいとのことだった。

			「分かりました。私に足止めをしろと言うわけですね」

			「うむ。分かっておるな」

			　私をおとりにして、さらなる援軍が到着するまでの時間を稼ごうというわけだ。

			　相手としては、戦争状態といえども、敵方の王族が少数の護ご衛えいを引き連れて対話を求めるようなことがあれば、これに応じないわけにはいかない。

			　大国として諸国への体面があるからだ。

			　話にきた王族を蔑ないがしろにしたり殺したりしてしまえば、卑ひ怯きよう者と後ろ指をさされるだろう。

			　最悪、話し合いに赴おもむいた私が殺されたとしても、それで味方の士気が一気に上がるだろうし、増援が到着するまでの時間稼ぎにはなる。

			「では、すぐに出立の準備をいたします」

			「頼むぞ、エナーリア侵攻の糸口をようやく手に入れたのだ。お前が学んで得た騎士の力を、存分に試す舞台になろう。焦あせらず、落ち着いてな」

			「はい」

			「マーリィ、オリーヴ、ミスト、そしてあの傭よう兵へいたちもいるから、指揮系統を乱すような真似はするでないぞ」

			「分かっています」

			「では、我は、お前を派遣した目的について説明する書をしたためる。それを持って向かってくれ」

			　私は頷き、さっそく準備に取り掛かることにした。

			　大きな戦はこれが初めてだ。

			　しかも、尊敬していた魔剣使いたちとジェシカがいるのだ。

			　まさに、ジルバの最高戦力が集まっている場所だ。

			　私の気持ちは高揚していた。

			　

			　ｓｉｄｅ　ジルバ帝国国王　フィオンハ・レーイガ・ジルバ　ジルバ８世

			　ミフィーが執務室を出ていくのを見送り、すかさず羊皮紙を取り出しペンを走らせようとしたが、手が動かない。

			　なぜかというと……。

			「やっべ!!　適当に色々言ったけど、どんな内容だったか覚えているか、エア!!」

			「はい、覚えています。あの嘘は即席で思いついたものですか？」

			「そうだ。思ったより、いい案だと思わないか？」

			「ええ、そう思います。真実を話せば、ミフィー様がユキたちにケンカを売ることになったでしょう」

			「そうだ。それは絶対に避けねばならん。ユキたちの実力を侮あなどることなく認識させるには、ああ言うしかなかったのだ」

			「まずは、その旨を書いてはどうでしょうか？　ユキたちならば、それで各々対応してくれると思います」

			「……そうだな。まずはそこを書いておこう。あの傭よう兵へいたちが敵に回ることだけは、避けねばならぬ」

			　マーリィへの言伝で、最初に傭兵たちへの説明をしっかりするようにと記し、続いてミフィーを送った理由を書き連ねる。

			「本来であれば、あの傭兵たちでなんとでもできるような気がするのだが……」

			　命令書もとい、ユキたちへの嘆願書を書き終えた我はそう呟つぶやく。

			「……いささか過剰評価しすぎかと思いますが。確かに、私も手も足も出ませんでした。ですが、万が一、彼らだけでなんとかできるとしても、彼らはその意味を分かっているはずです。だから、そんなことにはならないでしょう」

			　エアの言う通り、あの傭よう兵へいたちだけで10万を超える軍を撃退しても、それはそれで色々と困るのだ。

			　我らとしては国の面目が立たぬし、傭兵たちにとっても、この国を利用するという当初の目的が崩れてしまう。

			　まあ、だからこそ、あの傭兵たちにベータンの街を任せたのだがな。

			　あそこさえ落とされなければ、エナーリア軍は前に進むことはできぬ。

			「……さて、援軍が間に合うか、それともミフィーを盾に兵を温存することになるのか」

			　まさか、あっさりベータン一帯を押さえるとは思っていなかった。

			　魔剣使い３人を合わせて派遣した結果か、あるいは、あの傭兵のおかげか……。

			　なにはともあれ、これで失態を犯した魔剣使いたちを処しよ罰ばつする理由がなくなった。

			　まずは、無事にこの局面を乗り切ることを祈ろう。

			　

			　ｓｉｄｅ　エナーリア攻略軍大将　マーリィ・ヒート

			「わざわざミフィー様に来ていただけるとは、光栄です」

			「いえ、こちらこそマーリィ将軍とともに戦場にいられることを嬉しく思います。私も、騎士を目指している身ですので」

			　私はそう挨拶を交わすと、王からの命令書を受け取った。

			「お父様、ジルバ帝国国王からの命令書、確かにお渡ししました。どうか目を通されますよう」

			「はっ、確かに受けとりました。間違いなく、王の封ふう蝋ろうです」

			　私はちゃんと手順に則って王の命令書であることを確認し、開封した形跡がないかを確認する。

			　そして、ゆっくり開封して命令書に目を通し……。

			「……ッツ!?」

			　あまりの内容に驚いた。

			「無理もありません。ですが、マーリィ将軍、いよいよとなれば私をお使いください」

			「いや、そっちじゃなくて」

			「は？」

			「あ、いや、分かりました。その覚悟、確かに受け取りました。ですが、そのような場面にならぬと誓いましょう」

			「ありがとうございます。で、時に、かの傭よう兵へいたちはどこにいるのでしょうか？　祖先をたどると血でつながっているとはいえ、ここまで駆けつけてくれたその勇気にお礼を申し上げたいのですが」

			「「は？」」

			　まずい、横にいるオリーヴとヒヴィーアが、意味が分からないというように口を開けている。

			「も、申し訳ありません。彼らは、現在ベータンの街に詰めております。ミスト将軍ももう一方の街で防衛体制を整えており、この場にはいません。しかし、近々会議がありますので、その時にお会いできるでしょう。今のところは、ミフィー様はお体をお休めください」

			「分かりました。彼らに会う時を楽しみにしておきます。……ふぅ、では、お言葉に甘えて休ませてもらいます。さすがにここまで強行軍でしたので」

			　ミフィー様が疲れていたおかげか、２人の疑問の声は届かなかったらしい。

			「いったい何の話ですか、マーリィ？」

			「私も意味が分からなかったのですが……」

			　オリーヴとヒヴィーアが首を傾げながら、こっちにやってくる。

			「２人とも、とりあえずこれを読んでくれ……」

			　私は王からの命令書を２人に見せた。

			「「ぶはっ……!?」」

			　私よりも凄すごい反応だった。

			「す、凄いですわね。私なら噴き出しますわ」

			「……す、すいません。取り乱しました」

			「いや、私もあの場でなかったら、こらえきれなかったと思う」

			　だって、内容が……。

			『……という理由で、ミフィーを上手く使うためにも、傭よう兵へいたち、ユキたちを王族の家系ということにしちゃった。だから、ミフィーとユキたちを会わせる前に下手な説明をしてボロが出ないように頼む』

			　とあって、それに続いてミフィー様を盾にした作戦について書かれていた。

			「……むしろ、この無茶苦茶な説明をする方が難しいのではないかしら？」

			「まあ、説明をすれば、あの人たちは合わせてくれるでしょう。まさか、10万の大軍と援軍も含めて彼らに任せるわけにもいかないのですから」

			「じゃ、ヒヴィーアさんに説明を任せましたわ」

			「えっ!?」

			　こうして、誰がユキたちに説明しに向かうか、長時間にわたり会議することになった。

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「ほう、今日はなんですかな？」

			「今日はハンバーグだな」

			「はんばーぐ、ですか？」

			「主な材料は牛の肉だ。この街で処分された牛を利用させてもらったよ」

			「……その処分された牛の肉は、質がよくないですぞ？」

			「それも調理のしようってやつだ。ハンバーグってのは、肉を細切れにしてこねて焼くからな。硬い肉かどうかなんかは関係ないんだよ。あとは、調味料とかで調整してやれば、それなりになるはずだ」

			　俺はそう言って、ハンバーグをこねて作っていく。

			「しかし、器用ですな。色々な料理を知っていらっしゃる」

			「それは、こちらのセリフだよ。自ら手際よく料理する領主なんて、見たことがないぞ」

			　そう、隣にいるホーストは、俺の指示にしたがって一緒に料理をしているところだ。

			「はは、私も昔は軍に勤めていましたから。炊き出しとかも、よくやったものです」

			「そういうところは尊敬できるわ」

			「お褒ほめの言葉にあずかり光栄ですな」

			　エプロンをつけた男２人で料理をする。

			　珍しい光景ではあるが、こういうのもいい。

			「あ、兄様!!　今日はハンバーグですね!!」

			「私も手伝います!!」

			「ふふ……ハンバーグには目玉焼きが欲しいわ」

			　ちびっこ３人が、そう言いながら手伝いを申し出た。

			「はいはい、３人ともちゃんと手を洗ってくださいね」

			「エプロンはこちらにありますよ」

			　こちらも横で手伝ってくれていたリーアとジェシカが、すぐに対応する。

			「こういうのも楽しいですな」

			「ああ」

			「まだ戦は終わっていないのに、この賑やかさ。ユキ殿に降って正解だと思いますぞ」

			「結果は、まだ出てないぞ」

			「今までの状況を見てこの先が見えないのであれば、それは愚おろか者ですな」

			「とりあえず、皆の分をさっさと作るとしよう」

			「そうですな。戦も、まずは腹からです」

			　なっはっはと笑いながら、２人で豪快にハンバーグを量産していく。

			　

			「……凄すごく、賑やかですわね……。私が、あの時チョキを出していれば……」

			　外にいたどっかの魔剣使いの姉が挙動不審で職務質問されていると報告を受けたのは、ちょうどハンバーグが出来上がった頃だった。

		

	
		
			　

			第２１７掘　動き出す者

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　挙動不審で職務質問を受けていたのは、ジルバ帝国の切り札、魔剣使いのオリーヴだった。

			　そのオリーヴが、目の前でハンバーグを食べている。

			　いや、かぶりついている。

			「相変わらず、ご飯が美味おいしいですわね。あ、もう１ついただけますか？」

			　オリーヴが褒ほめているのかよく分からないような感想を口にしながら、さらなるハンバーグを要求した。

			「あら、こちらはさっぱりしたソースがかかって、私好みですわ」

			　さっぱりしたソースというのは、おろしポン酢のことだ。

			　和風ハンバーグの代表格だろう。俺も好きだ。

			　で、俺たちとしては、オリーヴが、なにをしにやって来たのかという疑問が残っている。

			　飯も程々にして、用件を喋しやべって欲しいのだが……。

			「あー、オリーヴお姉ちゃん、それは辛いですよー」

			「そうなのです。激辛なのです!!」

			「しょうしょう、辛いと思いますよ？」

			「……毒よ、それは」

			　ちびっこたちも一緒にわいわいご飯を食べているのもあって、仕事の話題を切り出しづらいのが痛い。

			　あと、ラビリス、辛い食べ物も悪くないからな。

			　風評被害になるから、辛いイコール毒って言うのはやめなさい。

			「辛い味付けも慣れれば美味おいしいと思うんだけど、ラビリスにはやっぱ合わないか」

			「仕方ないよ、人それぞれだし」

			　そう言いながら、リエルとトーリの２人は、辛いソースがかかったハンバーグをパクパク食べている。

			「お揚あげがあれば……」

			「いや、さすがにハンバーグには合わないと思うんですけど……」

			「どうでしょう？　ユキなら、なにかいいレシピを知ってるかもしれませんよ」

			　相変わらずカヤがお揚げ好きを押すが、リーアにさすがにハンバーグには合わないと突っ込まれる。そして、ジェシカは、俺を何でも屋だと勘違いしているようだ。

			　……ん？　包み揚げがあったな。

			　別に油揚げでなくてもいいんだから、トンカツみたいに衣で包んで焼けば、肉汁がこぼれないしいい感じになるんじゃないだろうか？

			「いやー、このハンバーグという料理は素晴らしいですな。年老いた牛の肉なのに、ここまで美味おいしくいただけるとは!!」

			「そうですね。これはベータンの名物料理になりますわ。早速、農場からいらなくなった牛を買い上げましょう。そうすれば農家も資金ができて豊かになるはずですし」

			　ホーストとその家族も、美味おいしそうに食べてくれている。

			　会話を聞く限り、奥さんも、ホーストに劣らず結構やり手みたいだ。

			「これこれ、この料理はユキ殿が考案したものだ。勝手にそんなことを言ってはいかん」

			「あら、私ったら、失礼をいたしました。決して、ユキ殿を蔑ないがしろにしたわけではないのです」

			「いえいえ、別に構いませんよ。存分にこの料理を使ってください」

			　ここで止めても、いつか誰かが考案するだろう料理だしな。

			　ハンバーグによってベータンの一帯の食糧供給が高まり、俺たちの評判にひと役かってくれるのなら万々歳だ。

			　そんな会話をしながら、のんびり晩ご飯を食べる。

			　オリーヴのことは食後でいいだろう。

			「ふぅ。で、食後のデザートはありますの？」

			　……ハンバーグの次は、デザートを要求してきやがったよ、この魔剣使い。

			「いや、いい加減ここに来た理由を話せ。個人的に遊びに来たってわけじゃないだろうに」

			　話が進まないので、デザートを与えるわけにはいかない。

			　と言っても、すぐに話そうとしない様子からして、特に急ぐ案件でもなさそうだけどな。

			「分かりましたわ。と言っても、どう説明してよいのやら。今回の件を王に報告したところ、その返事が来たのです」

			「いや、結構重要な話じゃねーか。砦に集まらなくてよかったのか？」

			「その集まる日程で話に来たのです。ミストの方にも伝令が行っていますわ。わざわざ私が来たのは、あなたたちと先に口裏を合わせておかないといけないことがあるからです」

			「口裏合わせ？」

			「ええ。今回の報告を受けて、王は最初、焦土作戦を展開して撤退するつもりでしたの」

			「あー……そりゃ、戦力差がつらいからな」

			「しかし、続く報告で敵が崩落でいなくなったことを知って、作戦を変更し、他の戦線から増援を割いてもらうことにしたらしいのです。それで、援軍が到着するまでの時間稼ぎとして、第５王女がこちらに来られることになったのです」

			「王女さまねぇ、それって、ただの生いけ贄にえじゃねーのか？」

			「そうですわ。増援が間に合わなければ、かなりの劣勢になります。勇将が１人増えたところで、それは覆くつがえせません。しかし、それが国を代表する王女であれば、話は別です」

			「先方に話し合いを持ちかけるわけだな。話し合いに応じれば時間が稼げて、応じなければエナーリアは他国から非難され、動きが鈍ると」

			「その通りです。ヒヴィーアの言った通りですわね。即座にそこまで理解してくれて楽ですわ。で、口裏を合わせるという話は、この王女さまのことですの」

			「どういうことだ？」

			「無茶な王への謁見が原因と言えば分かりますか？」

			「あー、怒っていると？」

			「違いますわ。王はその手間を省くために、ユキたち傭よう兵へい団を、４代前に旅立って行方知れずになった王族の子孫ということにして、王女さまを説得したそうですわ」

			「それで口裏合わせか……」

			　俺とオリーヴが、その口裏合わせの内容を詳しく話していると、嫁さんたちも食後のお茶を楽しみながら会話に参加してくる。

			「ユキさんも大変だよねー。今度は、祖先が王族だってさ」

			「色々肩書があって凄すごいよね」

			「……多すぎて覚えられない」

			「えーと、勇者でしょ……」

			「それはリーアが言いだしたことで、私たちだけの認識ですよ。この私が生まれた大陸では、傭よう兵へい団の隊長という肩書だけですが、ウィードのある大陸では、本当に多くの肩書がありますからね」

			「そうですね。あちらの大陸だと、セラリアさんと私、そしてルルアさん、デリーユさんが妻なので、祖先が王族というか現状で王族入りしております。それ以前に神の使いですから、王族どころではないんですが」

			　色々言いたいことはあるけど、俺はどこからどう見ても、一般人のカテゴリーだからな。

			　地球ではどっからどう見ても、一般人でしたからね。

			　今さら地球に戻されたら、どう考えても社会的に死ぬよな。

			「……ということですから、王女さまにはちゃんと対応してください」

			「分かったよ。一々身内揉めなんかしても損なだけだからな」

			　オリーヴたちの懸念は分かった。

			　やって来た王女さまと揉めて、敵に対応できないなんてことを避けたいのだ。

			　王がわざわざ命令書に、俺たちへ説明するよう但し書きを入れているあたり、俺たちの離反を絶対に避けたい意図が感じられる。

			「ふぅ。というわけで、私は明日、砦へ戻ります。そちらは３日後に砦に来てください」

			「了解。とりあえず、部屋で休んだらどうだ？」

			「……そうさせていただきますわ。どうせ明日は、馬で一日移動することになるのですから」

			　オリーヴはデザートのことはすっかり忘れて、メイドさんに案内されるがまま食堂を出て行った。

			　馬で丸一日移動は疲れるだろうな。車の運転だってキツイのに。

			「さて、オリーヴは部屋に戻ったけど、デザートがあるからな。食べるだろ、みんな？」

			「「「はい!!」」」

			　おおっ、一瞬、声の勢いで気け圧おされたわ。

			「ははっ……女性は凄すごいですな……」

			　横でホーストも、嫁さんたちの様子を見て少し引いている。

			　あれだけ食べてたのにな。

			　甘いものは別腹ってことか。

			　うん、俺には真似できねー。

			　

			「で、向こうで出したデザートは何だったのかしら？」

			　場所は宴会場。ダンジョンに戻った俺に、セラリアがそう聞いてくる。

			　残念ながら、サクラとスミレはもうおねむの時間なので、この場にはいない。

			「えーっと、プリンだな。って、聞きたいのはそっちじゃないだろう？」

			「ええ。ジルバの会議があるっていうのは、今後の対策会議ってことでしょう？」

			「ああ」

			「私もその会議に出るわ」

			　セラリアの問題発言に、宴会場にいる嫁さんたち全員が固まった。

			　そりゃそうだ。産後まだ１週間ってところだ。

			　体も心配だし、首も座っていない娘をほったらかしにするなんて……。

			「あ、私も行きます!!」

			「そうですね。今まで妊娠していてユキさんの状況を見ていません。子供たちは私たちが面倒を見ますから、セラリア、ルルア、ユキさんを頼みます」

			　ルルアのついて行く宣言のあと、もうすぐ出産予定日のエリスがそう申し出る。

			「そうか!!　妾わらわも産んだら、すぐユキを助けにいくからな!!」

			「うーん、私は後でいいですよ。皆、お兄さんと一緒にいたいでしょうから。私は自分の子供とのんびりしてます。今さら、お兄さんがへまするとは思えませんし」

			「私も旦那さまの無事を信じておりますので、こちらで子供たちの面倒を見ていようと思います」

			　デリーユはついてくる派、ラッツとキルエは居残りと……。

			「いや、もう少し大人しくしようとは思わないのか」

			「えぇ。もう十分大人しくしてたから、いい加減、体を動かしたくて仕方ないんだけど」

			「私も久々に身体を動かしたいです。でも、心配しないでください。スミレやサクラをほったらかしにするわけじゃないですから」

			「そうね。大事な娘をほったらかしになんて、するわけないじゃない。ドッペルの有効活用ってやつね」

			「はい、ドッペルを使えば、すぐに子供の傍そばに戻れますから」

			　あー、もう出産は終わったわけだし、セラリアたちへの体の影響は、そこまで考えなくていいのか。

			「私も書類仕事ばっかりだし、久々に動きたいわ」

			　ミリーもウィードのことを任せきりだったから、色々溜まってるのかな。

			「ちょうどいいことに、エナーリア側の援軍も来るのでしょう？　私たちからしたら、いい運動になると思うのよね」

			「本来、私は回復に専念するべきなのでしょうが、久々に棒術で戦いたいですね」

			「あら、なら、私と一緒に飛び込む？」

			「いいですね」

			　２人の新米母が、そんな物騒なことをにこやかな顔で話している。

			　いや、子供を産んだばかりの女性が、そんな物騒なこと話すなよ。

			「そんなこと言っても、戦いになるかは分からんぞ。本隊の捜索を優先するかもしれないし、たとえ戦いになっても、まずは王女さまに出てもらって時間稼ぎするわけだしな」

			　そう。いくらセラリアとルルアが張り切ろうが、戦いにならないように周りが動いているんだ。俺たちが表だって動いて、大軍を撃破するようなことはないんだよ。

			「そうね。ユキの言ってる戦いってのは大規模戦闘よね？　小規模戦闘くらいなら、大軍だしちょこちょこあってもおかしくないわよね？」

			「そりゃ、斥せつ候こうをつぶしたりとか細かい戦闘は、無論あると思うが……」

			「じゃ、私たちがのんびり散歩に出たところを、襲われたりするようなこともあるかもね」

			「そうですね。その場合、正当防衛ですしね」

			「……意図的にぶつかりに行くのは、どうなのよ。というか、こっちはダンジョンを地下に展開してるから、四方10キロは丸見えだぞ。散歩してて遭そう遇ぐうするようなことには……」

			「まさか、敵軍が近くまで来ているのに、索敵に出した兵士たちが接敵しないような不自然な状況を作るつもりなのかしら？」

			「あ、いや、それはゴブリンたちにでも……」

			「ホーストだったかしら？　話を聞く限りかなり優秀みたいだから、独自に索敵を出しそうね。それで敵と遭遇戦をすれば、当然、領主の軍に損害も出ると」

			「それもゴブリンと一緒にね……」

			「あら、領主が大事な兵士を出しているのに、私たちも相応の兵を出さないとおかしいでしょう？　こっちではゴブリンたちはそれなりに認識されているけど、向こうじゃペットみたいなものよ。彼らはきっとこう思うでしょうね。『傭よう兵へいの大将は、俺たちの命をゴブリンと同じくらいに考えているんだ』ってね」

			　この嫁さん、本当に戦いたいのな。

			「分かった、分かったよ。俺たちがちゃんと仕事しているというアピールをするためにも、ゴブリンたちと一緒にセラリアたちを派遣すればいいんだろう」

			「分かればいいのよ。そうすれば、数の少ない私たちも味方に不安を与えることなく、仕事をちゃんとこなしているように見えるわ」

			　身内が張り切って動きだすのかよ。

			　本来なら敵の援軍が来るって状況は、その援軍が策をめぐらすとか、猛将が出てくるとか、新兵器を用いてくるとかで、俺たちが苦戦するのがお約束だろうに……。

			　はぁ、敵が全滅しないことを祈ろう。

			　こうして俺は、いまだ見ぬ敵の援軍に思いをはせることになった。

			　なんか間違ってね？

		

	
		
			　

			第２１８掘　戦

			　

			　さて、いきなりではあるが、戦とは何なのだろうか？

			　曰いわく、戦争とは軍事力を用いて様々な政治目的を達成しようとすること。

			　言い換えると、自衛や利益の確保を目的として、武力を行使することである。

			　国と国のぶつかり合いだけが、戦ではない。

			　当事者が戦争だと思えば、個人間の戦争というのもあり得るのだ。

			　そう、傍はたから見れば小競り合いや前哨戦と言われる戦いも、戦争と言えなくもない。

			　それを大きな戦争の一部とみるか、単独の１つの戦争とみるかは、個人の主観によって違う。

			　歴史という観点から、戦を振り返ると分かりやすいだろうか。

			　数多あまたの戦いや戦争があるが、その流れの中には必ずある場面が存在する。

			　その戦争の流れを変えた、あるいは終わりを引き寄せたと言われる戦いだ。

			　転換期、起点など呼び方は色々とあるが、人々の中でこれぞと言われるような記憶に残る戦いのことだ。

			　この転換点だが、一地方の小さな戦いが、すべての流れを変えたと言われることだってある。

			　そして、その戦争の流れを変えることになると思われる一戦が、ジルバ帝国とエナーリア聖国の間で起ころうとしていた。

			　かの２国は新大陸において遥か昔から国家として存在していたが、年月を経るごとに他の国を退け、平らげ、大きくなっていった。

			　お互い周辺国への対応で忙しく、それなりに距離が離れていたため、昔は直接ぶつかり合うことがなかった。

			　だが、近年は、小国が大国にほぼ従属もしくは取り込まれ、あとは残った強豪国同士が戦争をしてる状態だ。

			　その残った強豪国相手にあたるジルバ帝国とエナーリア聖国には、散発的ではあるが国境争いが起こっていた。

			　そんな状況下で、ジルバ帝国が好機をつかみ、この大陸における最強の駒にあたる魔剣使い３人を一点に集めると、驚くべき速度でエナーリア聖国の砦と街２つを陥かん落らくさせた。

			　この報告を聞いたエナーリア聖国も、大陸で２人といない二刀流の魔剣使いを将軍に据え、もう１人の魔剣使いと10万を超える大軍で奪還作戦を行った。

			　だが、不幸なことに自然災害によって、この10万の軍は敵軍を前にして行方不明となってしまう。

			　もっとも、エナーリアの大軍は行方不明となっただけで、実際にはほとんどが無傷であり、いまだ、この地方における戦いの行方は知れない。

			　互いに、増援が到着するまでの膠こう着ちやく状態が続いていた。

			　無論、お互いに増援が到着するまでにも色々な手を打っているが、最終的には増援が到着した時点で互いの軍がぶつかり合い、結果が出ると誰もが思っている。

			　しかし、エナーリア聖国の増援部隊指揮官ブーリス・ウーリーは、こうした考えを持っていなかった。

			　彼はエナーリア聖国でも屈指の名将であり、魔剣使いではないものの優れた戦術眼の持ち主で、これまでに多くの戦いを勝利に導いてきた。

			　増援部隊の指揮官という役どころは、本来であれば一軍を任せられる彼には相応しくない地位であるが、彼は事態の重要性を理解して引き受けた。

			　そして、彼は見事な采配で、即座に８万もの寄せ集めをまとめると部隊を率いて出立した。

			　

			　ｓｉｄｅ　エナーリア聖国　増援部隊指揮官　ブーリス・ウーリー将軍

			「いいか、この戦い、プリズム将軍と合流してからでは遅い」

			「どういう意味でしょうか？」

			　私は目的地に向けて移動しながら、今後の作戦について部下たちと話しているところだ。

			　一々テントを張って、戦略会議などしている暇ひまも惜しいのだ。

			　無論、歩兵の状態をよく保つためにも、休憩や休みはちゃんと挟はさむがな。

			「この戦いは、いかに増援が素早く到着し、仕掛けられるかがカギになる」

			「え？　プリズム将軍の指示を仰あおげと言われていませんでしたか？」

			「ブーリス将軍らしくないですぞ？　他人の戦場で名を上げるつもりですかな？」

			　部下たちは、やはりこの事態をあまり重く見ていないようだ。

			　だから、ちゃんと意味を伝えておく必要がある。

			「我らの目的は、プリズム将軍を連れて帰ることではない。プリズム将軍とともに砦と街を奪還し、そのままジルバへとなだれ込むのが目的だ」

			「はい」

			「そうですな」

			　まずは、私たちがどのような目的で増援として派遣されたのかを確認する。

			　部下たちにも命令は行きわたっているので、彼らも問題なく頷く。

			　この一連の作戦の端緒として、まず本隊であるプリズム将軍と合流するのが当然だと考えるのは仕方ないかもしれない。

			　だが、現在の状況はそこまで甘くはない。

			「いまだ、プリズム将軍が遺跡から脱出できたという連絡はきていない。崩落現場はすでに敵が制圧してしまっているが、そこにいる敵兵の数はそこまで多くはない。この事実から言いたい意味は分かるか？」

			「我らから奪った砦や街に戦力を集め、防衛能力を上げているのでは？　３人の魔剣使いがいますが、現状の戦力差は５倍以上。あっと言う間に飲み込まれるのを、なんとか防ごうと思っているのでは？」

			「ですな。ジルバは少数精鋭で兵数は３万に及びません。３つの拠点を落としたため、その少ない兵をさらに３つに分け、防衛にあたっております。崩落場所に割ける人員が、そこまでいないということでしょうな」

			「そうだ。だからこそ、我々はいち早く、敵方の、ベータンの街へと攻め込まなければいけない。我々だけが増援に来ているわけではない。敵のジルバも増援を送っているはず。素早く仕掛けてこちらが先手をうたねば、プリズム将軍との合流も困難なものになる。こちらから仕掛けて、分隊で崩落現場の制圧を行うことで、そこからプリズム将軍たちの救出、合流が可能となるのだ」

			　私がそう言うと、部下たちが思案顔になった。

			　この２人も馬鹿ではない、むしろ私の代わりに軍の指揮を任せても問題ない、いい器の持ち主だ。

			「なるほど、プリズム将軍と素早く合流するためには、それが一番かもしれませんね」

			「しかし、砦を瞬またたく間に制圧してしまった魔剣使いたちが……出て来るわけないか。相手もこちらの出方が分からず、守りに入って増援を待っている。陣地を構えての睨にらみ合いや、堂々と崩落現場で救出作業をする方が、我々にとっては不利になりますな。相手の出方を窺うかがうより、先に手を打ち、相手の行動を制限するのですな？」

			「そうだ。こちらから攻めれば、相手は守っている拠点から動けなくなる。もっとも、相手がうって出てきた場合、我々が後方を突かれて酷ひどい被害を受ける可能性はある」

			「そうですね。相手も何かしら手を打たないと、各個撃破されてしまうのは分かるでしょうから。あり得る話ですね」

			「なるほど、ここで私たちが相手より数が勝っていることを利用するのですな？」

			「ああ、騎馬を中心に、ベータン以外の２拠点へ２０００ほどの部隊を送って牽けん制せいする。そうすれば見張りにもなるし、相手の伝令兵を絶つことで、それぞれを孤立させることも可能となる」

			　これらが上手くいけば、相手は私たちの動きはおろか、味方がどこまで来ているかすら分からなくなるだろう。

			　敵の将軍格はともかく、一般の兵はその状況に耐えられなくなるはずだ。

			「ふむ、それならその間を抜けて、相手陣地の奥に兵を送ってはどうでしょうか？」

			「どういうことだ？」

			「相手の増援を遅らせるためです。それと砦や街の状態が分からない相手の増援部隊からしたら、味方の下に辿り着く前に私たちの軍と行き合ったらどう思いますか？」

			「ふむ、当然砦が落ちたと思うだろうな。将軍、これは妙手ですぞ」

			　確かに、そのまま戦闘にならなければ足止めにもなるし、相手の増援軍に関する情報も得られる。

			「その作戦を採用しよう。ベータンの街は領主のホースト殿が離反を約束しているし、５万の数で当たれ。崩落現場へ１万、砦ともう一つの街へ５０００ずつ、そして敵の増援の足止めに５０００を向かわせる」

			「残りの５０００は、どうするおつもりですか？」

			「徹底的に、相手の情報を塞ぐ役だ。１人とて各街や砦から逃がすな。そして、増援部隊本隊以外は、牽けん制せいのみにとどめよ。相手が出てきたら、すぐに距離をとって離脱することを繰り返せ。時間を稼ぎ、相手の動きを封じるのが目的だということを忘れるな」

			「「はっ」」

			　この一戦、負けるわけにはいかない。

			　現状、数だけ見れば負ける可能性は限りなく低い。

			　しかし、プリズム将軍たちは、自然災害によって思わぬ足止めを食らった。

			　私たちの身にも、それがないとは限らない。

			　今使える数の力を存分に使い、慢まん心しんなく、油断なく、確実に勝利をつかみ取るのだ。

			　

			　ｓｉｄｅ　？？？

			「へぇー、なるほど。数の力を存分に使ったってところね」

			「そうですね。あれだけの数で広域に展開すると連携が取りづらいのですが、それを感じさせません。あの作戦はおそらく、情報を絶つことで、私たちの目と耳を塞ぐつもりなのでしょう」

			「あら、あなた、兵法をたしなんでたのかしら？」

			「いえ、旦那さまのところに来てからですね。というか、あれほどの知識がありながら知らぬふりをできるのは、常人では考えられません」

			「そうよね。まったく、私たちの夫は凄すさまじいわ。知識も使いよう。それを分かっていて、私たちに惜しみなくこうした知識を教えてくれた」

			「はい、旦那さまは私たちを信じてくれた。自分が手を貸すだけでなく、自分たちの住む世界は自らの手で守れと、色々な知識を教えてくださいました」

			「なら、その邪魔をする愚おろか者は、どうすればいいのかしら？」

			「道を正しましょう。それが元聖女であり、あの人の妻である私が望むあり方です」

			「道ねー。私は、夫の前に立ちふさがるモノをなんであれ、ただなぎ倒すだけね。それが、剣を持って生まれた理由なのだから」

			　私は元聖女とそんな話をしつつ、エナーリアの情報封鎖部隊と思しき軍の進軍を阻むように、のんびり道を歩く。

			「女か……身なりからして、それなりの身分なのだろうが……命令だ。何人たりとも、我らの存在を知られるわけにはいかん。斬り捨てよ!!」

			　私たちの姿を発見するやいなや、すぐに騎馬に乗った兵士が剣を抜いて、こちらに向かってきた。

			「あら、立派。命令を忠実に遂行する。いい兵ね」

			「はい。ですが……」

			　お隣の元聖女が目を細めて、棒術にも使える杖つえをトンッと地面に突き立てた。

			　すると、目の前に迫っていた騎馬が倒れ込む。

			　乗っていた兵士たちは、落馬してその場から動けなくなった。

			「私たちの力量を見極められないようでは、まだまだです」

			「何をしたのかしら？」

			「重力……と言いたいのですが、重力の概念はいまだ私には理解しきれていませんので、魔力そのものを当てました」

			「あー、てっきり風系の魔法でも使ったかと思ったのだけれど、魔力そのものか。良くも悪くも夫に似て来たわね」

			　しかし、これじゃあ私の見せ場がないわね。

			　仕方ない、私が尋問しますか。

			「ぐっ……、なにが起こったのだ」

			「さあ、なんでしょうね。とりあえず、なんで私たちにいきなり斬りかかってきたのか、教えてもらいましょうか？」

			　私は剣を抜いて、そのまま兵士の首に突き付ける。
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			「……言わぬ。さっさと殺すといい」

			「あら、潔いこと。まあ、でもあらかた予想はつくし、全員がだんまりってわけでもないでしょう」

			「……私を殺したところで結果は変わらないし、お前がどうにかできる甘いものではない」

			「そう、楽しみだわ。分散している５０００ほどと、砦と街を囲む兵、それを無視して奥深くに進軍している５０００の兵。私たちの相手をできる人物がいることを祈りましょう」

			「なっ、なぜ、それをっ……!?」

			　相手の言葉を最後まで待たず、意識を奪う。

			「ごめんなさい。そっちが教えてくれなかったのだから、私も教えるつもりはないわ」

			「もう、気絶してますよ？」

			「いいのよ、雰囲気ってやつよ。さて、さっさと情報封鎖してる奴らを片付けて、サクラとスミレのところに帰りましょう」

			「そうですね。よそはみんなが行ってますからね。けど、久々に動くっていいですね」

			「そうね、気持ちがいいわ。運動と気分転換を存分に楽しみましょう」

			「はい。頑張って早く終わらせて、よそを応援するのもいいかもしれませんね」

			「いいわね。ルルア、本当に変わったわ」

			「セラリアのこういうところは、昔は理解できませんでしたが、今は少し理解できます」

			「なら存分に楽しみましょう」

			　剣を鞘さやに納めて、敵がいる方向を眺める。

			「相手からしたら、前哨戦や小競り合い、そう言われるであろう戦ですべてが決するとは思っていないでしょうね」

			　相手の将軍がこの報告を聞いて、どんな顔をするのか楽しみだわ。

		

	
		
			　

			第２１９掘　大軍の弱点

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			『あなた、こっちの方面はあらかた片付いたわ。他に向かうから』

			「無理するなよ」

			『当然。娘たちが起きて泣きだす前に終わらせるわ』

			　いや、そこが基準かよ。

			「すまん。ホースト、結局、まともな戦にはなりそうにない」

			「いえ、私も、血が流れるのを止められる手段があれば、そちらを取ります」

			　俺たち２人はベータンの外壁の上で、エナーリア軍の増援部隊を待ちながら話をしていた。いまだ敵軍が現れる様子はない。

			「しかし、本当に大丈夫なのですかな？　いえ、奥様たちの実力を疑うわけではないのですが……」

			「嫁さんの心配をしてくれてありがとう。もうちょっと大人しくしてくれると、俺としても嬉しいんだがな」

			「……その……心労察しますぞ。私の妻もそれなりの腕前はあれど、５０００の敵を１人で止めることなどできません。あの奥様たちの行動には理がありますが、正直肝が冷えますな」

			「だよなぁ……」

			　俺は、嫁さんたちがいるであろう方向の空を見る。

			「敵の兵糧を叩き潰す。確かに、大軍相手には、これ以上、有効的な方法はありますまい。無論、奥様たちのように一騎当千ではなければ遂行できませんが。あの奥様たちは１人１人が美しすぎる。そして、それを隠そうともしていない。本当に隠おん密みつ任務ができるのでしょうか？　私の記憶が確かなら、あのタイプは真っ向勝負を挑むような気がするのですが」

			　ホーストがそう言いながら、俺と同じ方向の空を見る。

			　うん、その予想、大当たり。

			　というか、隠れようともしないからね。

			　真っ向勝負で、敵の兵糧を焼き払うのではなく、奪ってくるから。

			　あの時、止めとけばよかったかなー。

			　そう思いながら、俺はセラリアたちが出撃したいと言いだした場面を思い出していた――。

			　

			「分かった、分かったよ。俺たちがちゃんと仕事しているというアピールをするためにも、ゴブリンたちと一緒にセラリアたちを派遣すればいいんだろう」

			「分かればいいのよ。そうすれば、数の少ない私たちも味方に不安を与えることなく、仕事をちゃんとこなしているように見えるわ」

			　セラリアたちの強い希望を受けて、とりあえず敵の斥せつ候こうを潰すぐらいは任せてもいいかなーと思う。

			　ドッペルとはいえ、嫁さんたちを最前線へ出すのはどうだろうという疑問はあるが。

			「セラリアたちの気持ちは分かった」

			「じゃ、出撃していいのね？」

			「でも、あくまでも斥候つぶしだからな。派手にやるなよ、俺たちの実力は隠し通したままでいくって予定なんだからな」

			　そう、この大陸での目的は、あくまでも魔力枯こ渇かつ現象の調査だ。

			　行動が制限される可能性があるから、国に目をつけられるようなことはやめるべきなのだ。

			「あら酷ひどい。私たちが兵士に捕まって、あんなことや、こんなことをされる可能性だってあるのよ？」

			「じゃ、出撃はやめるべきだな。セラリアたちがそんなことになれば、娘たちや俺が悲しむ」

			「冗談よ。まったく、私たちを大事にしてくれるのもいいけど、それは行きすぎよ」

			「そう思うなら、変な冗談は挟はさむなよ。ということで、自重しろよ。俺たちの今後のために」

			「分かったわよ。なら、敵の物資を根こそぎ取ってくるわ。そうすれば戦もできないし、血も流れない。完かん璧ぺきね」

			「いや、だから目立つなって……」

			「あら、目立つわけないわ。どこの世界に、大軍が女性の１人や２人に襲われて物資が奪われたって報告を信じる人間がいるのかしら？」

			「ちょっ……」

			　信じるわけがない。

			　というか、そんな発想がセラリアから出てくるとは思わなかった。

			「なに驚いてるのよ。私も、『孫子』とか『六りく韜とう三さん略りやく』とかを読んでるんだから。面白いわよね」

			「それを現実に当てはめて、実現しようって発想に驚いてるんだろ。ちょっと前の自分を思い出してみろ」

			　真っ向勝負万歳の突撃娘だったくせに。

			「私も若かったわ。だって、仕方ないじゃない？　最前線で戦ってきた身としては、戦術や戦略に頼り切るのは見せ場を奪われるのも同然だもの。今は、その戦術や戦略を練る方だからいいけど」

			「そうですか……。しかし、言ってることは、もっともだな。しかも、焼き払うじゃなくて奪うか」

			「そうよ。奪うのよ。便利なことに、私たちはルナからアイテムボックスを付与されてるから、相手の万単位の物資でも持ち運ぶのが余裕よ」

			　そう、焼き払わずに奪うというのは、この剣と魔術の世界ならではの方法だ。

			　普通なら、奪うには労力や時間がかかるため、焼き払ってしまう方が楽なのだが、この魔術ありきの世界は違う。

			　アイテムボックスがあるからだ。アイテムボックスは手に触れるだけで、収容可能なものならすぐに収容できるという便利スキルだ。

			　冒険者のモーブやオーヴィクも、アイテム鞄かばんといったアイテムボックスと同じような能力をもつ道具を持っている。もっとも、こうした道具は手に持って中に入れるという行動が必要で、鞄かばんの入口より大きいものや、持ち上げられないものを入れることができない。

			　そして、俺たちはこの便利な能力が使えるが、新大陸は事情が違う。この大陸では多くの魔術が衰退していて、アイテムボックスに似た魔術は古い文献の中にしか存在しない。

			　だから、相手からすれば意味不明状態になるのだ。

			　あ、前提として、物資を奪えるだけの実力があることが必要だが、今までの結果からしてセラリアたちがエナーリア軍に後れを取るわけもないし、そもそもドッペルなので、何かあればすぐに連絡がくるだろう。

			「ホーストたちが出す斥せつ候こうたちにはゴブリンでもつけて、敵がいない方向へ誘導すればいいわ。それで実際には、私たちが叩く。これで完かん璧ぺきよ」

			「それで、その後どうするんだよ。敵は物資がなくて立ち往生だぞ。そろそろ、疲弊しきったエナーリア軍本隊もダンジョンから出てくる頃だろ？」

			「えっ、それは無論、捕らえるに決まってるじゃない。言い訳は十分に立つでしょう？　相手は物資がなく抵抗ができない状態、そこへ乾けん坤こん一いつ擲てきの攻撃を仕掛け、将軍たちの捕縛に成功したってね」

			「そこまで筋書きができてるのか」

			「マーリィとオリーヴだっけ？　そっちに預けている聖剣使いとしっかり話すためにも、敵をさっさと蹴け散らす方がいいでしょ？」

			「あ、そんなのいたな。デュラハンのことがあって忘れてたわ」

			「ああ、そう言えば、この大陸の前任者に仕えてたモンスターだっけ？」

			「そうなんだよ。でもな、ずいぶんと興奮（？）しててな。というか、前任者がいた頃からかなり時間が経っていて、情報の選別が大変なんだよ」

			「それは仕方ないわよ。前任者は身内に裏切られたって話じゃない。もし、私だったら、ユキが殺されるようなもの。そんなことがあれば、世界を滅ぼしてるわよ」

			　セラリアが迷いなくそう言うと、周りの嫁さんたちも頷く。

			　なにそれ。俺が殺されただけで、世界を滅ぼすって考えは怖すぎるんだけど。

			「怖いし、意味がないからな。世界を滅ぼすのはやめとけ」

			「ま、それはユキの指定保護のスキルもあるし、何より、全員できた妻たちだからそんな心配はないわ」

			　これに、他の嫁さんはまたも頷く。

			「話を戻すけど、エナーリア軍については、そうやって物資を枯こ渇かつさせて追い散らすわ」

			「餓死者とか盗とう賊ぞくがたくさん出るぞ。ホーストが治める一帯で、そんな事態は避けたいんだが」

			「大丈夫よ。追撃をかける前に、降るなら食糧の供給を約束するっていうわ」

			「鬼か、お前は。というか、その供給する食糧は奪ったものを使うつもりだろう？」

			「無論よ。腐らせるにはもったいないし、それで投降を促うながせて、餓死者が出たり盗賊になるのを防げるなら、いいと思わない？」

			　こんな感じで、セラリアたちの作戦に一部異論はあるものの、被害を出さないという点に置いて一番理に適っていたので採用することにした。

			　ホーストたちと一緒にベータンで奮戦して、実力を過小評価させる作戦は木端微塵に砕け散ったわけだ。

			「なあ、スティーブ」

			「いきなりなんすか？」

			「もうさ、嫁さんたちが動くことで別働隊は木端微塵だろうし、面が割れても問題ないゴブリン部隊をエナーリア増援にぶつけた方が効率よくね？」

			「いや、撤退させちゃダメでしょうに。別働隊への補給を何度もさせて、枯こ渇かつさせるのが目的っすよ？」

			「それでもだよ。ベータンに来たら嫌でも防衛戦になる。それを遅らせるには、いい手だと思わないか？」

			「それは……そうっすね」

			「だろ。なら、ほれ。これを着て行け」

			　そう言って、変装セットを渡す。

			「うぉい!!　腰ミノとしょっぱいショートソードじゃないっすか!!　服は!?」

			「普通のゴブリンは、服なんて着ないよ？」

			「不思議がるんじゃねーっすよ!!　おいらたちは文明人っす!!　いや、文明ゴブリンっす!!　誰が裸族で行きたがりますかってんだ!!　さすがに怪け我がするっす!!　靴くつもないし!!」

			「心配するな。その腰ミノは、なにを隠そう、妖精族の長老ナールジアさんが特別に開発してくれた、ゴブリン専用の装備なんだ!!　無論、防御力についても、腰ミノをしているだけなのに全身に魔力ガードが及ぶ優れもの!!　暑い日も寒い日も、魔力を使って快適空間!!　あ、靴は可哀想かわいそうだから履いてもいいぞ。ショートソードも、無論ナールジアさんの作品な。そこいらの剣より性能は上だ」

			「あの、ハーゲンダッ◯狂いが、変なところに気合を入れて!!　というか、このショートソード、エンチャント武器じゃないっすか!?　そこいらの剣より高性能とかいうレベルじゃねーっす!!」

			「よかった。文句はないみたいだな。野生のゴブリンって予定だから、10人ぐらいで頼むわ」

			「ひぃぃぃ!!　なにか行く方向で決まってるっす!!」

			「大丈夫だ。万が一戦死しても、出撃前に写真撮っておいてやるから。それが立派な遺影になる」

			「嬉しくないっす!!　裸族の状態が遺影とか、どんな嫌がらせっすか!!　あーもう、無事戻って来て、ちゃんと写真を処分させてやるっす!!　お前ら、メンバー選出するっすよ!!」

			　スティーブが後方で見張りをしているゴブリンたちに、そう声をかけるが……。

			「「パスで」」

			　速攻で遠慮される。

			「パスは無効っす!!　いいからついてくるっす!!」

			「いやだー!!　誰が好き好んで変態になるかー!!」

			「いやー、辱められる!!」

			　うーん、さすがに、この能天気ゴブリン部隊は、少し訓練のし直しが必要か？

			　

			　ｓｉｄｅ　ミリー　フェイル牽けん制せい軍処理

			　私は、久々のロードワークを楽しんでいる最中だ。

			　冒険者ギルドでは受付だったし、奴ど隷れいの時は汚い小部屋だったし。

			　ウィードに来てからは……それなりに自由で楽しくていい夫もできたけど、結局、書類仕事で部屋に缶詰が多かったからな。

			　だから、この大空の下で……。

			「あー、お酒が美味おいしい!!」

			　ユキさんからもらった、秘蔵の越乃◯梅が美味おいしい!!

			　うーん、年末年始に出回る高級酒って言われるだけはあるわ。
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			「ミリー、お酒なんか飲んでないで、さっさと物資を入れてよ」

			　横で、トーリがそんなことを言ってくる。

			　相変わらず真面目ね。

			　ま、だから私が横でお酒を飲んでいられるんだけれど。

			「ごめんごめん。もう１杯だけだから」

			「もう」

			　そう言って、お酒を飲みほす。

			「ぷはぁー!!　さて、どれを入れたらいいの？」

			「こっちの武具の予備とか矢玉は私が入れておくから、向こうの食糧をお願い」

			　指を向けられた方向には、小麦粉らしき袋がたくさん積んであった。

			「おっけー」

			　さすがに、トーリに全部任せるような真似はしない。

			　私もちゃんとお仕事をして、ユキさんに新しいお酒でももらおう。

			　ちなみに、子供は……私もリエルと一緒ですぐには欲しくない派だ。

			　というか、子育ては大変だから、ユキさんと過ごす時間が逆に減っちゃうのよね。

			　私はまだまだ、ユキさんといちゃいちゃしたい。

			　そんなことを考えていると、後ろからトーリではない声が聞こえてくる。

			　男の声だと分かった瞬間、振り返らずに対応する。

			「ぐっ、貴様、なにをした」

			「あら？」

			　まだ声が聞こえたので振り返ると、昏倒させたはずの兵士が起き上がるところだった。

			　んー、鎧よろいが立派だからお偉いさんかな？

			「その手をどけろ。それは我が軍の大事な物資だ。小娘如きが触れてよいものではない」

			　うーん、強制睡眠の魔術は、まだ練習不足かー。

			「聞いているのか!!　我らはエナーリア聖国の精鋭!!　その無礼、命で……」

			「黙りなさい」

			　その兵士は剣を抜きかけた瞬間、私の双剣の一撃で崩れ落ちた。

			「私ね、あなたみたいな兵士が大っ嫌いなの」

			　そう、こんなふうに国の面めん子つを何よりも大事にする人々のせいで、私の街は滅んだのだ。

			　私自身はユキさんに救われたが、それだけでわだかまりが消えるわけじゃない。

			「ミリー……」

			「あ、うん。大丈夫、さっさと残りも入れちゃうね」

			　エルジュ様のことも許したわけではない。

			　でも、ユキさんが平和を望むから。

			　あの人なら、きっと、きっと今よりもいい世界を作ってくれるから。

			　だから、私はユキさんの力になろうと思ったのだ。

			　私たちに惜しみなく力や知識を与えてくれて、いつも微ほほ笑えんでいるあの素敵な人のために。

			「とりあえず、そんな真面目な顔しても、お酒はもう飲んじゃだめだよ」

			「え、やっぱりだめ？」

			「だーめ。目の前の食糧をつまみにするつもりだったんでしょう？」

			「ばれてた？」

			「もう、さっさと片付けないと、さっきみたいに目を覚ます人がいるかもしれないんだから。なるべく目につかないようにしないといけないのに……。ユキさんに言いつけちゃうよ」

			「ごめん!!　それだけは勘かん弁べんして!!」

			　うん、真面目に仕事をしてできる女アピールをしよう!!

			　

			　エナーリア　フェイル牽けん制せい軍　５０００人

			　広域強制睡眠魔術により昏倒、物資奪取に成功。

			　作戦動員人数２名。

			　ミリー、トーリ。

		

	
		
			　

			第２２０掘　各報告

			　

			　ｓｉｄｅ　リーア　砦方面牽けん制せい軍処理

			「リーア、さすが俺の勇者だ!!」

			「そんな、私は、ただ妻としての務めを果たしただけです」

			「そうだ、リーアは勇者の前に俺の奥さんだ。うん、だからこそ、妻と勇者を頑張ってくれているリーアには、ちゃんと報いるのが夫の務めだと思うんだ。何か、俺にできることはないか？」

			「あ、な、なら、こ、子供が欲しいなー……」

			「そんなことか、なら、今から頑張ろう!!」

			「え、え、いいんですか!?」

			「俺たちは夫婦なんだ、子供ができるのは当たり前だよ。そして、今までずっと頑張ってくれてたんだから、皆も分かってくれる」

			「はい」

			　そして、私とユキさんは旅館に戻ると、子供を作るための愛の作業に朝まで励むのであった――。

			　

			「ふへへへ……」

			「ないですね。そんなこと考えてないで、仕事をしましょう」

			　私の夢を、ジェシカがバッサリ切り捨てた。

			「もう、ジェシカってば夢がないですよ。ユキさんなら、この仕事を片付けたあとで、ちゃんとご褒ほう美びをくれますよ」

			「確かに、ユキならちゃんと私たちを労ねぎらってくれます。ですが、皆が妊娠を望んだらどうなります？　リーアだけが身み籠ごもるなんてあり得ません。私も身籠ります。不公平です」

			「ユキさんなら、そうするよね。やっぱり大丈夫です」

			「だから、あり得ないのです。わざわざ妊娠する時期をずらして、動ける人を確保したのに、それを無意味にするような願いを聞き届けるわけにはいきません。というか、私たちが願ってはいけません。ユキ１人に新大陸の調査を任せるつもりですか？」

			「絶対、そんなことさせない。ユキさん、いっつも無茶するんですから」

			「はい、私もそう思います。ですから、気持ちは分かりますが、今はユキに子供が欲しいと言わないでください」

			「……ううっ、分かった。我慢します」

			「はい。さすが、勇者様です。ですから、ご褒美は代わりに、夜、激しくしてもらえばいいのです」

			「そっか。うん、それだけでも、やる気が出ました!!」

			「では、リーア。私たちがわざわざ、ユキの警護を離れてきたのです。手ぶらで帰るわけにはいきません。敵は見ての通り、目の前に迫っています。方針はどうしますか？」

			　ジェシカがそんなことを言いつつ、顔を隠すためにフルフェイス兜かぶとを被り、砦を牽けん制せいしに来たエナーリア軍に向き直る。

			　私も、ナールジアさんお手製の勇者装備を展開して、敵に向き直った。

			「無論、私たちは小細工なし。予定通り相手を正面から叩きのめします。いいですか、ジェシカの実戦訓練でもあるから、ちゃんと自分の状態に気を配ってくださいね」

			「……私よりも戦闘経験が少ないリーアに言われるのは、不思議ですが……。確かに、実力が一気に上昇してからは、私も戦闘経験がありませんからね。手加減の仕方も分かりません。不測の事態が起こった場合は、遠慮なく止めてください」

			「はい、任せてください。ちゃんと私が一撃で止めて見せますから、安心してくださいね」

			「……死なないですよね？」

			　ジェシカが不安そうにこちらを振り返ったので、思わず私は自分の剣を見た。

			　えーっと、ガンソードはまずいから、剣で殴るで大丈夫だよね？

			　うん、大丈夫。

			「任せて!!」

			「一番の敵は、背後にいる味方ですね……」

			　白銀の鎧よろいを着込んだジェシカと、黒いドレスアーマーを着こんだ私が同時に敵へと駆け出す。

			　私のドレスアーマーが翻ひるがえり、敵の目が一斉にこちらに向く。

			　……うぇ、敵のそんな視線を集めても嬉しくないなー。

			「やっぱり、私もドレスアーマーがよかったです!!　これじゃ、無粋でユキに見せられた姿じゃありません!!」

			「でも、ジェシカはこっちで顔が売れてますし、だから男か女か分からない鎧にしたんですよ？」

			「分かっていますが、鎧を着けてから差が……出会う斥せつ候こうどもが、リーアばっかりに目を向けて……もし、ユキにもそんな態度を取られたら、死にたくなります」

			「いや、それはないと思いますよ？　だって、その鎧を考案したのはユキさんですから」

			　そう、この無骨な鎧はユキさんが考えたものだ。

			　ジェシカは訓練をしてきたものの、ドッペルを介したり能力の制限がかかった状態で戦ったことがない。

			　だから、たとえドッペルであろうとジェシカが傷つくことがないように、彼女の装備は全身を覆おおうフルアーマーになったのだ。

			「というか、私としては逆に変な視線を向けられて、非常に気持ち悪いんですよね」

			「……それは嫌ですね。その意味では、この鎧よろいはこの鎧で良かったのかもしれません」

			　そう言って、私とジェシカは立ち止まる。

			「どうですか？　敵は片付けましたけど」

			「そうですね。やはり、ドッペルと本来の体では能力差があるのがよく分かります。でも……」

			「でも？　なにかありましたか？」

			「いえ、剣を全力で試す機会がなかったなーと」

			「それはそうですよ。その剣や私の剣を全力で使う場面は、ユキさんとの訓練の時ぐらいですよ」

			「……ユキが訓練に？」

			「あれ？　今までユキさんと訓練したこと、ありませんでしたか？」

			「ええ、私がウィードで訓練をしているときは、ユキはベータンの手入れで忙しかったので……」

			「なるほど。じゃ、今度、一緒にユキさんと訓練しましょう。持ってる剣の全力を知らないのはまずいでしょうし」

			「そうですね。ユキが戦うというのは、私としてはイメージが湧わかないのですが……。と、それはそうと、さっさと物資を回収してしまいましょう」

			「はい、物資を回収して、ユキさんに褒ほめてもらいましょう」

			　私たちは、そう言って物資を回収しようとしたのですが……。

			「ま、まて。相手が魔剣使いとはいえ……ここで引くわけにはいかんのだ」

			　敵兵の男が剣を杖つえのようにして、必死に立ち上がろうとしている。

			「まさか、魔剣使いを単独で投入してくるとは……。しかし、エナーリアは、負けはしない!!」

			　どう見ても、剣を振るう力すら残っているようには思えない。だが、男は剣を振りかぶり、こちらに向かって走って来た。

			　私がどうしようか悩んでいると、ジェシカが前に出た。

			「エナーリアの騎士、確かに胸に刻み込みました」

			　そう、ジェシカが言うと、男は首から血を吹き出し倒れた。

			　……この傷は、今の私たちじゃ治せない。

			「……同じ騎士として、対処しました」

			「……はい。ジェシカの気持ちは分かります。そして、何も問題はないと思います」

			「ですが、リーアは納得していないように見えますが？」

			　私が微妙な表情をしていることに、ジェシカが気が付いたようだ。

			　だから、隠さず言おう。

			「ユキさんに救われた身としては、こうした名誉の死というのは理解できそうにありません。私は這いつくばってでも、ユキさんの下へ生きて帰りたいと思っています」

			「リーアは……いや、私たちは、それでいいと思います」

			　私たちは、最後まで剣を向けて来た男の遺体を丁寧に運ぶと、睡眠魔法からいずれ目覚めるであろう仲間の傍そばに置いた。

			　その後、物資を回収した私たちは、すぐにその場を去った。

			　戦争なんて、なくなればいいのに。

			　

			　ｓｉｄｅ　カヤ　スエイート方面牽けん制せい軍処理

			　私とシェーラは、今、敵軍が迫っているであろう森に向けて、ある魔術を行使しようとしてるところだ。

			「じゃ、いくよ」

			「はい、任せてください、カヤさん」

			　今回の敵の多方面同時侵攻作戦の中で、一番厄やつ介かいな対処を任されたのが私とシェーラだった。

			　私たちがいるのは、スエイートを囲む森の中。

			　大軍での戦闘というのは、それが活かせる場所を選ぶのが定石だが、森に囲まれたスエイートではそれが活かしにくい。

			　狭せまい通路で迎げい撃げきをすれば、大軍の長所をつぶして有利に戦える。

			　で、スエイート方面に来たエナーリア軍は厄やつ介かいな行動をとって来た。

			　分散したのだ。

			　本隊を半分に分けて、半数を斥せつ候こうに使うという方法をとったのだ。

			　おかげで、２５００しかいないスエイートのミストは動くに動けなくなった。

			　完全に地理を把は握あくしている自分たちの土地なら、こちらも斥候を出して罠わなにはめることもできたが、ここに来てまだ１年も経っていない。

			　下手に土地に慣れていない斥候を出せば、無駄死にするだけだろう。

			　スエイートの守り自体は、実質的にはゴブリンのブリットが率いてるから、被害は出ても負けることはないと思う。

			　だから、私たちはその分散した半数と、本隊をどうにかするために行動していた。

			「では、いきます」

			　シェーラがそう言うと、魔術で作った大きな穴に、水がなみなみと注がれた。

			　こうした穴は森のいたるところにあり、どれも水で満たされている。

			「じゃ、私もいく」

			　私が得意な炎魔術をその水上に展開すると……。

			　じゅわー……。

			　水蒸気が辺りに広がった。

			　そう、人工の霧を発生させたのだ。

			　ちなみに、熱したばかりなので、熱さもそれなりにある。

			　こうした霧を風の魔術を上手く使うことで、森だけに充満するようにして、敵の視界を奪うのだ。そして、視界ゼロの中、私たち獣人の特化した感覚で敵を倒して物資を奪う。

			　スエイートはダンジョン化していないので、こういう手段をとることになった。

			「……どうかよろしくお願いします」

			「うん、任せて」

			「守りは任せました」

			　私たちは霧のかかった森に入っていくが、もちろん私たちだけでは、森に散らばったたくさんの敵をダンジョンマップなしですべて排除するのは難しい。

			　だから、いつぞやの魔王城攻略の時にも活躍したシャドウスネークを50匹ほど連れてきている。隠おん密みつ行動に特化している上、この魔力枯こ渇かつでも動けるモンスターだ。

			　霧を発生させる前から、シャドウスネークを森に散開させていたから、今ごろ相手は大混乱だろう。

			　私たちの仕事は、本隊を襲って物資を奪うのがメイン。

			　霧の中を突き進む。

			　普通の人だと視界がない状態だから動きにくいのだろうが、私たち獣人は聴覚や嗅覚の感覚が人より鋭く濃い霧も苦にならない。

			　ちなみに、こうした能力があるので、私たち獣人は辺へん鄙ぴな所に村を構えていられるのだ。

			　私たちの感覚で把は握あくする限り、敵の本隊の人数は、２０００以上。

			　分散している部隊についてはシャドウスネークが適当に対処しているだろうし、少人数なら私たちでも対処が容易だ。

			「カヤさん、声が聞こえます」

			「ん、一度様子を見よう」

			　敵本隊がいると思しき場所から、結構な声が響いてくるので、私たちは身を隠してその声に耳を澄ませた。

			「いったい、なにが起きている!!　ヘビの魔物に、今度は霧か!!　いつからベータン地方は、こんなに変わった!?」

			「報告します!!　展開していた半数が、例のヘビの魔物にやられました!!」

			「なっ、報告を聞いてから２時間も経ってないぞ!!　いったい、何匹潜んでいるんだ」

			「この速度から考えて、３００匹はくだらないかと……」

			「くそ、遺跡から魔物が湧わいてきたという話は本当だったか……。これではスエイートもすでに滅んでいるのではないか。……どのみち、この様子なら敵も思うように動けまい、これ以上被害が出る前に、この地域から撤退して本隊に合流する!!　斥せつ候こうの生き残りも呼び戻せ!!」

			「「「はっ!!」」」

			　そう言ったやりとりがあって、敵本隊は一層騒がしくなった。

			　そんなことをすれば、シャドウスネークの索敵に引っかかるのに。

			　ああ、私たちが本隊には手出ししないでって言ってあったから、ある意味妙手かな？

			「カヤさん、物資を奪う前に撤退させては意味がありません」

			「うん、シャドウスネークと霧が上手く行きすぎた。さっさと物資を奪取しよう」

			　50匹しかいないのに３００匹とか、なんであんなに過剰に報告されているのかな？

			　……あ、レベルが低かったんだっけ？

			　レベル１３０のシャドウスネーク相手は厳しかったか。

			「では、予定通りに？」

			「だね。混乱している方がやりやすいし……」

			　私たちは、エナーリア軍が崩落時に残していった鎧よろいを着込んで敵の中に紛れた。

			　シェーラは少し身長が低いが、まあ、背の低い少年兵もちらほらいるようだから悪目立ちするほどではない。

			　しかも、敵は混乱しているので、私たちが紛れ込んだことに気が付かなかった。

			「おい、お前ら、物資の運搬準備に取り掛かれ!!」

			「はい」

			「分かりました」

			　なんとういうか、ザルな警備だ。

			　まあ、それだけ忙しいってことなのだろうが。

			「しかし、これだけ人が多いと物資を奪取するのは強行になりますよ？」

			「うーん、シャドウスネークに陽動してもらう」

			「はい、そうですね。みんな頼みます」

			　シェーラのひと言で、周りに待機していたシャドウスネークが一気に襲い掛かる。

			　それでも７、８匹だけど。

			「「「うわぁぁぁぁぁああぁぁぁ!!」」」

			　効果は十分のようだ。

			「じゃ、物資を奪取してさっさと帰ろう」

			「はい、アスリンたちも待ってますし」

			　私たちはどさくさに紛れて物資を奪取すると、すぐさまその場を後にした。

			　あとで追いついてきたシャドウスネークからの報告だと、物資はシャドウスネークに喰われたことになったらしい。

			　これで予定通り、私たちが撃退したって事実は隠されただろう。

			　他の皆は私たちと違って、派手に暴れてそうだけどね。

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「とまあ、こんな感じで敵の処理は順調みたいだな」

			　定位置の肩車状態に収まっているラビリスが、俺が手にしている報告書をのぞき込んでくる。

			「さすが、みんなね。でも、魔物部隊はどうなってるの？　あっちが一番激戦区でしょう？」

			　そう、嫁さんたちは安全な場所で仕事をしているから作戦は順調だが、一番の激戦区は魔物部隊が担当している崩落現場なんだ。

			　敵軍はなんと、わざわざ１万も動員して崩落現場を確保しようとしている。

			　それで仕方なく、ミノちゃんを大将、ジョンを副将にして指揮を任せたのだ。

			　ダンジョンの中は、スラきちさんに任せてある。

			「まぁ、蹴け散ちらして撤退させても問題はないんだが、あそこの軍の物資もなんとかしたいしな。相手からしたら伝説のミノタウロスに見えるミノちゃんを前にして、どう対応するのか見てみたいって気もするんだよな」

			「あら、可哀想かわいそう。ミノちゃんは、基本戦闘が好きじゃないでしょうに」

			「だから、大将に据えたんだよ。あいつは無茶なことはしないってな。ジョンの奴だと、野菜関連の悪口でキレる可能性があるからな」

			「……確か、エナーリア軍のいるダンジョンにも、きゅうり畑を作ってるんだっけ？」

			「ああ、育てないと気が済まないらしい」

			「スティーブの方は……」

			「心配するだけ無駄だろう。あいつはなんだかんだいって、指揮能力や判断能力はずば抜けてるからな。マジで使いやすい。ゴブリンって、やっぱり育てば強いんだよ」

			「そうねー。まさか、あそこまで強くなるとは思わなかったわ」

			　さて、嫁さんたちより付き合いの長いスティーブやミノちゃんがどう対処するのか楽しみだ。

			　無論、万が一、敵が強ければ撤退も良しと言ってあるけどな。

		

	
		
			　

			第２２１掘　意外な交こう渉しよう

			　

			　ｓｉｄｅ　ジョシュア・ビーイング　エナーリア増援崩落現場救出軍

			「これは……」

			　私はあまりの事態に足を止めていた。

			　本来であれば、即座に崩落現場を占拠、監視しているジルバ軍を排除し、プリズム将軍の援護に向かわなければいけないのだが……。

			　私とて、ブーリス・ウーリー将軍という稀き代だいの名将とともに戦場を駆け抜けてきた騎士なのだ。

			　多少のことでは動じない自信があったし、経験も積んできたつもりだったが……。

			「「「うぉぉぉぉおおおおぉぉお……!!」」」

			　雄お叫たけびを上げているのは、私が率いている軍ではない。

			　いや、あれを軍と呼んでいいのだろうか？

			　そう、目の前で崩落地点を背に私たちの軍と対峙しているのは……。

			　魔物の群れだった。

			「ジョシュア、どう思うか？」

			　私とともに昔からウーリー将軍を支えてきた老将ハイン殿が、そう聞いてくる。

			「ハイン殿……」

			　私も、ハイン殿の補佐にはいつも頭の下がる思いだ。兵へい站たんという面倒な裏方仕事を完かん璧ぺきにやってのけ、絶対に遅延などをさせない素晴らしい人だ。

			　だから、立場上私が上であっても、常に礼を欠くことなく接するようにしている。

			　というか、自然にそうなる。それだけ、凄すごいということだ。

			　その意味でも、これだけの異常事態を前にして、すぐに考えを聞くというのはなかなかできることではない。

			「……すいません。正直分かりません。このような事態は初めてで」

			「うむ。正直でよい。分からぬのに分かるといって、それを元に作戦を立てれば大きな被害が出るだろう。ジョシュア、お前もすでに立派な将だ。この戦い、戦うにしても引くにしても、私は止めはせん。お前の補佐を最後までこなしてみせよう」

			「……分かりました。とりあえず、相手の目的や強さを把は握あくしないことには始まりません。斥せつ候こう……いや、まずは話しあう方向で臨みたいと思います」

			「ふむ、なるほどな。相手は魔物であれど、しっかり隊列を整え、無闇にこちらに攻撃してくる素振りはない。ならば、一定以上の知恵があって統率している者がいると思うのだな？」

			「はい、私はそう判断しました。言葉が通じるかどうかは分かりませんが、あの統率ぶりをみせる相手に、無策で戦うのは危険だと思います」

			「理にかなっている。私が、直接見極めてこよう」

			　迷いなく、ハイン殿はそう告げた。

			　一瞬、呆けてしまったが、それだけは止めなければいけない。

			「ハイン殿がわざわざ赴おもむくのは危険すぎます!!」

			「危険だからこそだ。相手を知ろうにも、普通の兵士などが近づけば、斬りかかってそのままなし崩しで戦いになる可能性が高い。そんな事態にならなかったとしても、相手が変な素振りを見せただけで話を聞かずに戻ってくるかもしれん。ジョシュアの案を実行できるのは、この場で話を聞いた私と周りにいる騎士たちだけだ。下手に人選するのは、時間の無駄だし意味がない」

			「……そう言われては、承しよう諾だくするしかないですね。しかし、どうか無事に戻ってきてください」

			「ははっ、そこだ。それでこそ立派な将だよ。なに心配するな。片腕、片足を落としてでも戻ってくるわ」

			　ハイン殿はそう言って笑いながら、準備を整える。

			　相変わらずなお人だ。

			　将として一軍を預かっても不思議ではない人物だというのに。

			　ならば私は、何があってもいいように、いつでも部下が動かせるよう準備をしておこう。

			「皆は、ハイン殿に万が一があった際に即座に行動できるよう準備しておけ。騎馬１００で救出、弓３００で牽けん制せいする。万が一の場合は、一気に敵陣から助け出したあと距離をとるんだ、いいな」

			「「「はっ」」」

			「本隊は、敵が追ってきた場合、ハイン殿が戻るまで持ちこたえよ。私が指揮をとる。臆することなく構えて、敵を防げ」

			「「「はっ」」」

			　しかし、オークとゴブリンは分かる……いや、それしか分からない。

			　目の前に広がる魔物と思しき軍勢は、見たこともないモンスターがほとんどだ。

			　中でもひと際、異様な雰囲気が漂う場所がある。

			　それは、魔物の軍勢の中央。

			　おそらくは本陣なのだろうが、そこに立っているのは４メートルに届こうかという、牛の顔をした人だった。

			「……あれが、きっと大将なのだろう」

			　私もその魔物は初めて見るが、あの姿形は物語によく出てくるから知っている。

			　その体たい躯くから繰り出される豪腕で敵をなぎ倒し、女を攫さらい陵辱する。

			　その強さで国を１つ滅ぼしたとされる伝説の魔物。

			　ミノタウロス。

			「……私の判断は、間違っていない。ハイン殿もそう信じてくれた」

			　不安があるが、昔のお伽とぎ噺ばなしを信じるような馬鹿な真似はできない。

			　魔物たちは友好的かもしれないのだ。

			　私たちが早まって間違いを犯すわけにはいかない。

			　あの軍勢の後ろにいるかもしれない、友軍のためにも。

			「ハイン様、出立します!!」

			　その声で、敵軍を見るのをやめて振り返る。

			　そこには、話し合いの使者として武装を解除したハイン殿と、その後ろに護ご衛えいの騎士が10名立っていた。

			「頼みます」

			「ああ、任せておけ」

			　ハイン殿はそのまま馬にまたがると、魔物の軍勢へと向かっていった。

			「さあ、私たちは、のんびり待つのが仕事ではないぞ。準備はできたか!!」

			「「「おうっ!!」」」

			　……どうか、ご無事で。

			　

			　ｓｉｄｅ　ミノちゃん　崩落現場方面牽けん制せい軍処理

			「ミノちゃん大将、敵数騎が突出。どうしますか？」

			「むぅー。ジョン、どう思うだ？」

			「いや、ミノちゃんが大将だろうに」

			「そら、分かってるだ。副将として、どう思うべって話だ」

			　さすがに、ユキのあんちゃんから大将に任じられたからと言っても、そこまで不安定じゃないだよ。

			　今まで、散々あんちゃんとやってきたんだ。この程度で判断ミスしたりはしないと思うけど、周りの意見も大事だってあんちゃんが言ってたし。

			「あー、そういうことか。なら、普通に話を聞くべきだと思うぞ。別に、不意打ちされてどうにかなるミノちゃんや俺じゃないし」

			「そうだべな。よし、特に手を出すな。相手の動きを待つ。話がしたいという要求であれば、こちらに通すように」

			「はっ」

			　部下にそう命令を出した後、ジョンに向きなおる。

			「まだなにかあんのか？」

			「……話し合いになる可能性もあるべ」

			「だな」

			「だから、きゅうり食うのやめるべ」

			「え？」

			「不思議がるんじゃねーべ。相手に勧めるのもだめだよ」

			「な、なにを言ってる。こ、このきゅうりはな……」

			「なに、動揺してるべ。そんなもの茶ちや請うけにもならんべよ」

			「ばっか!!　茶請けってのはお菓子じゃなくて、漬物もあるんだよ!!」

			「生のきゅうりだろ、それ!!　馬鹿言ってんじゃねえべ!!」

			「お？　お？　やんのか、ミノちゃん？」

			「それが、ジョンが大将に選ばれなかった理由だべ!!　きゅうりに関しては沸点が低すぎるべよ!!」

			「きゅうりだけじゃない。そのほかの野菜に対するラヴも持ち合わせている!!」

			「こんの、野菜馬鹿!!」

			「うっせ、この田舎言葉が!!」

			　そのまま一触即発の状態になる。

			　相変わらず、このベジタリアンは……。

			　どういう手でくる？

			　飛び掛かってくるか？

			　足払いか？

			　ジョンも色々思案しているのか、タイミングを見計らっている。

			「……あの、取り込み中すいません。話をしたいとのことで、連れてきましたが……あとの方がよかったですか？」

			　２人して声の聞こえてきた方向を見ると、案内してきた部下と、エナーリアのお客さんたちが微妙な顔でこちらを見ていた。

			「失礼しました。こちらの席にどうぞ」

			「ど、どうも、ご丁寧に」

			　代表らしき壮年の立派なおじさんを席に案内する。

			　かなり場数を踏んでいると見えるおじさんは、おらに対して身構えている様子だ。

			　やっぱり、ミノタウロスは怖がられてるんだべな。

			「そちらの騎士様たちもどうぞ」

			「い、いえっ、護ご衛えいなのでこのままで構いません」

			　うーん、この職務に対する姿勢は部下にも見習わせたいべ。

			　特に、きゅうりばっか食べてるオークとか。

			「……はっ、こんなときにだけ普通の言葉に戻しやがって」

			「……お前の持ってるきゅうり畑、潰すべ」

			「……やってみろ」

			　見かねた部下のリッチが口を開く。

			「はぁ、２人とも、いい加減にしないと上に報告しますよ」

			「「すいませんでした」」

			　あんちゃんに言われると大問題だ。

			　脊髄反射でおらたちは謝る。

			「なら、さっさと仕事をしてください。お客さんも待たせてるんですから。と、紅茶でよろしいですか？」

			「あ、はい。どうも」

			「色々種類があるので、こちらで選別させてもらいました。お口に合わないかもしれませんので、ご容よう赦しやください」

			「か、重ね重ね、丁寧な対応、感謝いたします」

			　ちょっと待て。

			　このおじさんと騎士さんたちがびびってるのって……。

			「なあ、リッチのせいでびびってるんじゃないか？　だって髑髏どくろだし」

			「お前もそう思うべ？」

			　ウィードでもスケルトン系はそんなにいないし、俺たちのせいでこわばってるわけではない？

			「ほぉ、これは美味おいしい。すいません、部下にも飲ませてやりたいのですが、もらえますか？」

			「ええ、大丈夫ですよ。そこの失礼な上司ども、このことはきっちり報告させてもらいます」

			「「げぇ!?」」

			「なははは!!　話が通じぬ魔物かとびくびくしておりましたが、なかなかどうして、そちらも色々と苦労されているようですな」

			　おらたちがそんな会話をしていると、おじさんが思いっきり笑いながら話し出した。

			「いえ、そちらとしては当然ですな。我々がおびえていたように、そちらもこちらを警戒していたようだ。わざわざすいませんな。そんな喜劇まで演じて、私たちの警戒を解いてくれた。感謝しますぞ。リッチ殿で構わないかな？　こちらも髑髏だからといって身構えてしまって申し訳ない」

			「いえ、基本的にこんな面構えなので、身内にも驚かれています。特に、夜ですとね」

			「ははっ、それは仕方がないですね。私なら腰を抜かしそうです」

			　そうやって笑ったあと、おじさんが鋭い目つきになったべ。

			　こっちが、軍人としての顔だべか。

			「さて、私も仕事をしますかな。単刀直入に言います。崩落現場から立ち退いていただきたい」

			「本当に単刀直入ですね。理由をお伺うかがいしても？」

			　いや、理由はどう考えても友軍の救出のためだべよな。

			「構いません。崩落現場に、私たちエナーリアの軍人10万人がいると報告を受けて、救出するために来ました。ですから、よろしければ協力して欲しいのです。あなた方が何者なのかは問いません。私たちは仲間の命を救いたいのです。お互い、大規模な兵を連れているので身構えてしまいましたが、私たちとしては、救出の邪魔さえされなければ争う理由はないのです」

			　ま、予想どおりだべ。でも、意外だべ。

			　真っ向勝負でくると踏んでたんだが、これだと、こちらから襲わない限り相手の物資を回収できないべ。

			　こちらから仕掛けるのは、普段から治安を守る存在としては悩ましいだ。

			「と、申し訳ない。こちらからの希望ばかりですね。そちらの事情や希望を聞かずに、こちらの望みだけ伝えるのは不公平だ。よければ教えてくれませんか？　あなた方は、なぜここにいるのですかな？」

			　えー、適度にぶっ潰して物資を巻き上げる盗とう賊ぞく行為が予定です……って言うわけにはいかないだべよな。

			　ま、作戦を変えるだけだべ。

			　というか、思ったより穏便に済みそうでよかったべよ。

			　だから、おらは……。

			「その、崩落現場にある遺跡で暮らしていたものなんです。いいかげん、迷い込んできた人たちが会話も通じず暴れるので、同じような人たちが来て警戒したわけです」

			「ああ、なるほど。彼女たちは、若いですからな。と、待ってください。彼女たちは無事なのですか!?」

			「ええ、さっさと外に追い出したいのですが、また来られても困りますし、中の食糧をあさっている。ただで帰すわけにもいかないんですよ」

			「……道理ですな。で、なにをすれば彼女たちを……」

			「そうですね。勝手に食べられてしまった食料分ぐらいは返して欲しいのですが」

			「……えーと、彼女たちの人数は10万人ほどですかね？」

			「はい」

			「それの１か月分とちょっとですか……。さ、さすがに私個人でどうこうできる量ではないので、相談させてもらいたいのですが……」

			「それはそうでしょうね。とりあえず、この崩落現場から救出するのは時間がかかるので、他の出口から連れて行ってください。案内しようにも襲い掛かられて、誘導もできない」

			「……それは、その、申し訳ない」

			「とりあえず、これ以上身内に被害が出るのは迷惑なんで、連れて行ってくれるだけでもお願いできますか？　案内はするんで。食糧の話は、後々解決してくれればいいので」

			「……感謝、します」

			　ハインさんと名乗ったおじさんは、凄すごい重圧を背負って帰っていった。

			　うーん、さすがに10万人分の食糧請求はきつかったべか？

			「……なあ、ミノちゃん」

			「なんだべ」

			「戦いで追い散らすより、酷ひどいことしてる気がするんだが」

			「だべな。事前に聞いたあんちゃんの予想があるけど聞くべ？」

			「怖いけど聞くわ」

			「怖いべよ。あんちゃんの話は……」

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「いいか、ミノちゃん。ミノちゃんたち崩落現場部隊は、最悪、エナーリアの援軍と戦うことになる」

			「それは分かってるべ。でも、おら、あんまりそういうこと向いていないだ」

			　ま、ミノちゃんは学校で子供の面倒をみてるような存在だし、基本戦いはいやだよな。

			　でも、交こう渉しようにあたっては、ミノタウロスであるってのが大事なんだよな。

			　あの大陸では、伝説上の魔物として名が通っているミノちゃんが相手となれば、敵は無視できない。

			「万が一、敵が交渉してきた場合、穏やかなお前が一番適任なんだ。だから、ミノちゃんが大将だ」

			「敵が交渉？　おらたちは、向こうではただの魔物だべ。おらたちと仲良くしてくれるのは、ウィードの皆だけだ」

			　ミノちゃんがそう寂しく首を振る。

			　まあ、ウィードの中でもミノちゃんを避ける奴もいるし、色々あったんだろうな。

			　だけど、俺の友人には、もっと大きくなってもらわないとな。

			　まあ、アレになれとは言わないけどな。

			「ミノちゃん、世界は広い。だから、もっと多くのモノを見てこい。中には、お前のことを友達だと言ってくれる人間も必ずいる」

			「そうだべかな？」

			「そら、そうさ。俺だって異世界出身だからな。ミノちゃんと仲良くやれてるだろ？　と、そこはいいとして、交渉してきたときの対応な」

			「分かっただ。教えてくれ、あんちゃん」

			「今までの経費を要求しろ。そうすれば、向こうからしたら交こう渉しようを持ちかけたんだから無下にもできんし、受け入れれば敵は兵糧がなくなって戦うに戦えなくなる。奪う必要もなくなって万々歳だ」

			「経費って、なんの経費だべ？」

			「敵さんは、ダンジョンにいる連中を助けにきたんだ。そいつらがダンジョンの食糧を食い漁ったとでも言えばいい。さらに、中にいる兵の引き渡しをすると言えば、嫌とは言えんだろう。ほら、経費だろ？」

			「……相変わらず、酷ひどい作戦だべ」

			「くくっ、戦わなくて済む方法と言ってくれ。というか、嫁さんたちもそれなりに考えて暴れるみたいだからな、俺も何もしないわけにいかない。ちょうどいい機会なんだ。俺たちが手軽にエナーリアのことを調べる足ががりとしてはな。あ、途中で襲ってくるようなら、処理していいからな」

			　さて、相手さんはどういう手段をとってくるかね。

			　突撃して負けるのか、交渉して撤退することになるか。

			　どのみち、担保として捕ほ虜りよをもらう予定だし、結果は変わらんけどな。

			　ジルバ帝国に物資を奪われた状態で捕まるか、俺たちミノちゃんズに経費の担保として物資を引き渡した上で捕まるか、それだけだ。

			　扱いの差は出るだろうけどな。

			　俺としては、完全に俺たち主導で処理したいから、ミノちゃんと話してくれる方がいいんだけどな。

		

	
		
			　

			第２２２掘　裁判

			　

			　ｓｉｄｅ　セラリア

			　ミノちゃんたちが上手く交こう渉しように持っていって、無事にエナーリア軍を撤退させた。

			　ちゃんと捕ほ虜りよも得たし、ミノちゃんたちが交渉した結果、魔物たちは私たちとは関係のない第３勢力として認められた。

			　それに伴い、ジルバとエナーリアはともに、これ以上戦争継続が不可能になった。

			　どちらかが、私たち……じゃなくて、ミノちゃんたちを無視して戦いを始めれば、ミノちゃんたちに迷惑がかかることになるので（実際にはかからないが）、それを口実にミノちゃんたちが鎮圧に向かうことになる。

			　だから、もうお互いに継戦することが不可能になったのだ。

			　両国としては、もう休戦協定か同盟を結んだ方が割りがいいという状況になった。

			　これに伴って、傭よう兵へい団の私たちは身軽に動けるようになる。

			　うん、完かん璧ぺきだったのよ、そこまでは。

			　だけど、どこかの特殊部隊の裸族が変態なことを引き起こして、今、とても問題になっているところだ。

			「で、言い訳を聞きましょうか？」

			　私は、ウィードにある軍部の査問室で、今回の問題を引き起こしたゴブリンを問いただしているところだ。

			　件くだんの変態はスティーブという名で、ゴブリン部隊のトップだったりする。

			「無罪っす!!　戦闘中の事故っす!!　弁護士を!!」

			「弁護士って、地球じゃないんだから、そんな職業ないわよ。変なところで夫の文化に染まってるわね」

			「だって、このままじゃ、おいら、変態って烙らく印いんが……」

			「馬鹿、嫌疑は強姦未遂だから。物理的に刑務所送りよ。というか、誘拐罪も適用」

			　そう、スティーブが引き起こした問題は強姦未遂と誘拐。

			「仕方なかったんす。あいつらが、悪いんす!!」

			「だから、詳細を言いなさい。吟味するから」

			　私がこうしてスティーブを直接問いただしているのは、私にしかこのスティーブを裁けないからだ。

			　いや、夫も立場上裁けるが、夫は現在、ジルバとエナーリアの調停に忙しい。

			　一応、私は、ウィードの女王であるのと同時に軍部のトップだ。

			　部下の失態は、私の責任ということだった。

			　ちなみに、ウィードの政治関連は完全にエリスやラッツたち代表に任せているので、私が予想していたよりは忙しくはない。

			　ま、小さいとはいえ国を持ったことで、毎日のように会食や会議をしなければいけない。だが、不必要なことは完全に断っているので、私たちは娘と一緒に毎日楽しく過ごしているし、ゲームもしている。

			　と、話はずれたが、今回の件はそれなりに問題なのである。

			　スティーブという夫の昔からの相棒が、傍はた目めから見れば強姦未遂と誘拐に見えるような事態を引き起こしてしまったのだ。

			　どうせ、誤解やくだらないことが原因なのだろうが、かといって何もしないで無罪放免というわけにはいかない。

			「ったく、おかげでサクラとの晩ご飯が、今日はなしになったのよ」

			「……本当に申し訳ないっす」

			　今日のサクラのご飯は、ルルアのおっぱいになった。

			　まあ、半数が妊娠しているので、お乳には困らないのがいいところよね。

			　ユキは、粉ミルクもあるとか言ってきたけど、自分の子供に代用品なんて与えられるわけないじゃない。

			　粉ミルク自体を否定する気はないけどね。おっぱいが出て時間があるなら、自分のおっぱいをあげたいわ。

			　キルエたち他のメンバーも、そろそろ出産だから心配だけど……ま、私たちの出産を見て心構えや準備もしっかりできているし、私たちの時よりスムーズにいくだろう。

			　っと、いけないわ。

			　さっさとスティーブの聴取を終えないと、サクラと一緒に寝ることもできないわ。

			「そう思うなら、とりあえず事情を説明しなさい」

			「……分かったっす」

			　

			　ｓｉｄｅ　性犯罪者スティーブ

			　……なんか、失礼な紹介が出ているような気がするっすけど、今は身の潔けつ白ぱくを証明するしかないっす。

			　当時、おいらは10名の精鋭を連れて、敵援軍本隊の物資を減らすミッションを実行していたっす。

			　……腰ミノとショートソード装備で。

			　理由も納得できるっす。

			　おいらたちは、あの大陸ではただのゴブリン。

			　ジルバ帝国では多少名が売れたっすけど、他ではただの裸族。

			　だから、所属もクソもないただの魔物として敵を攻撃できるということで、野生味あふれる裸族の姿で、敵の物資を浪費、奪取するべく命令をうけたっす。

			「さてー、敵の姿を確認と」

			「……マジでこの恰好で襲うんですか？」

			「……寒くないはずなのに、心が寒いぜ」

			「……服が、着たいです」

			「……俺は変態なんかじゃない……」

			　なんか、部下の士気が酷ひどく低いっす。

			　おいらたちは、特殊工作部隊でもないっすからね。

			　気持ちは分からんでもないっすけど、これもお仕事っす。

			「……さっさと仕事して、服を着るっすよ」

			「「「……へーい」」」

			　目的はすでに、服を着るために、早く仕事を終わらせることに変わってたっす。

			　仕方がないっす。

			　おいらたちは文明ゴブリンだから。

			「物資のおおよその位置も把は握あくしたし、さっさと終わらせるっすよ」

			「「「ういー」」」

			　そして、おいらたちは茂みから飛び出して、襲いかかろうとしたっす。

			　そこまではよかったっすが……奴らのひと言がいけなかったっす。

			「おっ、ゴブリンだぜ。この辺にも出るんだな」

			「みたいだな。でも、見ろよ。あの服すら着ない低能」

			「臭そうだよな。ああいう風体にはなりたくないもんだぜ」

			　そう言ったんす!!

			　誰が好き好んで裸族なんかしてるか!!

			　だから、キレたっす。

			「お前ら!!　誰のせいでこんな苦労しているか、体に教えてやるっす!!」

			「え？」

			「どうやって？」

			「殺すのはだめじゃなかったっけ？」

			　不思議がる部下たち。

			　だから、おいらはこう言ったっす。

			「気絶させて裸にひん剥むいてやるっす!!　おいらたちの気持ちを思い知らせるっす!!」

			「「「うおお――――!!」」」

			　そう。物資を奪っていいのだから、敵の身に着けている物もひん剥いてやろうと思ったっす。

			　おいらたちがこんな姿で人前に出る原因を作った敵に馬鹿にされるのは、心外だったっす。

			「お、なんだ、このゴブリンども。俺たち相手にやる気か？」

			「ちょうどいいじゃねえか。戦の前に軽く運動しないとな」

			「なら、１匹でも多く仕留めた奴が酒を独り占めな」

			「「「その話、乗った」」」

			　なんて、会話してるから……。

			「ひん剥むいてやりゃ――!!」

			　おいらたちは、勇猛果敢に敵に挑んでいったっす。

			「なんだ、このゴブリン!?」

			「つ、強い!?」

			「ぎゃぁぁぁぁぁ!!」

			　そして、おいらたちは大軍に攻めかかったっす。

			「なんだ、こいつら、お、男を裸にしてるぞ!?」

			「あ、あ、こいつら、男を襲うんだ!!」

			「ま、マジかよ!!　へ、変態だ!!」

			　おいらたちは死にもの狂いで物資を奪い、敵兵を裸にしていったっす。

			　そして、事件が起こったっす。

			「隊長、あの物資、奪ってきます」

			「分かったっす。こっちは任せて、仕事をしてくるっす!!　おめーら、敵を通すんじゃねーっすよ!!」

			「「「了解!!」」」

			　１人を物資回収に向かわせて、おいらたちがひたすら敵を裸にひん剥むくという行為を繰り返していたら……。

			「この、ゴブリンが!!」

			　１人の兵士が斬りかかって来たので、簡単に捌さばいて気絶させて同じようにひん剥いたっす。

			　そしたら、裸にしてみたら男の象徴がついてなくて、胸が大きかったっす。

			「へ？」

			　なぜか、男装して胸にさらしを巻いて参戦していた女性がいたみたいで……。

			　その時には、思いっきり胸を揉んでたっす。

			「貴様らか!!　ゴブリンに進軍を止められるわけにはいかん!!」

			「ウーリー将軍!?　やった！　貴様ら、これで終わりだ!!」

			「「「わぁぁぁぁあぁああ!!」」」

			　敵が歓声を上げたんで、焦あせったっす。

			　強そうなおっさんがこっちに向かってくる。

			　ゴブリンが、女を押し倒したって状況を見られるっす。

			　これじゃ、本当に変態っす!!

			　だから……。

			「覚ゴっ!?」

			　見られる前に、そのおっさんを倒してひん剥むいたっす。

			　そしたら、思いのほか敵が動揺して……。

			「隊長、こっちは終わりました!!」

			「……よし、ここらで退くっす!!」

			「「「了解!!」」」

			　それで大人しく、退ければよかったっすけど……。

			「おい、こいつ女だぜ」

			「マジだ。ゴブリンに襲われたってことで、俺たちが手だしして……ごっ!?」

			　そんな本物の下げ種すがいたんで、仕方なくその女性を担いで逃げてきたっす。

			　

			　ｓｉｄｅ　セラリア

			「なるほどね。動機はともかく、そのまま捨ててきても、私ならスティーブをぶっ飛ばしてるわね」

			「ひどっ!?」

			「とりあえず、なんでエナーリアの援軍が、あっさりミノちゃんたちの要求に応じたのか、分かったわ」

			「ん？　どういうことっすか？　ミノちゃんが必死に説得して、捕ほ虜りよとか経費を勝ち取ったんじゃ？」

			「それがね、交こう渉しよう役のハインって騎士が、ミノちゃんたちをウーリー将軍っていう援軍の大将に会わせたのよ」

			「……ウーリー将軍って、おいらがひん剥むいた？」

			「ええ、そうよ。それで、完全にミノちゃんたちと戦うことをやめたらしいわ。ま、そうよね。一瞬で叩き潰されたあげく、命を奪われることなく裸にひん剥かれて、物資をあっさり奪われた相手に交渉で文句を言えるわけないわ」

			「あー、おいらたち、ミノちゃんの配下って思われてるっすか？」

			「多分ね。交渉がすんなり行きすぎて、おかしいって言ってたところよ」

			　でも、これで相手が大人しかった理由が分かったわ。

			　スティーブの強姦未遂が、いい具合にことを運ぶ原因になったわけか。

			「全体の結果としてはいいけど……スティーブが連れて来た子は、どうしましょうか？」

			「このまま帰すってわけにはいかないっすよね？」

			「馬鹿いってるんじゃないわよ。帰すって、どうやって帰すのよ？　ただの一般兵のあの娘に馬と食料を与えて放り出せって言ってるの？　そんなことをすれば、撤退している本隊からは、あの子が敵に寝返ったと思われるわよ。というか、強姦しそうになった奴がいる部隊によく送り帰そうと思うわね」

			「……すいません」

			「下手すれば、本隊に辿り着く前に盗とう賊ぞくとか魔物に襲われてさよならよ。いったん、私たちの所で捕ほ虜りよ……」

			　ん？

			　ちょうどいいのがいなかったかしら？

			「どうしたっすか？」

			「そういえば、ミノちゃんが経費の担保で捕虜を引き取ってるのよ。その子と一緒なら、いいんじゃないかしら」

			「あー、そういえば捕虜を引き取ったって言ってたっすね。どんな人っすか？」

			「確か、魔剣使いらしいわよ。だから、女性ね。女同士だしちょうどいいでしょう。たしか、名前は……エージル・トムソンだったかしら？」

			　ミノちゃん曰いわく、なにか物凄すごく変な子って言ってたけど、まあ大丈夫でしょう。

			　仮にも将軍という肩書なんだから、兵士への対応ぐらいこなせるわよ。

			「で、おいらの件は？」

			　あ、忘れてたわ。

			　スティーブの処遇を決めないといけなかったわ。

			「有罪」

			「なんでっすか!?　不可抗力っすよ!?」

			「そうね、不可抗力なこともあったのは認めましょう。だから、魔剣使いとその女性兵士の相手はスティーブが務めなさい」

			「うげっ」

			「仮にもひん剥むいて助けたんだから、最後まで面倒みなさいよ」

			「……分かったっす」

			　がっくりとするスティーブ。

			　今回の件は身内だけしか知らないし、事情も事情だし、これぐらいでいいでしょ。

			「さて、サクラ、お母さん、今行くからねー!!」

			　仕事が終わった私は、扉を開けて駆け出した。

		

	
		
			　

			落とし穴36掘　そこに山があるから　概要

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　地球には、こんな話がある。

			　ある登山家への質問についての話だ。

			「なぜ、あなたはエベレストに登りたいのか？」

			　これに対して、その登山家はこう答えた。

			「そこにエベレストがあるから」

			　日本では「そこに山があるから」と、誤訳されて伝わっているが意味は同じだ。

			　その人にとって、それ以上の理由などいらないということ。

			　ただただ、情熱的な感情の赴おもむくままに追求することを言い表した言葉だ。

			　そう、人には誰だって、そんなふうにただ感情のままに動くことがある。

			　気持ちっていうのは、そういうものだろう？

			「で、毎度毎度のご高説っすけど。なんで、女湯を覗く準備をしてるんすか？」

			　馬鹿なスティーブが、分かり切った疑問を口にする。

			「お前は、馬鹿だな……。そこに女湯があるからだ!!」

			　

			　題名修正

			　そこに女湯があるから　概要

			　

			「いや、なんで今さらっすか？　しかも、嫁さんたちしかいない旅館の女湯じゃなくて、ウィードの娯楽区のところの女湯を覗くなんて、下手すれば外交問題になりかねないっすよ？　大将は、一応、ウィード軍の参さん謀ぼうで、セラリア姐さんの夫なんですから」

			「なんだスティーブ、こんな時だけ真面目になるなよ。お前をそんなふうに育てた覚えはないんだが」

			「いやいや、基本的に勤勉っすよ、おいら。このダンジョンができた時から、一緒に頑張ってきたっすよ!?」

			　違うんだよ、スティーブ……って言っても無駄か。

			　思えば遠いところへ来たもんだ。

			　こんな定番のノリが通じないなんて。

			　いや、俺が偉くなりすぎたのが問題か。これだから偉くなるのは嫌なんだ。

			「冗談はおいといて、これを見ろ」

			　仕方がないので、手にしていた報告書をスティーブに渡す。

			「ん、これって風呂場の防犯設備の成果報告っすか？」

			「そうだ」

			　そう、スティーブに渡したものは、ウィードに点在する女湯の防衛設備に関する成果報告書である。

			　こういった治安関連はトーリやリエルの管轄なので今まで確認してこなかったが、ある訴えがあって目を通すことにしたのだ。

			「いやー、凄すごいっすね。今まで女湯を覗かれたことはなく、全部未遂で終わってるとか。よかったじゃないっすか。おかげでどちらにも、被害はなし。覗き犯にとっては、覗き犯の烙らく印いんを押される前に厳重注意で終わってるんすから」

			　スティーブが読み上げた通り、今まで女湯の覗きに成功した者はいないのだ。

			「で、それがなんで、軍人のおいらたちが女湯の覗きに参加することになるっすか？」

			「一種の町おこしっていうか、イベントっていうかな……」

			　俺は１枚のチラシを渡した。

			「女湯覗き大会を実施!!　勇気あるものは参加せよ!!　なお、イベント企画なので、犯罪者認定はされません。ご安心ください。女湯にいる女性は裸の方もいますが、ほとんどは水着を着用されていると思います。女湯に入ってくれる女性の方も募集中。参加者には水着を貸し出します。また、イベント参加報ほう酬しゆうもあり、覗きに来る人の状況を特別な視点で観戦できます――って、なんすかコレ!?」

			「いや、読んだ通りだ。鉄壁と言われる防衛設備の安全性の宣伝のために、みんなの合意の上でお祭り企画にするんだよ」

			「で、その心は？」

			「一番は各国への技術提供をするための宣伝だな。それで外貨を稼ぐ。防犯設備は、ぜひウィード製をってな」

			「いや、どこのセコ◯ですか。よその国が、そんなの受け入れるわけないでしょうに」

			「だから、技術提供って言ったろ。ばら売りするんだよ。トラップとか迎げい撃げき魔術をな。独自で構築できるように」

			「うわー、それなら忌避感は薄くなるっすね。それと、国じゃなくて個人買いも狙ってるっすね？」

			「そりゃ当然だ。ばら売りのメリットは、買い手側からすればそれなり安くなるってことだ。使い方によっては、村から村へ売り歩く商人の手助けにもなるだろうよ」

			「あー、そっちが本命っすね。村から村へ売り歩く商人だけに、無償で提供するわけにはいかないっすからね。こうすれば堂々と防衛アイテムを売り歩かせることができて、安全を図れるわけっすか」

			「前々から、各国では問題になってるんだよ。ダンジョンっていう交通機関ができて流通は確かに良くなったが、逆にダンジョンに関わる方が儲かるから、地方へ行商に出る人間が少なくなってるんだ」

			「そりゃ、安全とか考えりゃ当然っすね。このままじゃ地方が干上がったり、人がいなくなるっすね」

			「そういうことだ。自給自足の村みたいに独自で生活が循じゆん環かんしてるところはいいが、よそと交易のある町なんかは確実に衰退する。いや、その町へ出てくる村人もいるから、結局は、村も危なくなるな。ということで、その地方全体の産業が衰退するんだよ」

			　日本でもよくあることだ。

			　都会に人が集まって、田舎が過疎化して回らなくなる。

			　ま、日本は車とか飛行機とかインフラ整備が凄すさまじいので、完全に孤立するようなことはほぼないのだが、この異世界は、流通関連はほぼ民間の裁量任せだ。

			　ある程度国が道を整備――と言っても草や岩を退かすぐらい――するのだが、盗とう賊ぞくや魔物対策は完全に個人の責任になっている。

			　だから、安全に取り引きできるダンジョンとの交易が急増する一方、ダンジョンから離れている町や村の衰退は凄すさまじいことになると懸念されている。

			　いや、ウィードやリテア、ガルツでは、早期からダンジョンの流通機能を使っていたこともあり、すでに地方の衰退現象が起こっている。

			　当初は俺たちウィードが情報収集も兼ねて、その枯こ渇かつした場所への販売業を請け負うつもりでいたのだが、予想よりウィードの名が売れて、各国とのダンジョン流通が始まった結果、手におえなくなった。

			　その解決案のひとつが、今回の女湯覗き企画に繋がるというわけだ。

			「国としても、ありがたい企画ってわけっすか」

			「そういうことだ。ま、人材発掘とかの目的も考えてるけどな」

			「あー、ウィードのトラップ相手にしっかり踏ん張れる人とかっすか？」

			「そうそう。そういう人物は欲しいだろう？」

			「そりゃね。大将のトラップを抜けられる人はもちろん、引っかかっても立ち上がる根性がある人材なら欲しいっすよ。って、ちょっと待った。大将がこの女湯のトラップを作るっすか？　それだと、全人類が挑んでも抜けられないっすよ？」

			「馬鹿か、ちゃんとチラシ見ろ」

			　そう言われたスティーブが、チラシを裏返して詳しよう細さいを読み始める。

			「えーと、なお、当日の防犯設備の構築は女湯に入る女性たちが独自に行うので、本来の防犯設備とは異なります。というわけで、女湯に入っていただける女性たちには前日に集まってもらって、防犯設備の設置案を考えていただくことになります――はぁー、これって参加女性だけが、商売道具になる防犯アイテムを最初に見られるってわけっすね？」

			「お前、賢すぎてつまらん。ったく誰だよ、こんなゴブリン育てたの？」

			「大将っすよ!!　って、ギャグはいいっすから、これだと結構、女性が集まるっすね」

			「ああ、いくら報ほう酬しゆうがあるとはいえ、それだけだと、こんな覗き企画に参加しようって女性は限られるだろうからな。おばちゃんばっか集まっても困るだろうし」

			「そりゃ、覗きに成功した男が暴動起こしそうっすよ」

			「だからだ。こうすれば、各国も暗黙の了解で人を集めないといけなくなるってわけだ。ウィードからは妊娠してない、俺の嫁さんたちが参加する予定だしな。他の国も釣り合うような姫様を連れてくるんじゃないか？」

			「そりゃ、覗く男たちも狂喜乱舞っすね。各国の姫様の裸体、水着を合法的に見られるんすから」

			「で、結局、各国から美女が集まりすぎた結果、ウィード方面、ロシュール方面、リテア方面、ガルツ方面と、４回に分けて行われることになった」

			「げっ、どれだけ大規模っすか!?」

			「さらに、俺たち軍人の男が参加することで、国を挙げてこのイベントを支持してるってことを宣伝するつもりだったが……」

			「なんすか？」

			「俺たちが参加することが、よその国から軍事力の誇示目的だと見なされたわけだ。だから、ウィード以外の３大国からも軍が参加することになった」

			「……どこまでぶっ飛んだ覗きイベントなんすか？」

			「知らん。で、このままじゃ一般参加の男が万を超えそうなので、抽選ということになった」

			「そりゃ、当然っすね」

			「その結果、参加枠を少しでも増やすために、俺たち軍の部隊は少人数に削ることになった」

			「はぁ、それでたった５人なわけっすね」

			　そう、この会議に参加しているのは俺、スティーブ、セラリアのところの親衛隊の男２人、ウィード警察から１人という編成だ。

			「というわけだ。無理に参加はしなくていい。なにをどう言いつくろっても、女湯を覗くことに変わりはないからな」

			　そう言って、今まで黙って話を聞いていた３人の意思を確認する。

			「ユキ参さん謀ぼう、感謝します!!」

			「俺も抽選で諦あきらめてたんですよ!!」

			「トーリ所長の裸、絶対見てやります!!」

			「「……お、おう」」

			　世の中、熱くなれるものがあるのはいいと思うよ？

			　あと、警察のやつ、人の嫁さんに手を出すなよ。潰すぞ。

			「とりあえず、同意が得られてよかった。だが、一般参加者と違って、俺たち国の代表は、４回とも参加しないといけない。それを肝に銘じておけよ？」

			「「「なに言ってるんですか!!　俄然、やる気が出ますよ!!」」」

			　煩悩に染まっている男たちには、俺の言葉が届かなかったらしい。

			「マジっすか……。せめて、ウィードの覗きの回は参加したくなかったっす……」

			　スティーブだけ、そう呟つぶやきながら青ざめている。

			　やっぱり、こいつは分かっていたか。

			　誰が好き好んで、しかも、各国を代表する姫や美女がそうやすやすと肌を見せるものか。

			　どう考えても、各国の姫を守るため、トラップの評価をするため、そして絶対覗かせないために、見た目だけは美人な女軍人が山ほど入ってくるだろう。

			　死人が出ないようにトラップの調整はしているが、各国軍の人間を退けるという裏の評価もあるわけだ。

			　また、一方でこれは、各国の女性たちの知恵比べという側面もある。

			　それを４回。

			　参加する側は身が持たないと思うぞ？

		

	
		
			　

			落とし穴37掘　そこに女湯があるから　集まる人たち

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「やあ、ユキさん」

			「おや、これはティークさん」

			　なんとまあ、こんな女湯覗き大会にガルツの跡継ぎ王子が参加するとは思わなかった。

			「ふふっ、ティークさんはやめてくれ。シェーラの夫なんだ。私は、君の義理の兄でもあるんだ。気軽に話してくれ」

			「それなら、そっちもユキって呼び捨てにしてくれよ。兄さん」

			「そうだな。ユキ」

			　うん。

			　にこやかに笑うイケメン。絵になるわ。

			　でも、目の下にクマがある。色々忙しいんだろうな。

			「で、兄さんは、何でまたこんな馬鹿な大会に？」

			「馬鹿な大会ではないだろう。やり方は少々あれだが、これでは各国が手を出さないわけにはいかない。無論、私も参加者だ」

			「は？　見学じゃなくて参加？」

			　そりゃ、別方向でおかしくないか？

			「一応、私も、全軍の指揮を預かるものだ。危険がないと保障されているこの場は、またとない機会なんだよ」

			　あー、なるほど。

			　危険がないから、ここで普段は戦闘に参加しにくい大人物を表に出して、結果をつくるつもりか。

			「理解はした。でも、なにごとも完かん璧ぺきじゃない。そこら辺は、どう考えているんだ？　暗殺される危険だってないわけじゃない」

			「危険があるとすれば、自分で転ぶか大会のトラップに引っかかって怪我するぐらいだと考えているよ。このウィードで暗殺を成功させるなんてのは、ウィードの上層部、ユキたちぐらいしかできないんじゃないかな？」

			「あー、そりゃ、誰が一番可能性があるかって言われると俺たちだな。でも、一応、注意はしとけよ」

			「分かっている。これでも剣の腕はそこそこあるんだ。運動できない、戦えない指揮官と言われるのは悲しいからね」

			「言わんとすることは分かるが、指揮官が剣を持って戦っている時点で戦況は最悪だろうに」

			「ま、そうだろうな。私が、総大将として剣を持って最前線に赴おもむくことはない。ユキが言ったとおり、その時は軍が壊走している状態だろう。だからこそ、こんな機会に実力を見せておきたいんだよ」

			「戦場よりは安全ってことか」

			「そういうことだ。ここでは武器の携帯はおろか、薬物すら持ち込めないからね」

			　ダンジョンの機能を駆使することで、ウィードに入る際に持ち物はスキャンで確認している。武器はもちろん、劇薬や毒物の排除も徹底しているのだ。

			　俺が殺されるとしたら、現状、毒殺ぐらいしかあり得ないからな。

			　無論、嫁さんたちを守るためでもある。今、嫁さんのほとんどがウィードの重役だし。

			　ちなみにティークの横にいる護ご衛えいについても、剣にはパラライズシールが貼ってあるので、抜けばその場で動けなくなる。

			　この措置は、どこかの馬鹿王女が帯剣を許可してあげたのに、抜剣して俺たちに斬りかかったおかげである。

			　あの事件以降、どこの国のお偉いさんであろうが、帯剣する際には普通の冒険者たちと同じようにパラライズシールを貼ることが義務付けられ、武器を抜くことができなくなったわけだ。

			　さらにその後、ガルツ、ロシュール、リテアが帯剣を率先してやめてしまったため、誰も文句を言うことすらできなくなってしまった。

			　こっそり武装してきた他国の兵士なんかは、ウィードの交易ゲートで止められて、武器を取り上げられる。無論、隠し持っている薬物もだ。

			　ということで、ウィード内の安全については前から信頼されているのだ。

			「実を言えば、父である王が出場すると言っていてね。それを阻そ止しするためでもあるんだ」

			「あー、その、元気なんだな」

			「元気がよすぎるのも困りものだがな」

			　そっちもそっちで苦労しているんだな。

			「……で、ここにいるということは、クラック殿も参加されるのか？」

			「はぁ……と、失礼いたしました!!　ティーク王子の仰る通り、私もリテア代表ということで参加することになりました。正直、なんでこんなことにと思っているのですが……」

			　クラックはそう言って、ため息をつきながら肩を落としている。

			　クラックについては、いまだにリテアで近衛隊の隊長をしていて、ウィードに派遣するという話は延び延びになっていた。

			　それだけリテアの人材が減ったのと、クラック自身が優秀だったというわけだ。

			　相方のデストも日々書類整理に追われているようだが、ウィードに来たときは、学校に寄ってリテアから移住して来た孤児たちと遊んで癒いやされているようだ。

			「ユキ殿、なんとか言ってくれませんか？　あと、私をこちらに派遣することを許可しろと……」

			「覗き大会に関しては、俺やティークも参加してるからな。１人で逃げるなんてさせねーよ」

			「だな」

			「あと、リテアの人事に関しては、お前がやっちまった後始末もあるんだ。それぐらい、きっちりこなしてこい。別に国の約定がなくても、クラックは俺の仲間だ。そっちにいるのも無意味じゃない」

			「……それは分かりますが」

			　クラックは現在、名目上リテアの高官だが、心は完全にウィード派である。

			　ただ、現在は、リテアのトップ、アルシュテールに迷惑をかけた分、彼女の下でしっかり働いているところだ。

			「クラック殿、その思いは理解できる。が、これも国のためだ。それならば、女湯など覗かずに、ゴールまで辿り着くことだけを目指してはどうか？」

			「アレス殿。そんな話をするということは……」

			「うむ。私がロシュール代表だ。こちらもティーク王子の話じゃないが、王が頭の痛いことを言ってな……」

			「そちらもですか。お互い元気なのは良いことですが、自重して欲しいものですね」

			「まったくだ」

			　横から、ロシュール代表、レベル１００超えのアレス・レスターが出てきて雑談に加わる。

			　こちらも、暇ひまがあったらしょっちゅうウィードに足を延ばすロシュール王の護ご衛えいとして、右に左にと忙しい。

			　セラリアの姉のアーリアは、おかげで執務室から出られないらしい。

			「問題は、我々が各国の女性のトラップを抜けられぬようなことがあってはならんことだ」

			「確かに。いくらウィードの技術が優れていようと、今回の企画は、絶対に攻略できないようにできているわけではないのでしょう？」

			　アレスが意気込む一方、ティークが今回の企画の問題点を口にした。

			　そう、こんな企画を立てたからには、どうにか攻略できるルートがあるようにしなければ意味がない。

			　もし、最初から通さないことを前提にトラップが設置されるようなことがあれば、男どもは激怒するだろう。

			　各国代表も面目丸つぶれでウィードに抗議してくるだろうから、さすがにそんなことにはならないよう対策をうってある。

			「後で参加者全員に説明があるが、もちろんトラップには使用制限がある。徒歩でしか移動してはいけないってルールがある以上、転移系をズラッと女湯の前に並べれば、それだけで鉄壁だからな。そういう攻略不可能なトラップはない」

			「「「……」」」

			　３人が固まる。

			　あれ、なにか変なことを言ったか？

			「……うむ、さすが私たちロシュール近衛軍１５００を封殺しただけはある」

			「……文字通り、誰も抜けないですな」

			「……改めて、シェーラの夫がトンデモないと理解したよ。突破不可能にしても、深い穴とか、攻略に時間がかかってタイムオーバーを狙うものばかりかと思っていたよ」

			　３人がチラシに書かれていたルールを指さす。

			『制限時間30分以内に辿り着け!!　そこが桃源郷だ!!』

			　あー、制限時間ね。

			　そう、突破可能なルートがあるということは、時間をかければいつかは突破できるということだ。

			　だから、制限時間を設けた。

			　突破不可能なら、このダンジョンみたいに常時開放してるわ。

			「……話は変わるが、今回のトラップを設置する側の女性としては、誰が参加しているのだ？ 　ロシュールは、アーリア様を筆頭に近衛隊の女性が入っているが」

			「こちらは、アルシュテール様とお墨付きの修道女、それと騎士団からですね」

			「こちらはローエル、シャールと妹たち、その近衛だな」

			　……うん、どこも国のトップが参加してるな。

			　どんな事態になってるんだ。

			「こっちは、嫁さんたちだな。残念ながらほとんど一般人だから、家柄でみると釣り合わないけどな」

			「何を言っている。セラリア様などは不参加だとしても、ユキ殿の妻たちは聡明で美女揃いと聞いているぞ？」

			「ユキ殿、今やあの娘たちは、各国からウィードの至宝と呼ばれておりますよ」

			「クラック殿の言う通りだな。シェーラもその至宝と呼ばれている一員なのは身内として嬉しい。が、ユキ殿の妻たちは、各国からそれほど卓たく越えつしていると認識されているのだ」

			「どういうこと？」

			　まったく理解できん。

			　セラリア、ルルア、シェーラはともかく、他は元奴ど隷れいとか平民ですよ？

			「元奴隷や平民が、この時代の最先端をいくウィードの重鎮として、飾りではなく、しっかり実績を残している。容姿も美しく仕事もでき、腕も立つ。これを見て、各国はウィードの至宝と呼んでいる」

			「で、そのことを説明してくれたティーク兄の意見は？」

			「私としても文句なしだと思う。が、その代わりに、夫であるユキの評価が少し悪い」

			「どういう感じに？」

			「曰いわく、ユキはウィードの至宝の台座だと。それだけ聞けば侮ぶ蔑べつに当てはまらないが、この場合は、ユキは役立たずで飾りだと言われているわけだな。簡単に言えば、いくらなんでも表だって10人以上の妻と式を挙げるような例はない。だから、あれは結婚式というのは形だけで、セラリア女王が彼女たちを取り立てるための儀式であったと」

			　なるほど、俺は嫁さんを囲っているハーレム野郎ではなく、嫁さんたちが動き回れるための飾りってわけだ。

			　……なんだ、どっちの評価も嬉しくない。

			「……ちなみに、妻となった小さい子供たちについては、ユキの趣味だと言われているな」

			「なに、その悪意のある噂!?」

			　各国でロリコンの汚名を着せられているのか!?

			「別に、悪意があるわけではないぞ？　あの程度の年齢の婚約者は珍しくない」

			「ですな。さすがに、私の年齢だとちょっと気が引けますが」

			「いい目利きだと言われているぞ。あの３人も学があって聡明で、腕も立つ。そういう意味では、ユキがお飾りではなく実力者だとも言われている。彼女たちを推挙したのは、ユキだということでな」

			　どっちにしても、俺にとってはよろしくねーよ!!

			　これだと後世には、ひも男か、ハーレム野郎か、ロリコン野郎として名が残ってしまう。

			　せめて、ひと言、真面目な参さん謀ぼうとして働いていたって歴史書にちまっと載るくらいでいいんだが……。

			　神よ、俺はハーレム野郎ですか!?

			『は？　今さら？　ハーレム野郎以外の何者でもないわよ』

			　そうだ、神様ってこいつだった。

			　世の中理不尽だ。

			　……俺の不名誉な呼び名については後日どうにかするとして、まずは、この女湯覗きを穏便に終わらせよう。

			　これが、俺の不名誉な呼び名を紳士的なものに変える第一歩となるように。

		

	
		
			　

			落とし穴38掘　そこに女湯があるから　祭り始まる

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			『さあ、女湯を覗きたい男ども、準備はいいか!!』

			　ラッツが妊娠しているお腹を気にもせず、大声を上げる。

			「「「おおっ――!!」」」

			　それに答える欲望に忠実な漢たち。

			『さあ、ルールを説明しますよ。これを守らなければ、ドラゴンの餌えさにしますからね。そこのところ、肝に銘じてください。女湯を合法的に覗ける状況なのに、それでもルールを破るのならそれぐらい当然ですからね』

			　ラッツがそう言うと、俺たちがいる場所まで……。

			　ギャース!!

			　と、大きな咆ほう哮こうが聞こえてきた。

			『とまあ、私が運営するダンジョンの裏ボス、ダークドラゴン君を呼んでありますので。これを突破できると思うなら、どうぞ』

			『ついでに、私こと、エリスのダンジョンからはリッチを防衛に回しておりますので、それも倒してくださいね』

			　エリスがそう言うと、女湯の方向から複数の火柱が一気に立った。

			　リッチのファイアートルネードだ。

			　エリスお気に入りのネームドリッチを連れてきてないだろうな？

			　複数のリッチによるファイアートルネードだと信じたい。

			『こんな感じで、お兄さん以外は物理的に突破できないので、覗きルートを通ることをお勧めします』

			『さらに、各国の選り抜き女性騎士が防衛についていますので、物理的、社会的に死にたい方はどうぞ』

			　いや、エリス、物理的に死ぬだけで普通終わりだって……ああ、そういうことか。死後の名声も「女湯を覗いて死亡」って墓に刻まれるのね。エリス、酷ひどい子。

			　あと、ラッツ、こんな公の場所で「俺すげーアピール」はやめてくれ。

			　情報統制的にも、俺自身の身の安全のためにもな。

			「ずいぶんと、嫁たちはユキを評価しているようだな。それとも、ユキだけは普通に表から通してくれるという意味かな？」

			「それは、多分どっちの意味もあると思います、ティーク王子。ユキ殿は、それほどの方なのです」

			「ほぉ、私のガルツでは素晴らしい知略を見せてくれたのだが、それだけではなかったのか」

			　ほらぁ、横のティーク王子が、興味津々の様子でこちらを見始めましたよ。

			　あとでガルツ派遣とかいやですよ。

			　もうすぐ嫁さんたちの出産予定だし、新大陸の方でも色々と忙しい。

			　さらにガルツへ行くとか、馬鹿じゃないですか。

			　というか、そもそも覗きイベントなんて、美人の嫁さんがたくさんいる俺にとっては意味がないんだけどな……。

			　企画したのは自分だが、まさか俺自身がイベントに駆り出されるとは思わなかった。

			『さてさて、脅おどしはこれぐらいにして、ルールの説明をしましょう』

			『はい、そうですね。では、参加者は分かっていると思いますが、改めてルールをこの場で説明します。後で聞いていなかったとか、ルールの抜け道を探すのはなしです。ルールと常識の範囲内で行動してくださいね』

			『では、まずこの祭りの最終目的を言いましょう。女湯を覗くことです。女性側は、これ幸いと覗きに来るサイテー野郎どもを葬ほうむることです』

			　いや、葬るなよ。

			　お祭りで死人とか最悪ですよ。

			『ということで、男たちは女湯を裏から覗くという設定にしております』

			『通常では突破不可能なトラップが設置してありますが、今回は突破可能なように数は制限してあります。なお、各国によってトラップの配置は違います』

			『覗き組の男たちは、女湯の裏手３キロメートル地点からスタートということになります。見事、その道のりを30分で突破できれば、女湯を覗くことができるというわけです』

			『覗いた瞬間に即退去ということはありませんので、そこら辺は心配しないでください。ま、突破できればですけど、30分ほど覗き放題です。もちろん、手出ししたら牢屋にぶち込んで、ウィードと各国の法に照らし合わせて、処刑しますけど』

			　うん、法に照らし合わせる必要なくね？

			　処刑って言っちゃってるし!!

			『迂回するのも、直進して向かうのも自由です。ですが、至る所にトラップがあるので注意してください。転移トラップは、スタート地点に戻る仕様です。何度も転移トラップに引っかかってると、ちょっと時間がきつくなりますね』

			『まあ、覗きに参加するぐらいですから、体力は有り余っているのでしょう。その点、心配無用ですね。あと、参加者同士の足の引っ張り合いはやめてください。見てる方がつまらなくなりますから、そんなことをしたら即退場です。監視役として、ゴブリンたちに加えてリーアとジェシカがいます。ルールをしっかり守ってくださいね』

			　護ご衛えいの２人がなぜかいないなと思ったら、監視役なわけね。

			　ま、久々にフリーだし、のんびりさせてもらうか。

			「いや、大将、一応、おいらが大将の護衛っすよ」

			「よし、護衛するふりして、俺を見逃せ」

			「ダメっすよ。おいらが奥さんたちに殺されるっすよ!!」

			「大丈夫、お前は強い。セラリアとかデリーユといい勝負どころか、たまに勝ちも拾えるだろう。だから、死にはしない」

			「ルール無用で、その後のおいらの給与を無視すればですけどね!!　というか、あの２人、監視ってことですけど、大将にちゃんと気を配ってるっすよ。逃げるの無理じゃね？」

			「そこを、スティーブがなんとかするんだよ。お前の名前をよく考えろ」

			「へ？　なんでおいらの名前が出てくるっすか？」

			「ルール上というかウィードでは、武器の携帯が禁止されている。そして、このイベントでは、俺もスティーブも武器を持っていない」

			「当然っすね」

			「いいか。お前のそのスティーブという名前は、素手で木を切り倒し、地面を掘り返し、道具を作り出す伝説の職人の名前なんだ」

			「いや、無理っす」

			　つまらん奴め。

			『ルールの説明は終わりました。皆さんは、いったん冒険者ギルドへお戻りください。これから女性たちによるトラップ配備時間となります』

			　エリスがそう言うと、参加者たちはこのあと挑戦することになる女湯へ至る道を眺めつつ、冒険者ギルドへと戻っていく。

			　今回、一般参加者の多くは冒険者なので、冒険者ギルドが休憩場所を提供することになった。

			　冒険者ギルドとしては、今回のトラップの公開、販売に参加したいというのが本音だろう。

			「あ、ユキさん」

			　俺が冒険者ギルドに顔を出すと、オーヴィクが気が付いて近寄ってきた。

			　このさわやかイケメンで腕の立つ冒険者は、ウィードの冒険者ギルド専属としてウィードにいつくことになった。

			　ダンジョンが山ほどある特異地帯だし、冒険者ギルドとしてもモーブたち以外の専属人員が欲しかったそうな。

			　オーヴィクたちの方でも定住場所を探していたとのことで、ちょうど良かったというわけだ。

			「で、この場にいるってことは、覗きに参加するのか？」

			「違いますよ。俺は冒険者ギルド側です。というか、ラーリィと結婚したばかりなんですよ。そんなことしませんよ」

			　ちっ、既婚者で覗く奴が増えるかと思ったのに。

			　話にあがった通り、オーヴィクは相棒のラーリィと結婚している。

			　俺たちの結婚式を見て触発されたそうだが、式でラーリィに素敵なウェディングドレスを着せてあげたオーヴィクは男前だと思う。

			「そうですよ。オーヴィクは、そんな変態な行事には参加しません」

			　横からオーヴィクの腕を取りながらラーリィが現れた。

			　そこで、疑問が浮かぶ。

			　この世界は、経済的な問題がないなら複数の人と結婚していいのだ。

			　オーヴィクも経済的には問題ないはずだが、嫁が何人もいるようには見えない。

			「なあ、オーヴィクは他に嫁はいないのか？」

			　だから、なんとなく聞いてみた。

			　目の前の２人の様子からすると、２人きりでラブラブしてるんだろうな。

			　やっぱり、俺みたいに複数人と結婚してる方がおかしいんだよな。

			「え、あと２人いますよ？　ラーリィは冒険者なんでいつも一緒ですけど、他の２人は家のこととかを任せてますから」

			「あ、そう言えばユキさんには紹介してなかったわね。２人ともしっかりしてて、家のことを任せられるんだから。料理も美味おいしいのよ」

			「……」

			　あれ？

			　当然のことのように、他の嫁さんの話が出てきた。

			「でも……ユキさんの奥さんのトーリとリエルみたいに、戦闘もできるのならよりいいんだけどね。さすがに高望みよね」

			「うーん。でもさ、あいつら妊娠してから少しパーティーの集まりも悪いしな……」

			「あー、そうよね。ウィードは治安が驚くほどいいから、家のことについては心配しなくていいけど、戦力のことを考えると戦闘奴ど隷れいが欲しいわね。他の冒険者を勧誘するのは、私たちのランク的に無理だし」

			「だよな。専属ってそれなりに腕がいるから、いい人材がなかなかいないもんな。奴隷を買うくらいしか戦力増強できないのがつらいよな」

			「このお祭りが終わったら選びに行きましょう。オーヴィクが夜も楽しめる相手にしないと。もちろん性格もよくないとだめね」

			　あれー、当然のごとく購入する奴隷は女性ってことになってるよ。

			　というか、嫁が女を増やすことに否定的じゃない。

			「あのー、つかぬことをお聞きしますが、ラーリィさんはオーヴィクが多くの女性を囲うのはいいのでしょうか？」

			「え？　別にいいと思うわよ。だって、それがいい男の証拠でしょ。別に囲った女性を害するわけじゃなく、養ってあげるんだから。妻の私や他の２人が受け入れないなんて、狭量なことだと思うわ」

			「お、男の奴ど隷れいとかは選択肢にないのでしょうか？」

			「んー、オーヴィクが男がいいっていうなら問題ないけど。今のところ、オーヴィク以外女だからね。家庭で男女関係がこじれそうなのよね。ほら、オーヴィクが奥さんといちゃいちゃしてる時は、その男は指を咥くわえてることになるのよ？　可哀想かわいそうじゃないかしら？」

			　あー、そういう意味で、男１人に女性複数って家庭が多いのか。

			　なるほど、一々問題が起こる環境を作る理由はないわな。

			「それに、男奴隷だとゆくゆくは独立を促うながさないといけないし、女性を与えないで飼い殺しとかは酷ひどいからできないわ。女性なら、そのままオーヴィクの女になればいいだけだからね」

			　そう言われると、納得だな。

			「で、オーヴィク。ラッツさんみたいな兎人族の子がいいと思うの。私、あの耳に触ってみたいんだ」

			「あー、前から言ってたね。と、今は仕事中だし、その話は休憩時間にしよう」

			「あ、ごめんなさい。ユキさんも見逃してね」

			　そう言い残して２人は仲良く去っていった。

			　うーん、俺はまだ、この世界の常識を軽く考えていたらしい。

			　一夫多妻というのが、ある種の経済的救済措置になっていると分かっていたが、オーヴィクとラーリィの話で実感が持てた。

			　自分とよその王様くらいしか、一夫多妻の家庭を見てなかったからな。

			「ラーリィさん、良いこと言いましたね」

			「ええ、とても素晴らしい話だと思います」

			　後ろからリーアとジェシカの２人がやってくる。

			「というわけです。女性をたくさん囲うのは、なにも悪いことではないんですよ」

			「今みたいに、私たちが傍そばを離れるような事態だってあるんです。ラーリィの意見に従って、新たに戦闘奴ど隷れいでも傍に置いてはどうですか」

			「いや、もうたくさん嫁さんがいるから……」

			「……このままだと、私たちの妊娠が当分先になるという拷ごう問もん状態なんですが……」

			「……あと、もう少し増やせれば、円えん滑かつな妊娠計画と夜の生活、そして仕事の分担が手に入るんです」

			　いや、夜の生活は人数が増えたらダメだって……ああ、妊娠してるメンバーがいるから、それも計算してか。

			　半数近くが妊娠している今は、妊娠していない嫁さんたちとやることが多い。

			　最後の仕事の忙しさについては……まあ、人手不足は確かに実感している。

			　仕方ないじゃん。

			　ウィードの運営仕事については、今後、住民たちに任せることで軽減できるかもしれないが、魔力枯こ渇かつ問題についてはいまだ最重要機密だからな。

			　下手に信用できない外部の人を入れるわけにもいかない。

			　指定保護の関係で俺たちの安全は確保できるだろうが、それでも迂う闊かつにホイホイ加えるわけにもいかないから……やっぱ無理。

			「……ラーリィの話で、ある程度は納得した。……奴ど隷れいの件は、少し考えてみる」

			「やった!!」

			「やりましたよ!!」

			　２人が横でハイタッチしている。

			　奴隷じゃなくてもいいんだ。

			　要は信頼できて仕事を任せられる人材だよな……うーん、難しいな。

			　というか、色々仕事ができるって条件は、結構キツイんじゃね？

			「ま、そんなことより、今は覗きイベントをどうするかだ」

			「適当にやって30分過ごせばいいんじゃないっすか？」

			「それが妥当かね」

			「無駄に覗いて嫉しつ妬と買うのも馬鹿らしいっすよ」

			「で、ところでスティーブ。さっきのオーヴィクに対する感想は？」

			「世の中不公平っすね!!　ちくしょー!!」

			　冒険者ギルドの一角で、ゴブリンがテーブルの板面を叩きながら涙を流した。

		

	
		
			　

			第２２３掘　身内報告と会議

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「今日は忙しいところを、集まってもらって申し訳ない。新大陸のジルバ帝国とエナーリア聖国の争いが、ひとまず停戦になりそうなんで、いったん俺たちで会議をしようと思う」

			　俺はいつもの宴会場で、役に立っていないようで役に立っているメンバー――亜人族の村のダンジョンを守っているモーブや、結局ジルバ帝国で魔術指南もすることになったザーギスなど――いい加減忘れそうなメンバーたちも集めて会議をすることにした。

			「とりあえず、お互い現状報告をしよう。新大陸での次の行動をしっかり考えるためにも」

			　俺がそう言うと全員が頷く。

			「よし、なら、まずはウィードの方だな。自分たちの家が無事か確認しておこう」

			　俺がそう言うと、居残り組が資料を配布し始める。

			　前もって報告会をするって言ってたけど、こういう準備をして会議に臨むところはすっかりウィード風っていうか地球風になっちゃったね。

			　見やすくて、分かりやすいから問題ないんだけど。

			「座ったままで申し訳ないのですが、私から始めたいと思います」

			　エリスが大きなお腹を撫でながら、そう切り出した。

			　仕方ないよね。

			　妊婦さんだし嫁さんだし、負担を掛ける理由はまったくない。

			「ウィードの方は人口が増え続けていて、現在３万人に届こうとしています。そろそろ用意していた居住区がいっぱいになるので、予定通り居住階層の余っているスペースにマンションを建設します。建設にあたっては、今あるマンションを参考に土木建築の職種の方たちを集めて自力で工事にあたっています。

			　税収に関しては、人口が増えた分上がっていますが、その一方で庁舎は人手が足らなくなってきています。住人が増えれば戸籍も増えますし、手続きで庁舎に来る人の数も多くなりますからね。ま、これは庁舎の代表たちで話し合った結果、雇用枠を拡大していくことで対処していこうと思っています。あとは……」

			　エリスの報告を聞き、資料を見る限り、特にウィードの状態は問題ないようだ。

			　人の流れが活発になって、これからどんどん賑やかになっていくんだろうなーって感じだな。

			　治安が多少悪くなっている感じもあるが、それは冒険者ギルドがある階層に限った話で、他は概おおむね良好。

			　それに多少治安悪化の報告があっても、よその国から比べれば格段に治安はいいのだ。

			　ケンカが多いとかそのぐらいだからな。

			　武器を抜くこと自体、ウィードの街中ではできない措置をとっているから、基本、安心だ。

			　冒険者ギルドは子供も出入りするからな。

			　アスリンとフィーリアの話だと、ヴィリアやヒイロも最近は積極的に子供用ダンジョンに出入りして、お金を溜めているようだ。

			「さて、じゃ、私とシェーラとセラリアから外交関連ですかね」

			「はい。といっても、ラッツさんに任せきりなのですが……」

			「仕方ないですよ、シェーラはお兄さんと一緒に新大陸探索ですからね。無論、シェーラやセラリアがいるから、外国のお偉いさんとの交こう渉しようも楽なんですが」

			「でも、私たちとしても、交易品関連はラッツに任せきりだからありがたいわよ。私なんて、お偉いさんとの話ばかりだから」

			「セラリアも凄すごいですよ。私はもっぱら書類仕事ですけど、お兄さんの子供を身ごもったまま、信頼のおけない人と話す気になんてなれませんよ」

			「私もそれは心配だったけど、私が妊娠していることを周知させるのにも使えるし、護ご衛えいも完かん璧ぺきだったから」

			　そう言って、３人は笑い合う。

			　厳密には、外交に関してはルルアをはじめ他のひともからんでいるのだが、メインはこの３人が担当している。

			「と、積もる話はここまでにして、外交関連は安定してますね。各国からのダンジョンゲートの設置要望についても、ほとんど設置が終わりました。お兄さんの予定通り、お互いにらみを利かせて、戦争を吹っかけるようなことはないですね。物資の価格も、最近では一定の価格幅で収まるようになってきています。問題があるとすれば、経済的に余裕のない国が傾きかけているってところですかね」

			「無論、傾きかけていても、他国から武力で落とされるようなことはないので、そういった点では民草への負担はないです。が、このまま他国から資金援助をしてもらっている状況が続けば、その国に吸収合併されそうな国が多少あります」

			「聞こえは悪い話かもしれないけど、全体で見れば戦争がなく、人が無為に死なないようになっているのだからましよね。普通だったら、戦争を始めているだろう国がほとんどよ。代わりに、どの国も居住区や作物を育てる土地を広げていっているわ。

			　戦争を起こしようがないから、余っている兵士をその土地開発へ派遣したりしてね。大陸全体で見れば人が住める場所が増えて、作物の収穫量も上がっている。どの国も戦争している時よりは安定しているはずよ」

			　こっちも予定通りって感じだな。

			　そりゃ、多少頭が回れば、戦争を吹っかければ滅びることが目に見えてるしな。

			　大人しくなるしかない。

			　経済的に傾きかけている国に関しては、俺たちが口を出す理由もない。

			　ウィードに経済支援を要請してきた場合は、それを決めるのは代表たちだし、俺は基本ノータッチでいい。

			「でも、安定してきたとはいえ、今まで戦場に生きてきた将軍たちなんかは、現在の状態を良く思っていないって話ね」

			「そりゃ、活躍の場がなくなったわけだしな。で、そいつらが旗上げでもしようとしているのか？」

			「いいえ。すでにウィードと３大国を中心に、大小合わせて18の国が同盟に参加しているのよ。さすがに、表だってケンカを吹っかけるようなことはしないでしょうね」

			「ああ、裏で色々する可能性があるか……」

			「そういうこと。で、その裏で色々するには、ウィードが色々な意味で便利なのよね」

			「確かに、ゲートで他国に飛び放題だし、交易の中心だし、なにをやるにもウィードが便利だよな」

			「だからといって、これ以上警戒レベルを引き上げても意味はないし、耳に入れておくぐらいにして」

			　俺とセラリアの会話を聞いていた全員が頷く。

			　いつどこにでも不穏分子ってやつはいる。

			　だけど、この大規模な同盟関係を崩すのは簡単じゃない。しかも、その戦争派の将軍たちも、ウィードを使った交易の恩恵にあずかっているのだ。

			　セラリアの言う通り、聞き耳を立てて個人単位で警戒するぐらいでいいだろうな。

			「じゃ、次は、私からいきますねー。

			　鍛か冶じの方はユキさんからの莫大な知識を得て、火薬の開発、火薬代わりに魔力を代用した銃の開発に成功しています。でも、これが表に出るのは、まだまだ先の話ですね。世の中が安定しているのに、わざわざ馬鹿ほど武器を作って平和を乱す理由にはならないもの。予定通り、当分この火器は表に出さず、普通に武具を作っていく方針になっているわ。

			　無論、ユキさんたちには無償でお渡しします。この案件については私個人による開発だから、情報が漏もれる心配はないわ」

			　うん、相変わらずナールジアさんはスゲーよ。

			　鍛冶を始めモノづくりに関する方向での技術力は、群を抜いている。

			　そして、その危険性もしっかり理解している。

			　と、これで、小銃系は高い額のＤＰを支払って仕入れる必要がなくなったわけだ。

			　ただし、あとで材料費関連について詳しく聞いておく必要があるな。

			「ウィードについての報告の最後は、私ね。

			　冒険者ギルドの方は、軒並み落ち着いています。グランドマスターもいますし、ウィードにあるダンジョンも普通に機能しています。といっても、最初の報告にあったように、冒険者の出入りが激しいので、よそから来た冒険者が多少問題を起こすことがあります。酷ひどいのは、子供相手にお金を巻き上げている馬鹿がいまして、そいつらは出入り禁止になりました。

			　あ、無論、その被害にあった子供はちゃんと保護して、その後のケアもしています。というか、そのことを教えてくれたのがヴィリアちゃんとヒイロちゃんで、２人でその悪質な冒険者を叩きのめしてたんですよ」

			「へー……って、そんなに強いのか!?」

			「そりゃ、ヴィリアちゃん、ヒイロちゃんの２人は学校では一番というか、普通のダンジョンに出入りするレベルですよ？　無論、一番安全なところですけど」

			「は!?　ちょ、ちょっと、２人のところに行ってくる」

			　おっそろしい報告を聞いたので、ヴィリアとヒイロのところに行こうとしたのだが、セラリアから押さえつけられた。

			「はいはい、落ち着きなさい。あの子たちが、自分で望んでやってることなのよ。口を出さないように」

			「で、でも、普通のダンジョンだと、命の危険がな……」

			「大丈夫よ。私もＯＫを出した１人なんだから。ヴィリアなんて剣の腕前が凄すごいわよ。と、万が一、死んでも自己責任よ。それが、ダンジョンに出入りしている人たちの覚悟よ。ヴィリアもヒイロも理解しているわ」

			「……覚悟って、そんな危ないことしなくても、安全に稼げることがあるだろうに。俺は、あの子供用ダンジョンは魔物の危険を忘れないように……」

			「あなたの言っていることは分かるわ。でも、そこまで過保護にしなくてもいいの。あの子たちだって、自分で考えて動いている。他人の生きる道を邪魔するのは、あなたらしくないわよ」

			　んー、そうだが、子供だしってのも……俺の勝手な意見だもんな。

			「あなたの気持ちも、分からなくはないけどね。自分の子供ができた今、子供が危険なことをするのは反対って気持ちは私にもあるわ。でもね、それ以上にあの子たちは真剣だったのよ」

			「……分かったよ」

			　とりあえず、セラリアとかミリーがＯＫしているし、大丈夫なんだろう。

			　今度学校に行ったとき、それとなく聞いてみるか。

			「すまん、少し取り乱した。で、ウィードの報告は終わりだ。次は、新大陸メンバー。モーブから頼むわ」

			「あいよ」

			　モーブたちによる、亜人の村の報告が始まる。

			　ベータンに拠点を移したから、あっちはモーブたちに任せっきりなんだよな。

			　特に緊急の報告は受けてないから、大した問題はないんだろうが、新大陸では人族と亜人族の対立が酷ひどいからな。

			「そうだなー。資料に書いてあるが、亜人の村はジルバ帝国を退けたことを利用して、各地の亜人たちを集めている。詳しいことは分からんが、集まってきてる数がまだまだ増えているところを見ると、森には相当亜人が住んでるんだろうな」

			「やっぱり、亜人は森の中に隠れ住んでいる感じか？」

			「だな。俺たちがいる亜人の村は、ジルバとエナーリアに挟はさまれている。地理的に荒野を渡ってくるってのはないだろう。人に襲われやすいし、行動を悟られる。だから、ジルバ、エナーリアの北部に広がる山岳森林地帯から集まってきてるんだろうな。で、人数的には、５０００近く集まってるな。これが多いかどうかは分からないが、とりあえず、村……つーか、もう人数的に町だが、住める場所を必死に広げているところだな。戦の準備をしているようだが、今回の停戦もあるし、亜人たちから仕掛けない限り安全だろうよ」

			「そうか。モーブたちに対する行動はどうだ？」

			「んー、やっぱり視線がキツイな。特に、ジルバ戦を見ていない後から来た奴は、ケンカを吹っかけてくることも多い。でも、こっちが軽くぶっ飛ばして、村長や村人たちにこってり絞しぼられてるからな、今のところは安定してるな。まあ、ウィードから物資供給もしているから、そう言った意味でも強く出れないしな」

			「亜人が、いつ爆発するか分からない爆弾のような存在なのは相変わらずだな。そっちもなんとか交こう渉しようしておかないといけないな。ジルバには軽く話を通したが、エナーリアにも話さないといけないし、亜人５０００はちょっとした軍隊より脅威だし、黙っておくのは問題か」

			　今のところは問題ないが、先送りしていいことでもないな。

			　ジルバとエナーリアの停戦に合わせてこっちも話を進めないと、足を引っ張られる可能性が高い。

			　続いてザーギスが報告を始めた。

			「さて、次は私ですね。ジルバ帝国の王都、書庫での調べ物ですが、およそ半分は済んでいます。あと３か月ぐらいで全部終わりますね。今のところは、魔力枯こ渇かつや聖剣、魔剣の類たぐいの足掛かりになるような情報はないですね」

			「そうか。やっぱり簡単じゃないか」

			「ですね。と、報告はいっているかもしれませんが、なぜか私がジルバ軍の魔術指南をすることになったのですが、それで多少気になることが」

			「どんなことだ？」

			「そうですね。新大陸では、魔術を使うのにおよそ20倍の魔力がいるというのは知っていると思います。ですが、その状況にもかかわらず、私の指南で魔術を発動できる人間が増えているということですね。そもそも、新大陸でのレベル帯を考えると、20倍も魔力があるわけないのですが……」

			「んー、つまり、現地に住んでいて魔術を使える人は、魔力消費が抑えられているってことか？」

			「おそらくは……環境に適応したと言うべきか、私が軽く教えて魔術を使えるようになるぐらいなら、すでに魔術が使えておかしくないと思うのですよ」

			「なるほどな……。ジェシカはどうだ？」

			　このメンバーの中で、唯一の新大陸出身のジェシカに聞いてみる。

			　ジェシカは、この場においてもリーアと一緒に俺の両脇を固めている。

			　……普通に座れよ。

			「いえ、私は剣ばかりでしたので、魔術はぜんぜん。もともと魔術の才能がなかったので」

			「あー、そうか、話を聞く以前の問題か。なら、今度、覚えてみてくれ。無論、体に異変があるなら即座にやめていいけどな」

			「しかし、なにをどうすれば覚えられるのか……リリーシュ様からいただいた回復魔術じゃ、ダメなのですか？」

			「それもあったな」

			「いえ、それはダメでしょう。神の加護で覚えた魔術は、データとしては同じように扱えないと思いますよ」

			「ザーギスの言う通りだな。じゃ、俺が教えるってことで。フォローもできるし、いつも一緒だしな」

			　俺がジェシカにそう言うが……反応がない。

			　あれ？

			「……ユキと一緒に２人で訓練。きっと、手とり足とり……」

			「はーい、ジェシカ。会議中だからね」

			「はっ、リーア!?　ち、違いますよ!!　きっと、キツイのだろうなーと」

			「はいはい、私も付き合うから大丈夫ですよ」

			　そうリーアが言ったとたん、２人の間に火花が散ったように見えた。

			「さて、じゃ、俺で最後な。ベータンとエナーリア軍の戦闘報告だ。ベータンは、ウィードの技術を自力で再現できる範囲に限って提供している。ＤＰでしか出せないものは、使えないだろうからな。それでも、かなりにぎわっているな。おかげで、敵だった俺たちのことも軒並み受け入れられている。さらに、今はエナーリア軍の撃退成功（？）で盛り上がっているな」

			「久々に暴れたからすっきりしたわ」

			「ええ、旦那様のお役に立てて嬉しい限りです」

			　セラリアとルルアが笑顔でそう言うが、ストレス解消で吹き飛ばされた敵からしたら災難だったな。

			「戦闘報告だが、基本、これまでにも報告してきたとおりだ。援軍の８万が分散したところを、セラリアとルルアが言ったように嫁さんたちが暴れて壊滅。本隊については、スティーブが援軍大将を倒したことで士気がダダ下がりになり、ミノちゃんの崩落現場部隊が敵救出軍と交こう渉しようして、ダンジョンの魔剣使い１人を捕ほ虜りよにしたってところだな」

			「……さらっと言ってますが、馬鹿みたいな戦果ですからね」

			　ザーギスが、一応ツッコミを入れる。

			　が、俺の報告は終わっていないので返事は後回しだ。

			「あと、ダンジョンにいた10万のエナーリア軍だが、ここ１か月ほど観察したが、それほどジルバと大差はない。突出しているのは魔剣使いだが、これも普通にスティーブでどうにかなるレベルだな」

			「いや、なんでおいらが基準っすか!?　おいらが抑えろとか言うんじゃないっすよね!?」

			「なに言ってるんだよ。建前上、ミノちゃんたちの軍は、俺たちとは無関係だ。交渉役として大将のミノちゃんが行くわけにいかんだろう？　だから、お前が代表でエナーリアに交渉しに行くんだよ。都合がいいことに、捕虜の魔剣使いの世話はお前の担当だろう」

			「ひぃぃぃぃ、おいらが変態ってエナーリアに伝わるっすよ!?　大将みたいに見境なしに見られるっす!!」

			「おいこら!!　俺が見境なしみたいに言ってるんじゃねーよ!!」

			「見境なしっしょ!!　自分の嫁さんたちを見てみるといいっす!!　選より取どり見取り、おっぱいも大きいのから小さいのまで!!　このリア充爆発しろ!!」

			「ぐっ……だが、愛があるからいいんだよ!!」

			「あー、開き直ったっすね!!　やーい、このエロゲ、ラノベハーレム野郎が!!」

			「血の涙を流しながら言ってんじゃねーよ!!」

			「うっさいっす!!　これは心の汗っす!!」

			　くそ、スティーブのやつ、ストレスがかなり溜まってるな。

			　今まで、ここまで噛みついてくることはなかったのに。

			　なんとかスティーブが、外でこんな発言することがないように止めないといけない。

			　俺がハーレム野郎とか言われた日には、周りの評価がダダ下がりだ。

			「はいはい、２人とも落ち着きなさい。スティーブも、おっぱいをわしづかみにしたんだからいいでしょ？」

			「うぐっ!?」

			「あと、あなたはいい加減、ハーレム状態だって自覚しなさい。別に、悪い意味ではないのだから」

			「……日本人としての矜きよう持じがな……」

			「もう、分からず屋。今日は空いてる皆で、その矜持を吹き飛ばしてあげるわ」

			　そんなことをセラリアが笑顔で言う。

			　他の嫁さんも目つきが鋭くなっている。

			　……俺も、明日は普通に仕事なんだけどな。

			「やっぱり、リア充じゃねーっすか!!　爆発しろぉ!!」

			　その後、少し休憩を入れて、俺たちは細かいところを話し合っていくのだった。

		

	
		
			　

			第２２４掘　今後の行動

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「ふう、スティーブは簀す巻まきにしといて、休憩もいれたし、そろそろメインの話をしようか」

			「メイン？」

			　トーリが首を傾げる。

			「そう、ここからが本題。新大陸にいた前任ダンジョンマスターの情報が手に入った。それは皆も知っていると思う。個人個人で会った人もいるようだが、改めて紹介しておこう」

			　俺がそう言うと、宴会場の扉が開き、１人の魔物が入ってきた。

			　あるはずの場所に首がなく、立派な騎士鎧をまとった魔物だ。

			　地球で知られているデュラハンの容姿には、大まかに２種類ある。

			　１つは首のない馬車を引く、首のない妖精。

			　もう１つが、ゲームなどで採用されている首なし騎士。

			　どちらも死を連想させる魔物だが、目の前の魔物は有名な後者の容姿だった。

			「デュラハン・ヴァルキュリアのピースだ」

			「ご紹介に与りました。ピース・ガードワールドと申します」

			　そう言って、彼女は手に持っていた首のフルフェイスの兜かぶとをとった。

			　金髪にキリッとした碧眼の、絵にかいたように綺き麗れいな女性の顔が現れる。

			　セラリアより少し年上だろうか。

			　いや、生首だけどな。

			「お、女!?」

			　ピースと初対面のモーブが、驚いて席を立った。

			「いや、騎士が男だけなわけがないだろう。そこのセラリアとか、部下のクアルとかいるわけだし」

			「いやいや、魔物で女って……いるな」

			「おう、いるぞ」

			　モーブは否定しかけて、思い出したようだ。

			　そう、普通に魔物の女はいる。

			　いや、厳密に言えば雌めすではなく、女性に分類される魔物だ。

			　人を惑わすための擬態で、人間の女性にしか見えない姿をした魔物もいる。

			「そういえば、ユキはなんで女タイプの魔物を使役していないのかしら？　綺麗な女性なら、使いようも多た岐きにわたるでしょうに」

			　セラリアがそう聞いてくる。

			「そんな使い方は好かん。というか、すでに何人も女タイプの魔物は呼んでるぞ」

			「え、気が付かなかったわ」

			「ピースと同じデュラハン・アサシンの半数は女だぞ。なあ、霧きり華か」

			「はい、主様のおっしゃる通りです。セラリア様」

			　俺がそう言うと、音もなく、後ろからデュラハン・アサシンの霧華が現れた。

			　会話から察したのかすでに兜と鎧よろいを取っ払った状態で、ショートボブの黒髪に黒い瞳ひとみの和服姿だった。

			　霧華は俺専属の忍びみたいなもんだ。

			　和服なのは……霧華の顔を見れば着せたくなるのが分かるだろう。

			　セラリアとかがいなかったら、多分夜の相手を頼んでいたと思う。

			　そういえば他の皆にも、部下としてデュラハン・アサシンをつけているが、さっきの発言からするとセラリアの部下は男だったんだろう。

			「まあ、女タイプを呼び始めたのは、魔王城攻略前後だからな。俺にとって、霧華は最初の魔物タイプの影の相棒ってとこだ」

			「なんでって、言うのはアレね。それまでは、ゴブリンとかオークなんかの低コストの魔物で十分だったからよね？」

			「そういうことだ。というか、最初はＤＰを無駄に使える状況でもなかったし、ダンジョンが出来てすぐ、セラリアが嫁ってことで来てたしな。女の魔物を呼ぶのは避けてたんだよ。その後、冒険者ギルド関連の話で、魔物を呼んで色々調べようって話があっただろ？」

			「ええ、その時に？」

			「そうそう。スティーブの嫁が見つかればなーってことで、色々呼び出してみたが……」

			　簀巻きにされているスティーブが、うーうー唸っている。

			「全部フラれた。がっつきすぎなんだよ、お前は」

			　スティーブは涙を流して沈ちん黙もくした。

			「……スティーブは魔物だから、相手が見つからないってわけじゃないのね」

			「多分な。霧華、スティーブとお見合いした皆の意見は？」

			「はい。胸を見すぎ、目が血走っている、ただやりたいだけに見える……などなど。私も同じ意見です」

			「なるほどね……って、そういえば、霧華とか連れているのならリーアたちの護ご衛えいは……あぁ、完全には務まらないか……」

			「はい、私はあくまでも部下です。いえ、いくら主様の寵愛を賜たまわって妻となっても、私は主様の命令には逆らえません。そこは何としても、セラリア様たちで護衛を増やしていただくしかありません。特に、私のように女としてしっかりした形を保っていられるのは、アンデッドやゴースト、他は下半身が違う生物だったりが主です。情けないことに、新大陸では主様のドッペルを護ご衛えいすることができないのです」

			「そうか、アンデッドやゴースト系は魔力の消費が激しくて消滅するし、下半身がアレだと、悪目立ちしかしないわね」

			「お分かりいただけて幸いです」

			　霧華がそう言って下がろうとするが、アスリンから待ったがかかる。

			「霧華ちゃん、まって、一緒にお話を聞こう」

			「アスリン様、大丈夫です。お話は、後ろから主様のコールで聞いていますし、周りへの警戒もしなければいけないので」

			「だめー」

			　そう言って、アスリンがすててて……と霧華に近寄ると、彼女の首を取り外す。
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			　その行動に、思わずセラリアが驚いた顔を見せる。

			　傍はたから見たら、アスリンが首をねじ切ったように見えるからな。

			　登場したときは、普通に顔がくっついていて人間の女性にしか見えない姿だったから、魔物って認識が薄かったというのもあるだろうけど。

			「まったく、お姉ちゃんは悲しいです。様呼びはやめてって言ってるのに」

			　アスリンがわたわたする霧華の胴体のことは気にせず、首をもって席に戻ってしまう。

			「あ、アスリン姉様は、私たちの名づけ親であるからして……って、首、返してください」

			　見ての通り女タイプの魔物も、しっかりアスリンを自分たちのトップだと認めている。

			「霧華、もうあきらめろ。最近、アスリンと顔を合わせてなかったお前が悪い。これから話もあるし、大人しくしてろ」

			「さすが、お兄ちゃんです」

			「うう……分かりました」

			　アスリンは、ご満悦で霧華の首を抱えている。

			　霧華が胴体部分をアスリンの後ろに移動させた。アスリンの腕の中の首が、微妙に嬉しそうな困ったような顔をしている。

			「さて、話がずれたが……みんな知っていると思うが、このピースが新大陸における俺の前任者、ダンジョンマスターの側近だったことが分かった。これに関する情報は皆、詳しくは知らないと思うので、ここでピースに話してもらおうと思う」

			　俺はそう言って、ピースをホワイトボードの前へ連れてきた。

			　今では大人しくついて来ているが、最初は、結構暴れたりしてたんだよな。いきなり斬りかかってきたから昏倒させたり、嫁さんの出産の邪魔をしたから気絶させたりしたしな。

			　理由を聞けば、身内から裏切られて主を失ったんだそうだ。

			　あの取り乱しようも、分からないでもない。

			「では、改めまして。あの大陸でダンジョンマスターの側近を務めていました、ピースです」

			　ピースは何度も俺に、人を側近に置くべきではないと進言していた。

			　トラウマだよな。

			　俺と同じように人をダンジョン運営のメンバーに入れて、魔力枯こ渇かつ原因を調べようとした結果、バッサリやられたんだから。

			　とりあえずその件については、俺がこの世界に来るときに指定保護をしているから大丈夫だと伝えたのもあり、多少はマシになっている。

			　その後も、嫁さんたちやウィードのあり方を見せたりして、ピースが言ったようなことには絶対にならないと繰り返し言っている。

			　あとは、時間をかけてピースの心を解ほぐしていくしかない。

			　そんなことを考えつつピースを見ていると、彼女は全員の顔を見回して口を開いた。

			「まずは、最初に肝心なことからお伝えします。今は亡き主は、魔力枯渇の原因については解明できませんでした。主もユキ殿と同じように神に見いだされ、魔力がなくなって世界のバランスが崩れることを阻そ止しするために、あの大陸で活動しておりました。

			　しかし、志半ばで自陣に引き入れた人々に裏切られ、この世を去りました。その後、残された私たちはダンジョンから外へ出て、聖剣と呼ばれている主の形見を持ち出して逃げた女どもを追いかけました。しかし、その者たちに敗れることになり、地中深く眠っていたところを、先日ようやく目覚めたのです」

			　そう、聖剣は、ダンジョンマスターが魔力枯こ渇かつの原因を探る過程で作り上げたモノらしい。

			「目覚めてからしばらくは混乱していましたが、今はこの通りです。ユキ殿やスティーブ殿と話したり地図を見せてもらう限り、現在、あの大陸に私の知る国はありませんでした。そこで、そこのザーギス殿にジルバ帝国の資料を調べてもらった結果、私やダンジョンマスターがいた時代は、おそらく４００年は前だということが分かりました」

			　ピースにとっては、浦島太郎みたいな感じだよな。

			　いや、浦島太郎って誰だよって言われそうだが。

			「私としては、新しいダンジョンマスターのユキ殿に従うのに否はありません。最初は傍そばに人間を置いているのが多少心配ではありましたが、奥様たちはとても信頼のできる方だと思います。それに、ウィードのあり方を見て納得しています。

			　……といっても、心の底から人間たちのことを信じられるとまではいきませんが……できうる限り、協力したいと思っております」

			　嫁さんたちだって、俺が殺されたら世界を滅ぼすとか怖いこと言ってるし、この程度は仕方ない。というか、色々と我慢しているだけかなりマシだろう。

			「で、具体的にどう協力するのか、という話ができればと思います。まずは、私の記憶をたどって、遺跡となっているダンジョンへ赴おもむいてもらい当時の研究成果を回収してもらうのが、一番だと思います。情けない話ですが、私自身はダンジョンの戦力という形で仕えていたため、ほとんどの研究内容を知りません。というわけで、まずはここから近いエナーリア聖国王都の真下に主の初期の頃の拠点がありますので、そちらを調べることを進言します」

			「エナーリア聖国にダンジョンがあったの？　というか、エナーリア聖国はそんな昔からあったのかしら？」

			　セラリアが不思議そうに質問する。

			　ダンジョンが活動していたとすれば、王都がそんな所に建設されるのは変な話だ。

			　しかし、これには結構、因縁含みの理由があった。

			「私の主を殺めた者の１人がダンジョンを落として、そこに建国したのがエナーリア聖国なのです。初期の頃の拠点を奪って、強力な武具、物資などを回収したかったのでしょう。当時、私たちは主を殺されたことで統制が乱れていまして、初期に構えていた拠点のことは完全に忘れていました」

			「なるほど。その人たちがどうして裏切ったのかは、今は置いておくとして、ダンジョンの機能を知っているのなら使わない手はないわね。自ら管理した方が財も稼げるし、戦力も整え放題よね」

			「はい、セラリア殿の仰る通りだと思います。そして、ユキ殿たちの話を聞く限り、現在、聖剣はエナーリアが管理していると聞きます。ならば……」

			「二重の意味で、エナーリアを調べることが得策ってことね？」

			「その通りです。他にも旧拠点の目星はついているのですが、周りが戦争状態ですし、今回の停戦で各国がどう動くのか不明です。ですので、まずは手の届く範囲から調べるのがいいかと思います」

			　全員、特に意見はなく、反対する者はいないようだ。

			「よし、じゃ、当面の目標はエナーリアでの調査だ。エナーリア国内のコネはどうにかして作っておくから、ザーギスはジルバの調査が終わり次第、エナーリアで調べものな」

			「ちょっ!?　人使いが荒いですよ!!」

			「心配するな。ダンジョンが今も使われているのか不明だが、それを奪取する形になるだろうし、ジルバの時よりも楽になると思うぞ」

			「……それならいいのですが」

			「あと、ピースはエナーリアの探索についてこい」

			「え、しかし、私はダンジョンの範囲を出ると、魔力がなくなって消滅してしまいますが……」

			「そこら辺は、ザーギスが色々研究してくれている。……な？」

			「本当に人使いが荒いですよ。ピースさん、私もどちらかと言うと身体の魔力による構成率が高いらしく、あの大陸は息苦しいのです。そこで、このペンダントにナールジアさんのエンチャントをつけてもらって、魔力の膜を張れるようにしてもらいました」

			「膜、ですか？」

			「はい、防御用ではなく、魔力が拡散しにくくするためのフィルターと言いましょうか。これで、魔力減衰を抑えられるはずです。足りない分の魔力は、周りの人に補給してもらえばよいでしょう」

			「……なるほど、それなら問題はないですね」

			「過信は禁物です。あくまでも制限時間が延びるだけです。無理をすれば、すぐに魔力枯こ渇かつになるでしょう。そうですね……ピースさんの魔力量から考えて、３日です」

			「３日もあれば十分ですね」

			「それも、戦闘で魔力を使わなければです。戦闘で魔力を消費すれば半日も持ちません。それを忘れないでください」

			「……分かりました。感謝します、ザーギス殿」

			　ピースは、受け取ったペンダントをすぐに身に着けた。

			　これで、随伴する上での問題はなくなったな。

			「さて、最後の問題はエナーリアとの停戦と、今回の探索へ同行するメンバーだが……」

			「「「はいはいはい!!」」」

			　嫁さんたちが一斉に手を上げる。無論、復帰したセラリアとルルアも手を上げている。

			　……これが一番時間かかりそうだな。

		

	
		
			　

			第２２５掘　お転婆姫とのお話

			　

			　ｓｉｄｅ　セラリア

			　ふぅ、だいたい今日の会議は終わりね。

			　まったく、休む暇ひまもないわ。

			　もっとも、もし新大陸の件がなければ、仕事はウィードと諸外国の外交関連だけなのよね。

			　それだと、私が退屈で死ぬわ。

			　サクラのことを考えれば、安全で平和な時がいいのでしょうけど、この世界はいつ魔力枯こ渇かつで均衡が崩れるか分からない。

			　なら、夫の背を押して、それを支えて進むのが私の理想だ。

			　ん、夫の背を押して支えて？

			　あ、忘れてることがあったわ。

			「……って、あなた、ジルバへの報告はどう済ませるのよ？　というか、エナーリア方面のトップとして派遣されてきた、お飾りのお転婆姫の話はどうなったの？　聞いてなかったわ」

			　そうそう、私たちが暴れたせいで、お転婆姫が大博打をしなくて済んだのだけれど、そのお転婆姫との会話を詳しく聞いていないのよね。

			　ジェシカから新大陸でのいい後ろ盾、もといいい嫁候補だって聞いてたけど、私自身が暴れられるってことでわくわくしてて忘れてたわ。

			「そういえば、その報告は聞いてませんでしたね。確か、お兄さんが、ジルバ帝国王族の末裔ということになって、そのお姫様との関係悪化を防ごうとしたんですよね？」

			「はい、その通りです。前もってオリーヴ様がベータンを訪れて、その件について教えてくれました。口裏を合わせて欲しいと」

			「そうですよねー。わざわざ、内側が乱れるようなことはしたくないですからねー」

			「ラッツ、多分そこは違うわ」

			「ん？　なにがですか？」

			「おそらく、ジルバの王は、私たちとことを構えるようなことを避けたかったのよ。無論、内輪もめをしたくなかったという理由もあるかもしれないけど、一番の理由は、私たちを敵に回さないことよ。敵対すれば、確実に奪った領土がなくなるでしょうからね」

			「はい、多分、セラリア様の言う通りだと思います」

			「話を聞く限り、ジルバの王はそこまで馬鹿じゃないわ。さすがに大国をまとめているだけあって、ちゃんとそういったパワーバランスは理解してるのよ。まあ、私たちみたいな常識はずれが来て、さぞかし頭が痛いでしょうけどね」

			　私だって、夫と初めて会った時は理解の範囲外の出来事ばかりで混乱した。それを考えると、夫の能力を見極めて協力を仰あおいだクソ親父は、それなりにまともなのだろう。

			　でも、私の中ではクソ親父なのだが。

			「と、話がそれたわ。あなた、結局、そのジルバのお姫様とは面会したのでしょう？」

			「会ってきたぞ。嫁さんたちが暴れるから、そこら辺の言い訳もしとかないと大混乱になるからな」

			「あら、なにか不機嫌ね」

			「そりゃな。終わったこととはいえ、嫁さんたちを戦場に連れてくるような真似をしたんだからな。正直、心配でたまらなかった。今までは、すぐにサポートできる位置にいたけど、今回は違ったからなー」

			　夫の言葉で、私をはじめ妻たちが一斉に頬を染める。

			　夫にとっては、この世界で初めての家族なのだから、その気持ちは分かる。

			　こういう人なのだ、私たちの夫は。だからこそ手助けをしたい。

			　というか、さっさと押し倒してしまいたい。

			　……よし、今日は布団にもぐりこんで、朝までやろう。

			　はっ、いけないいけない。いい加減、話を進めないと。

			　ジルバの王女との話を踏まえた上で夫がジルバにどう報告するかで、エナーリアと停戦するにしても動きがかなり変わってくる。

			「あなたの愛情は全員が理解しているわ。それより面会してなにを話したのか、そして、報告はどうするのかを教えてくれないかしら？」

			「だな。ちゃんとジルバ姫との面会についても話さないとな。じゃ、ジェシカ、あの時の話を頼む」

			「え、私がですか？」

			「報告書は一緒に作っただろう？　会話した本人よりも、第三者の視点で、会話の様子とかを客観的に伝えた方がいいんだよ。主観も無論必要だけどな。ついでに、ジェシカはジルバや周辺諸国の知識もあるから、俺たちが気が付かない点に気が付くかもしれないからな」

			「そうね、夫の言っていることはもっともだわ。ジェシカ、報告を頼めるかしら？」

			「分かりました。では……」

			　ジェシカがそう言って席を立ち、私見を交えながら報告書を読み始めた。

			　

			　ｓｉｄｅ　ジェシカ

			　とりあえず、会議に向かうところから話した方がいいでしょう。

			　あの時は、セラリア様の参戦で、大幅な作戦修正が必要になりました。

			　ホースト殿への説明や、斥せつ候こうのルートをわざわざ変更するようにしないといけませんでしたからね。

			「では、そうですね……ベータンの街を出るところからですね」

			　私は、当時を思い出しながら、報告書と照らし合わせて話し始めました。

			　

			「じゃあ、砦へ行ってきます。敵が来るとは思えませんが、気は抜かないでください」

			「はい。お任せください」

			「一応、ゴブリンたちは残しておくので、なにかあれば彼らに言ってください。ホースト殿たちには協力するよう伝えてあるんで」

			「分かりました。心使い、感謝いたします。こちらもいらぬ心配でしょうが、どうかお気をつけて。今や、ユキ殿たちはベータンになくてはならない存在ですから」

			「ホースト殿もですよ。万が一の時は、街なんか捨ててみんなで逃げてください。命があれば、街はまた作り直せる」

			「ははっ。あっさり、手に入れた街を放ほう棄きするような指示をするのは、ユキ殿ぐらいですぞ」

			「街とみんなの命は、秤はかりにかけることではないってことですよ」

			「……そこまで思っていただき、感謝します」

			　ホースト殿たちとそんな会話をした後、私たちはマローダーに乗り込んで出発しました。

			「ねぇ、ユキさん」

			「ん、どうした、リエル？」

			「さっきは、あんなふうにホーストさんたちと話し込んだけど、日帰りだよね？」

			「そうだな。それがどうした？」

			「いやー、あんな会話をして、日帰りってのもなんだかなーって」

			　確かに、あんな会話をした後で、日帰りで帰ってくるのは多少変な感じがしますね。

			「気にするな。いつ戦いが起こっても対処できるようにって話だしな。いついかなる時も、油断をするなってことだ」

			　確かに、ユキが言うように、こうした心構えは大事です。

			　日帰りだろうが１か月かかろうが、心構えができていれば、問題が起こってもすぐに対処できるでしょう。

			「ユキさん、そういえば、砦にいるミフィー王女様への対応ってどうするんですか？　わざわざオリーヴさんが口裏合わせにやってきたわけですし、なにか考えているんですか？」

			「そういえば、そうです。私たちはなにも聞かされていません。このままだと、私たちに話を振られても対応できませんが？」

			　リーアの言うことに私も賛同します。

			　言われて思い出しましたが、ミフィー様は王家であることを誇ほこりに思っておられます。

			　ユキのように適当な受け答えでは、色々まずい気がするのですが……。

			「あー、それは大丈夫。俺一人だけが子孫ってことで、みんなはなにも知らないってことにするからさ。ジェシカは、そのミフィー王女と会う時に仲介役をお願いしたい。その方がスムーズだろ」

			「ええ、それは構いませんが……」

			「そういえば、ジェシカと結婚したって話はどうする？　伝えるか？」

			「ふぇっ!?　な、なんで、その話になるんですか」

			「いや、上司のマーリィもいるし、何も話さないままジェシカのお腹が大きくなったら、それはそれで問題だろ？」

			「た、確かにそうですが……」

			　砦で、結婚発表ですか!?

			　いえ、確かにユキに身も心も捧ささげましたが、マーリィ様の手助けは続けていく予定です。

			　隠す理由もないんですけど、なんと言いますか……。

			　結婚したといえば、つまり、ユキと子作りをしたというようなものでして……。

			　いえ、子作りは好きですよ。大歓迎です。

			　じゃなくて、これでは騎士としての威厳が……。

			「んー、なんか歯切れ悪いな。ミフィー王女は既婚者が嫌いだとかあるのか？」

			「……はっ!?　そうです!!　ミフィー様が問題です!!」

			「ひゃっ!?　ジェシカ、いきなり大きな声を出さないでくださいよ」

			「あ、リーア、ごめんなさい」

			「もう、私は分かっていますよー。ユキさんとのあんなことやこんなことを考えて、思考停止してたって」

			「ち、違いますよっ!!　ユキ、違いますからね!!　決して、やましいことを考えては……」

			　そんなこんなで、リーアとじゃれ合った結果……。

			「リンゴジュース、こぼしちゃった……ふぇぇぇーん」

			　アスリンが巻き込まれて泣いてしまった。

			「ちょっと、いい大人がアスリンを巻きこんで、なにやってるのよ!!」

			「大丈夫ですか、アスリン!!」

			　ユキの膝上に座っていたラビリスと、助手席にいたフィーリアがアスリンの泣き声で飛び込んできました。

			　ついで車が停止します。

			　ジュースをこぼしたところがシミにならないように、処置をすることになりました。

			「まったく。２人ともユキさんの護ご衛えいなんだから、しっかりしてよね」

			「アスリンを泣かすのもだめ」

			「「すいません」」

			　車の掃除をしているあいだ、リエルとカヤからお説教されてしまいました。

			「まあまあ、２人とも反省しているし、許してあげよう」

			　トーリが私たちを庇かばってくれるのですが、正直、自分たちが悪いのは自覚しています。

			　本当にすいません。

			「うーん、べたべたするー」

			「ウエットティッシュで拭きましょう。それでべたつきは取れると思います」

			「ありがとう、シェーラちゃん」

			「アスリン、とりあえずこれを着なさい」

			「ありがとう、ラビリスちゃん」

			　泣いてしまったアスリンは、シェーラ様やラビリスと一緒に後片付けをしています。

			「兄様、シートはどうですか？」

			「うーん、特に問題ないぞ。そんなに大量にこぼしたわけでもないしな。ついでだ、少し休憩をしよう。で、ジェシカとリーアは、こってり絞しぼられているみたいだな」

			「「ごめんなさい」」

			「ま、反省しているみたいだし、俺からはとやかく言わないよ。それはいいとして、ミフィー王女が問題だとか言ってなかったか？」

			「あ、そうです。身に余る光栄なのですが、ミフィー様は私に憧れていまして……その、魔剣使いと数合でも剣を打ち合わせられる女傑と……」

			「あー、なるほど。そりゃ、ジェシカと結婚しました、なんて言うと問題になりそうだな」

			「はい、しっかり説明をすれば分かってくれるでしょうが、そんなことで時間を割くわけにもいきません」

			「だな。今回は、結婚の報告は先送りにするべきだな」

			「それがいいと思います」

			「しかし、どれだけ慕われているんだ？　それ次第では、俺はあまりジェシカの近くにいない方がいいかもしれないぞ？」

			「そこまで公私混同するような方ではないので、私の役職を言えば普通に接してくれると思いますが」

			「ふーん、ならいいか」

			　そんなことを話しつつ休憩を終えて、砦へとマローダーを進め無事に着いたのですが……。

			「騎士ジェシカ、よく無事で!!」

			「え？」

			　砦の門をくぐる前に、ミフィー様が抱き付いてきたのです。

			「傭よう兵へい団、いえ、王族との仲介役もご苦労。あなたのおかげで、いらぬトラブルを抱えずにすんだわ、ありがとう」

			「い、いえ。これもジルバのためです」

			　……私自身がユキと一緒にいたいからなんて言えませんよね。

			「しかし、現在の状況はとても厳しいの」

			「分かっております。だからこうして砦で会議をすると」

			「ええ、ですが、まず先にしておかなければいけないことがあります」

			　そう言ってミフィー様がようやく私から離れました。

			「何かありましたか？」

			「はい。と、後ろの方たちが例の？」

			「はい、その傭よう兵へい団と王族の末まつ裔えいのユキです。ユキ、こちらがジルバ帝国第５王女、ミフィー・ベージズ・ジルバ様です」

			「どうも。このような恰好で申し訳ない」

			　ユキが無難な感じで頭を下げます。

			「いえ、お気になさらないでください。今は国の危機。その瞬間に手を差し伸べてくれた貴方方に感謝いたします」

			　ミフィー様も丁寧に挨拶を返します。

			「ミフィー様、この挨拶が先にしなければいけないことなのでしょうか？」

			　先ほどミフィー様が口にしたことが気になって確認します。

			　自己紹介なら、わざわざ慌てて砦の門前でやるようなことではないのですが……。

			「ああ、違うのよ。騎士ジェシカ、今この時をもって仲介役は解任。そして、今後は私、ミフィー・ベージズ・ジルバの側近となりなさい」

			「は？」

			　なにを言っているのでしょうか？

			　理解がまるで追いつきません。

			　奥で姫様、マーリィ様が手を合わせて謝っていますが、どういう意味でしょうか？

			「これから起こる戦いは、生半可ではないわ。戦力を聞けば、傭よう兵へい団の方には魔剣使いがいないとのこと。ならば戦力が低いベータンの補強をしなければ、あっという間に落とされて戦線が崩壊します。ですので、ジェシカを私の側近にし、オリーヴをベータンに向かわせます。いいですね？　ユキ殿もそれでよろしいかしら？　これを前提として会議を進めたいのだけれど……」

			　ユキもどう返事をすればいいのか悩んで即答できずにいます。

			　私は、正直、結婚してすぐ引き離されるのとか絶対嫌で、つい……。

			「断ります!!　ユキと結婚していますので!!」

			「「「は!?」」」

			「あ」

			　やっちゃいました。

		

	
		
			　

			第２２６掘　友人

			　

			　ｓｉｄｅ　ジェシカ

			　――現在、話は中断中。

			　会議に参加して私の報告を聞いていたメンバーのほとんどが笑っています。

			　恥ずかしいのですが、あの時は仕方なかったんです。

			　正直、新婚なのに引き離されてしまうと思って、つい言ってしまいました。

			「いいわねぇ、面白くなってきたじゃない。というか、ジェシカもすっかり染まってるわね」

			「……申し訳ありません」

			「いいのよ。乙女おとめの恋路を邪魔する奴は、馬に蹴けられて死ねばいいし」

			　いや、さすがに一国の姫が馬に蹴られて亡くなるのはまずいでしょう。

			「で、それからどうなったのかしら？　というか、よくもこんな面白い話を黙ってたわね」

			「面白いのは聞いている方だけな。当事者の俺としては、どう問題なく話を進められるのかを必死で考えてたんだからな」

			「あー、それもそうね。って、あなたは無事だったの？　剣とか向けられなかったのかしら？」

			「いや、ここにこうしているんだから無事だったけどな。というか、剣とか向けられてたら、どうしたんだよ？」

			「「「え、普通にお仕置き。殺す気なら死刑」」」

			「声揃えて……皆こえーよ!!　なに、その当然みたいな反応!!　訓練で剣とか武器を普通に嫁さん同士で向け合ってるだろうに、特に、セラリア!!」

			「私たちはいいのよ。夫婦でお互いを高め合うためだから。でも、それ以外はあなたへの侮辱や脅おどしがほとんどでしょう？」

			「そりゃ、剣を向ける理由は、それぐらいしかないからな」

			「でしょ？　あなたを貶おとしめようとか、亡き者にしようと考える人は始末しないと」

			　私も含めて妻たち全員が頷きます。

			　周りにいるモーブ殿やナールジア殿が苦笑いを浮かべていますが、私たちの反応は当然ではないでしょうか？

			　夫を殺そうとする輩やからは、始末するのが当然だと思うのですが。

			「とにかくジェシカ、話の続きを頼む。下手に説明不足があると、ミフィー王女の首が飛びそうだ」

			「いえ、ミフィー様の話は剣を向けても立場上仕方ないかと。セラリア様も、そう思いますよね？」

			「ええ、それぐらいで一々首を切っていたら大変だわ。だから、お仕置きね」

			「大丈夫です。しっかり指導をしてきましたので」

			「あら、そうなの？」

			「はい。私が結婚したと宣言したあとなのですが……」

			　こうして私は、その後のやり取りを話し始めました。

			　

			「――いいですか、ミフィー様。いくら王族とはいえ、新婚の夫婦に手を出していいなどといったふざけた法はありません」

			「え、えーっと、あれ？」

			「聞いていますか、ミフィー様!!」

			「は、はい!!」

			　私は結婚宣言をしたあと、いきなり剣を抜いたミフィー様に説教をしていた。

			　まったく、確かに私の結婚で驚いたのはいいとしても、剣を抜くのは言語道断です。

			　あと、新妻を夫から引きはがすのとか、あり得ません。

			「確かに、私の結婚の件は驚いたことでしょう。しかし、私も女です。素敵な男性が現れれば惹かれます。私を慕ってくれたミフィー様にとっては、多少納得いかないことかもしれませんが、我慢していただかなければいけません」

			「……はい」

			「しかもです。ユキは傭よう兵へい団のトップであり、王族の末まつ裔えい。その人に対して私情で剣を抜くなど、あってはなりません。味方に剣を向けて、敵を増やすおつもりですか」

			「……本当にすいません」

			「そして、先ほどの命令ですが、取り消しをお願いいたします。ミフィー様はご存じないかもしれませんが、ユキとその仲間たちは、魔剣使いと同等かそれ以上の力を有しています」

			「え？」

			「これは事実です。ですね、マーリィ様、オリーヴ様、ミスト様」

			　私がそう言って視線を向けると、３人がガクガクと激しく首を縦に振ります。

			「マーリィ、ジェシカを止めてくださらないかしら？」

			「無理だ。ああなると、私でも止められん。正論すぎるからな。逆に口を出せば、私も説教される」

			「しかし、ジェシカ様が結婚されているとは……」

			　まったく３人も魔剣使いがいながら、ミフィー様の間違いを止められないとは嘆かわしいことです。

			「落ち着いてください、ジェシカ。ミフィー様も反省しておられます。これ以上、説教に時間を費やすのはやめましょう」

			「ヒヴィーア」

			「そう睨にらまないでください。そちらにも落ち度はあるのですから。結婚したのならば、文面で先に伝えるか、オリーヴ様に伝えていれば、ミフィー様もここまで動揺することはなかったでしょう」

			「……分かりました。確かに、私にも落ち度がありました。そして、今は早急に話をまとめなければならないのでしたね」

			「ええ。会議室の準備は整っています。ユキ殿たちも、このような場所でお待たせしてしまって、申し訳ない」

			「いえ、特に問題はありません。それと、ジェシカとの結婚報告が遅れてしまって申し訳ない」

			「いえいえ、このような戦時、しかも最前線です。私たちを気遣って隠しておこうという気持ちは分かります。新婚夫婦を最前線に送るのは、さすがに気が引けますからね。ですが、隠そうとしていたということは、何か打って出るつもりだったのですか？」

			　さすがヒヴィーア、伊達に長く付き合ってはいませんね。

			「どういうことですか？」

			「ミフィー様、ジェシカが無意味に乙女おとめを爆発させた結果、結婚のことを隠していたとは思えません。というか乙女心からの行動であれば、むしろちゃんと結婚したことを伝えて最前線から外してもらおうとするはずです」

			「……確かに」

			「その話をちゃんと聞くために、会議室に参りましょう。いいですか、そこのお三方？」

			　ヒヴィーアがそう言って、マーリィ様と魔剣姉妹を睨にらみます。

			「そ、そうですわね。さあ、早く会議を始めましょう」

			「そうだな、さあ行こうか」

			「……はぁ、すいません皆さん。さ、ミフィー様、こちらに」

			「わ、分かりました」

			　ミスト様に促うながされ、ミフィー様は逃げるように砦の中へと消えていきます。

			「ミフィー様になつかれていた貴女が、しかるべき対策を取っておくべきでしたね」

			「むっ」

			「いえ、違いましたね。自分で我慢できずに暴露したんでしたよね？」

			「……そ、それは」

			「……ジェシカ、本当に良いのですか？」

			「え？」

			「貴女がそこまで女を見せられる相手ができたのは、同僚として、同じ女として嬉しく思います。ですが、これから話す作戦は、その幸せを賭けるほどの価値があるものなのですか？」

			「ヒヴィーア？」

			「ユキ殿」

			　私はヒヴィーアの言葉に反応できませんでした。

			　彼女は私の答えを待たず、ユキに向き直りました。

			「なにをどうやって、ジェシカのことをここまで女にさせたのかは知りません。詮索する気は毛頭もありませんが、今のジェシカはとても幸せそうです。そして、貴方が従える後ろの女性たちも彼女と同じように幸せな顔をしています。貴方は、それだけ好かれる何かを持っているのでしょう」

			　ヒヴィーアがそう言って、ナイフを両手に握りました。

			　彼女は体格に恵まれないため、体の小ささを利用した暗殺者のような戦い方をします。

			　握っているナイフは、彼女の最も得意な武器。

			　それはいいとして、なぜ彼女は武器を握っているのでしょうか？

			「……貴方は、ジェシカと後ろにいる女性たちの幸せを賭けるのですか？　こんなくだらない戦いに、彼女たちに命を賭けさせるのですか」

			　ヒヴィーアが、射貫かんばかりにユキを睨にらみつけます。

			「……私は認められません。貴方の作戦は採用できません。貴方は、彼女たちを抱えて逃げるべきです。その幸せを賭けることは認められません。……今逃げるのなら、私がすべて誤魔化します」

			「ヒヴィーア、なにを……」

			「私の友が幸せを掴んだと言うのに!!　それを無為にするようなことは認められません!!」

			　叫んだ。

			　いつも冷静で物静かなヒヴィーアが叫んだ。

			「この戦いに勝てば、さらなる戦場が待ち構えています。……そこでも貴方は、友の幸せを賭けるつもりですか？

			　……私は貴方と友のどちらかが倒れ、どちらかが泣いている姿を見たくはありません。

			　……人はいずれ死にます。軍人である私はそれを肌で実感しました。だからこそ、幸せを掴んだのなら、その幸せを大事にしてください!!　逃げていいんです!!　こんなくだらないことで幸せを散らす必要などないのです!!」

			　なにが、ヒヴィーアをここまで突き動かしているのでしょうか……。

			　私は彼女に対してどう声をかけていいのか、分かりませんでした。

			「……逃げるつもりはない」

			「なぜです」

			「それに答える前に、そこまで君を動かすモノ、理由を聞いてもいいかい？」

			　ユキの問いかけに、彼女は少し肩を震わせ、口を動かしました。

			「……実感しただけですよ。目の前で家族を失くし、恋人も失くした。だから、ただのお節介です。私の自己満足です。ジェシカや貴方の後ろにいる女性たちが、どんな過去を抱えているのかは知りませんが」

			「そうか。自分でそう言うのなら、本当に自己満足なんだろうな」

			「ええ。私は身勝手に、貴方とジェシカや後ろの彼女たちが幸せに子供を授かり、育て、巣立ち、一緒に年老い、寿命を全うして欲しいと思っただけです。それで……貴方が逃げない理由を、聞かせてもらってもいいでしょうか」

			　ユキがヒヴィーアの真剣なまなざしから視線を外し、少し首を傾けて考え始めます。

			「そうだな……逃げない理由か、多分……」

			「多分？」

			「俺にとっては、今この場は、逃げないことが幸せに繫がっていると思うんだよ」

			「英雄的思考ですね。そんな甘い考えでは、すべてを失います。そう言うと思いました……だから、無理やりにでもっ!!」

			　そう言ってヒヴィーアはナイフをかざし、ユキに襲い掛かります。

			　殺気のない行動で、気絶させようという意思が伝わってきました。

			　それは、私たちに幸せになって欲しいと願う彼女の身勝手な答えでした。

			「はっ、やめてくれ。英雄なんざ、こちらから願い下げだ。というかな、逃げる時は逃げるぞ!!」

			「えっ？」

			　ヒヴィーアの気迫が薄れます。

			　それもそのはず。

			　真面目な話をしていたのに……ユキの答えは真面目なのでしょうね、本人からすれば……しかし、万人にとってはその場にそぐわない答えでしょう。

			　気迫の薄れた一撃は、あっさりと躱かわされて……。

			「勝ち目のない戦いはしないし、嫁さんを危険にさらすようなことなんかするか!!」

			　さらに意味不明なことを言われた結果、ヒヴィーアが再度攻撃を繰り出すも、またもや躱されます。

			「無茶苦茶ですよ!?」

			　ヒヴィーアがわけが分からないと言わんばかりに声を上げました。

			「だって、敵の物資を奪うか燃やして、向こうを撤退するしかないようにするんだからな!!」

			「はい!?」

			　その言葉を聞いて、ヒヴィーアが攻撃をやめました。

			「さて、マーリィ殿の優秀な副官殿、魔剣使い級の腕の持ち主が目の前に多数いるのが現在だ。個人行動によって物資をどうにかして、敵を撤退に追い込むのと、まともにぶつかり合って敵を押し返すのと、どちらが全体的にいい手段だ？」

			「……前者です。いえ、どちらか一方を取るのではなく、全部を試すのが最善だと思います。ミフィー様による捨て身の交こう渉しようも含めて」

			「だろ？　逃げる、戦う、そんな二択だけじゃないってことだ。まあ、ヒヴィーアの言った通り、嫁さんが死ぬ可能性もないわけじゃない。だが、ここで逃げたら、ジルバが勝とうが負けようが俺たちはお尋ね者だ。それは拒否したい」

			「……」

			「暴走したのは、ミフィー王女だけじゃなかったな。ヒヴィーアがジェシカ大好きなのは分かったが、もうジェシカは俺の嫁さんだからやらん」

			　ユキがそう言い終わると、ヒヴィーアがゆっくりこちらに振り返りました。

			「えーっと、ヒヴィーア、気持ちはありがたく受け取ります。友として私も嬉しく思います」

			　私がそう言うと、ヒヴィーアは顔を真っ赤にして……。

			「ひゃぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁあ……!!」

			　荒野へ駆けだしました。

			「うむ。見事にとどめを刺したな、ジェシカ」

			「いや、真面目な話をぶっ壊した貴方に言われたくないのですが」

			「何を言ってるんだ。俺の話は、至極真面目だぞ。作戦は臨機応変にするのが重要。逃げるのは得策ではないし、俺たちが取りうる手段を説明しただけだ」

			「……もうちょっと、カッコイイ方法で言えないのですか？」

			「聞く耳を持たせるには、ああいう方法がいいんだよ。というか、あの真剣さを見るに、玉砕覚悟の防衛戦をするつもりだったろうしな」

			　ヒヴィーア、相手が悪すぎたようです。

			「そういえば、リーアやみんなは、ユキが襲われたときに何で手を出さなかったのですか？」

			　私はようやく、ユキの護ご衛えいでいるみんなが動かなかったことに気が付きました。

			「え？　だって、あれ、ジェシカ大好きーって話でしょう？」

			「だよねー。殺気もないのにどうしろっていうんだよ。ね、トーリ？」

			「うん。いい友達だね、ジェシカ」

			「私たちみたいだね」

			「そうね」

			「親友なのです!!」

			「素敵な友人だと思いますよ」

			　みんながそう言って、私に笑いかけてくれます。

			「さて、ヒヴィーアが戻ってくるまでに、会議室で作戦の説明でもしておくか」

			　ユキさんがそう言いながらさっさと砦へ入っていき、みんなもそれに続きます。

			　後で戻って来たヒヴィーアは、全面的にこちらの作戦に賛成して、あっさり物資の襲撃作戦は通ったのです。

		

	
		
			　

			第２２７掘　今後の細かい話と……

			　

			　ｓｉｄｅ　セラリア

			　これは確かに、一々暴露する話でもないわね。

			　ジェシカとヒヴィーアって子の友情話を聞いて、だいたい流れは分かった。

			「なるほどねぇ。そういうわけで、基本的にこっちの意見は簡単に通る状態なのね？」

			「ああ、エナーリア軍は、ミノちゃん軍の出現によって退却せざるを得なくなった。しかし、それはジルバ帝国にとっても脅威なわけだ」

			「ミノちゃんを悪く言うつもりはないけど、向こうで伝説って呼ばれている魔物なのは助かったわ」

			「別に、いいだよ。セラリア様とか、ウィードの皆から好かれてるんならいいだ」

			「まったく、素晴らしい忠臣ね。どこかで女に振られまくっている上司に見習わせたいわ」

			　そう言いながら簀す巻まき状態のスティーブを見ると、涙で床を濡らしていた。

			　……しかし、自分で言っておいてなんだが、さすがに可哀想かわいそうね。

			　あとで、何かフォローしておきましょう。

			　ま、それより会議を進めないと……。

			「というわけで、ミノちゃんはエナーリア相手に交こう渉しようをすることになっているわけだ。俺たちは、その交渉結果をジルバに伝える役だな。エナーリア軍を追い返した実績に加えて、伝説の魔物、さらに知恵をもって軍を運用する。ジルバとしても、この魔物たちを無視してエナーリア軍の追撃なんてしようとは思わんだろ」

			「でも、ジルバ帝国は領土を奪って万々歳だけど、エナーリア軍の方は引くわけにはいかないんじゃない？　領土を奪われているのよ？　いったん引いたとはいえ、すぐに準備整えて、ミノちゃん軍とは不可侵の条約でも結んで攻めてくるんじゃないかしら？」

			「可能性はゼロではないが、ほとんどないな」

			「なぜかしら？」

			「捕ほ虜りよを取っているのが１つ。ついでに、その捕虜が魔剣使いだということ。そして、ミノちゃんたちからは、敵意がないということを示す目的で、ナールジアさんのお眼鏡に適わなかった適当な三流品を献上品としてあずけている」

			「ちょっ、ナールジアさんのって!?」

			　ナールジアさんが作る武器は、剣から鎧よろい、果てはユキたちの故郷の武器、銃火器まで多種多様だ。

			　しかも、エンチャントという特殊なスキルで、魔術を組み込んだ武器を作れるのだ。

			　ユキの知識を織り交ぜた結果、最近はトンデモない武器が生まれている。

			「ああ、大丈夫ですよ、セラリア様。私が作ったものじゃなくて、鍛か冶じ協会の皆がダンジョンに置く物ってことで、選別から外れたものですから」

			　ふう、それはよかった。

			　さすがに、あの兵器と呼んでいい武具をばらまくようなことはしないか。

			「なるほど……、で、どの程度の物なのですか？」

			「そうですねー。前に見せてもらった、マーリィさんや、オリーヴさん、ミストさんの魔剣の性能を少しあげたような感じですかねー」

			「……それって、新大陸からすればトンデモない品じゃない？」

			「だからだよ。相手さんは、そんなモノを軽く渡す相手のことをどう判断すると思う？」

			「……価値が分からないって馬鹿にするにしても、無視できるような状態じゃないわね。魔剣が大量に手に入るかもしれないっていうなら、ジルバとはさっさと停戦を結んで、ミノちゃんたちとお近づきになりたいと思うはず……。奪うにしても、ジルバが横やりを入れれば迷惑極まりないし、必ず停戦しようとするわね」

			　なるほど。

			　エナーリアとしてはもっと魔剣級の武器が欲しいし、ミノちゃん軍がいれば、ある種のジルバへの盾としても使える。

			「逆に、これを無視して侵攻してくるような相手なら、どうにでも料理できるわ」

			　そこまで馬鹿なら交こう渉しよう相手として失格だし、時間をかけるだけ無駄ってことを証明するようなもの。

			　ふむ、見定めるいい機会ってことね。

			「そういうこと。まあ、お互い大国だし、利益をしっかりとってくるだろうがな」

			「そうね。エナーリアは一応、侵略されてる側だから、抗議をいれるだろうけどそれは表向きよね。その間にミノちゃんたちと仲良くすればいいんだし。ジルバ側はミノちゃんたちにエナーリアを退けてもらったっていう恩があるし、ミノちゃんたちと会話の席にはつくでしょう。ジルバがミノちゃんたちのもつ物資の価値を知るのは、エナーリアの後よね」

			「その時には、すでにエナーリアとミノちゃんが何かしら協定でも結んでるだろうな。で、ジルバは攻めることもできずに、交渉をするしかないわけだ」

			「そうよね。その時には、ミノちゃんとエナーリアが組んでいるようなものだし、手を出されれば大義名分ができる。エナーリアからすればミノちゃんたちを味方として引き入れた上で、停戦協定を破ったと言って対抗できるものね」

			　まともに考えられる相手なら、ここで停戦しかあり得ないという状況ね。

			「まあ、そんな感じだな。で、停戦を結ぶにあたって、ジルバ側からはミフィー王女がエナーリアに派遣される可能性は高い」

			「確かに、停戦を結ぶにしても国の代表が赴おもむかなくてはいけない。なら、運よく最前線にいるミフィー王女を代表にするのが手っ取り早い」

			「本来なら、王と王が顔を突き合わせてやるべきだろうが……」

			「今回は、お互い下手に顔を合わせたくないってわけね？」

			「ああ、ジルバとしては侵攻して領土を奪っているから、停戦を受け入れたとはいえ警戒したい。しかも、よそともケンカをしているから、余った軍は即座に他にばらまきたい」

			「エナーリアとしては、領土は失ったけどミノちゃんたちと繋がりを得たわけだし、秘密裏に先んじて、ミノちゃんたちと取引や交こう渉しようをしたいわけね？」

			「そういうことだな。というわけで、想定通りミフィー王女がジルバ王から停戦関係の命令をもらうことになれば、その関係で俺たちが先に停戦の話を伝える役になるか、ミフィー王女の護ご衛えいって形で同行することになるだろうよ」

			　ただの傭よう兵へいでは国家間の交渉事に関わるのは難しいが、そこで、ジルバ王がミフィー王女に咄嗟に言った王族の末まつ裔えいって設定が効いてくるわね。

			　私たちがついて行く理由としては十分だ。

			　正式な国の代表にはなれないが、ジルバ側として参加する分には問題ない。

			「……ん？　そう言えば、その話だと、ミノちゃんたちは別枠で参加するみたいね」

			「その通り。ミノちゃんたちは、現状、第三者だ。迂う闊かつに刺激できないし、色々な意味で強力な勢力だな。ジルバとエナーリアが停戦にいたる最大の要因だから、表に顔を出さんわけにはいかんだろうよ」

			「そうね。……ああ、なるほど。ミノちゃんに意識を集めさせるってわけね」

			「普通なら俺たち、亜人を連れた傭よう兵へい団だけだと悪目立ちするが、伝説の魔物ミノタウロス軍がいればそっちの方が目立つだろうよ」

			　エナーリアとしてもミノちゃんたちへの対応に手一杯だろうし、さっさと停戦してミノちゃんと交こう渉しようをしたいだろう。

			　そう考えると、私たちが危険に晒さらされる可能性は、真っ向からジルバ対エナーリアで打ち勝ったときよりも確実に低いだろう。

			「私たち傭兵団としては、表向きはミノちゃん軍と初めて顔を合わせたような姿をジルバとエナーリアに見せておいて、裏では繋がっているってわけね。相変わらず、こういうの好きよね、あなた？」

			「目立たないのがモットーなんでな。ま、これでエナーリア王都に堂々と潜り込めるわけだ。といっても、まだ停戦も決まっていないし、国同士だと色々と通さないといけないところがあるだろうから、早くても１か月後だな。それまでは、のんびりしよう」

			「あー、結局、一度暴れただけで終わりなのね。もう少し羽目を外せばよかったかしら」

			　私がそう言うと、皆が軽く笑う。

			　これで、だいたい会議の議題は終わりだ。

			　そろそろサクラの様子でも見に行こうかしらと視線を移すと、ラッツが具合悪そうにしていた。

			「ラッツ、大丈夫？」

			　彼女は今妊娠している。

			　私もちょっと前までは、同じ状態だったのだ。

			　ずっと妊婦仲間として一緒にいたのもあって、少しの変化にも気付くことができた。

			「あ、うん？　セラリアですか、すいません。ちょっと、お腹の子が激しく暴れて……ううっ……」

			「ちょっ、それって、まずっ!!　あなた、急いでラッツを病院へ!!　って!?」

			　ラッツから視線を外し、夫の方に向くと……。

			「おい、エリス!?　デリーユ!?　大丈夫か!!」

			「は、い。問題ありま……っつ」

			「ユキ、お腹の子が、暴れ……」

			　うそ、あっちも!?

			「キルエ、大丈夫ですか!?」

			「……無論ですとも、お腹の子が元気がいいだ、け」

			「キルエさん、無理はいけません。少し落ち着いたら、病院に行きますよ」

			「し、かし、ルルアさ、ま、この場の片付けが……」

			「そんなことより、キルエさんとお腹の子が大事です。片付けなら、ミノちゃんやスティーブに任せればいいんですから」

			　ええー!?

			　残りの妊娠組が全員産気付いてる!?

			「あわわっ、どうしよう!?」

			「お、落ち着くのです、アスリン!?」

			「はいはい、２人とも落ち着きましょうね。で、どうするの、セラリア？」

			　ラビリスがアスリンとフィーリアを落ち着かせて、こちらに尋ねてくる。

			　うん、落ち着きましょう。

			　この場で出産の経験があるのは、私とルルアだけ。

			　ルルアは医者としてそのまま病院に向かわなきゃだし、私が指揮を取るべきね。

			「あなた、皆を１人ずつ慌てず病院へ運んできて。リーアとジェシカは補佐」

			「分かった!!」

			「「分かりました」」

			「ミリーはお婆様を呼んできて、また出産を手伝ってもらうわ。無論、ミリーも一緒にね」

			「はい、分かりました!!」

			「ルルアは、先に病院に行って準備を。エルジュも魔王城から呼び戻しなさい」

			「分かりました」

			「トーリとリエルは関係各所へ連絡を。混乱させないようにして」

			「分かったよ」

			「任せて!!」

			「カヤは、エリスの代わりにラジオの準備と放送。大丈夫よ、カヤならできるわ」

			「え……。うん、分かった」

			「モーブたちは、冒険者ギルドへの連絡を。ミリーが完全に動けないことを伝えて」

			「おう」

			「任せてくれ」

			「分かりました」

			「シェーラは、ラッツが動けない分の輸出管理を」

			「はい」

			「アスリン、フィーリア、ラビリス、そして私は家に戻って子供の世話よ。一緒にいたいだろうけど、サクラとスミレを残すわけにはいかないわ」

			「分かりました!!」

			「なのです!!」

			「分かったわ」

			「スティーブは、街の警備を限界まで上げなさい。騒ぎになるのは確実だから」

			「分かったっす!!」

			「ミノちゃんは、即時新大陸のダンジョンに戻って監視をお願い」

			「了解だべ」

			「ナールジアさんはトーリたちが連絡したあと、混乱が起きないように二重で監視と抑制をお願いします」

			「分かりました」

			「ザーギスはジルバに戻って作業を続けて。ピースはミノちゃんについて行って、色々情報をまとめて頂戴」

			「分かりましたよ」

			「了解した」

			　よし、全員に指示は出したわね。

			「皆、よろしく頼むわ」

			「「「おう!!」」」

			　さあ、正直、戦争より大変な戦いよ。

			　

			「サクラちゃん、スミレちゃん、お姉ちゃんたちがいまいくからねー!!」

			「そうなのです!!　私たちがちゃんと守るのです!!」

			「ふふ……、２人とも必死ね。かわいいわ」

			「あのー!!　アスリン様!!　頭!!　頭返してー!!」

		

	
		
			　

			第２２８掘　各国の動き

			　

			　ｓｉｄｅ　エナーリア聖国　聖王エナーリア７世

			「……この魔剣を贈ってきたというのは、本当か？」

			「はい」

			「……間違いございません」

			　現在、私たちは厳重な警戒態勢の下、ほぼ軍を損なうことなく引き返してきたプリズム将軍に加えて、援軍として派遣していたウーリー将軍とその部下たちを交えて話を聞いていた。

			　当初は、ベータン一帯を取り戻せずに帰ってきたと聞いて驚いたが、ことの経緯を聞けば頷かざるを得ない。

			　見知らぬ軍が現れたのだ。

			　それに対して無暗に攻撃を仕掛けて敵対行為をとれば、ジルバと組まれる可能性がある。そうなれば、こちらが不利な状況に陥おちいるだろう。

			　そして、何より、その魔物を率いる長と思しきものがミノタウロスという伝説の魔物だというのだ。

			　幸い、ミノタウロスは伝説に聞いていた話と違い、私たちの言葉を話す上、争いを好まぬ性格なようで、プリズム将軍やウーリー将軍の兵を無暗に襲うことはなかったという。プリズム将軍に至っては、彼らの住処である遺跡内の食糧を奪ったのにもかかわらず、穏便に済んだそうだ。

			　話し合いの結果、エナーリア軍が奪った食糧については彼らに返却することになり、それまでの保証として先方に対してエージル将軍を捕ほ虜りよとして差し出すことになった。これに対して、向こうからも信頼の証として……魔剣や伝説の武具の山が送られてきたのだ。

			「……しかも、適性など気にせず、私にも使える。これは……」

			「はい、このような武具をあっさり渡すなど、通常は考えられぬこと」

			「しかるに、彼らにとってはこの武具ですら取るに足らない物なのか、それともこちらに誠意を見せるために貴重なものを贈ったのか判断がつきかねます。たとえ魔物であっても、言葉で約束を交わした相手です。民を支える騎士として、貴族として、聖王の判断を仰あおぎに参った次第です」

			　そう、この魔剣は魔剣使いではない私でも使えるのだ。

			　このような武器は、今まで我が国には存在していなかった。

			　剣を持って念じれば、炎が出る。

			　おそらく意識しだいで、さらに大きな炎を発生させることもできるだろう。

			　このような武具をあっさり渡すその魔物の軍とぶつかり合うのは、なによりも避けなければいけないのは明白だ。

			　将軍たちにも、決して失態を犯さないよう言い含める必要があるだろう。

			　予期せぬ出来事により、本来の目的は達成できていないが、この発見は領土を奪い返すことよりも意味が大きい。

			「……ふむ。将軍たちの話は分かった。本来なら目的を達成できなかったことを罰するべきなのだろうが、この魔剣や武具を持ち帰りながらなお罰する王がいれば、それは暗あん愚ぐであろう」

			　私がそう言うと、一緒に話を聞いていた宰相も頷く。

			「はっ、陛下の言う通りかと思います。相手がこの未曾有の武具を作り出すことができるのか、ただ所有していたのかは存じません。ですが、その相手と友ゆう誼ぎとまではいかなくとも、交こう渉しようの余地を残して戻ってきたことは、これからのエナーリアにとってベータン一帯を取り戻すことよりも大きな利益となるでしょう」

			「となると、素早くその魔物の軍と話をして、我が聖国に招かなくてはならんな」

			「はい、多少国民に混乱はあるでしょうが、ゴブリンやオークを飼っている者も多々います。そういった方向で押し通せば、問題はないでしょう」

			「……ふむ、そのミノタウロスが機嫌を損ねたりはせぬか？　どう思う、ハイン？　実際にそのミノタウロスと話した身としては？」

			　ハインは、私が若い頃から一緒に戦場をかけまわったよき相棒でもある。

			　今回の件、さすがハインと言ったところか。話を聞けば、その魔物の軍を相手に数騎の護ご衛えいだけで交こう渉しように赴おもむいたとのこと。

			　相変わらず、豪胆な男よ。

			「そうですな。私が見た感じ、ミノタウロス将軍とオーク副将軍の部下の統率はしっかりしており、こちら側が魔物を見慣れぬことを前提に丁寧に接してくれました。こちらから実害を伴う危害を加えねば、多少の誹そしりは流してくれる人物……いえ、魔物ですな。というか、ケンカを売るなら私たちがいないところで頼みます。分散した我らの部隊の一部は魔物たちと戦いましたが、我々は手足すら出せないなかで物資だけを奪われ、行動不能にまで追い込まれたようですから」

			「……たしかにな。その話がどこまで信用できるかは怪しいが、実際に物資は奪われ、逃げ戻ったあとに返却されたのは事実だったな？」

			　私はウーリー将軍へ視線を向ける。

			「申し訳ございません。陛下からお預かりした物資を奪われ、多少であれ大事な兵の命を損なったのは、私の責任でございます」

			　そう、ウーリー将軍の下、敵を分断、孤立させ、１か所ずつ確実に落としていく作戦を取ったらしいのだが、そこを魔物の軍に突かれたあげく物資を奪われて行動不能にされたというのだ。

			　証言では女２人にやられたという話もあるが、どれもこれも話に出てくる容姿が違うし、肝心のウーリー将軍は脅威の力を持つゴブリンにやられたというし、他の目撃者もいる。

			　そして、森に入った部隊はヘビの魔物にやられたと言うのだが……。

			「よい、ウーリー将軍のおかげで、魔物軍の力をおおよそだが量ることができる」

			「ですな。物資を奪われるという失態は犯しましたが、相手の戦力を知る機会を得ることができました。何も知らずに魔物たちを迎え入れていれば、力ずくで支配下に置いた方がいいなどと言う輩やからが必ず出ます」

			「宰相の言う通り。そのような事態になれば、我がエナーリア王都は地獄絵図となろう。ゴブリン数匹で、ウーリー将軍を含めて３００人以上を沈めることが可能な魔物がいるのだ。それが判明したのは素晴らしいことだ。恥ずべきことではない。ウーリー将軍は、その身をもって国を守ったといっても間違いはなかろう」

			「……ありがとうございます」

			　それ以前に、この宝物を持って帰ってきたというだけで、失態は取り消される功績だがな。

			「問題はジルバ帝国か……」

			「ですな。この状況で戦争を継続しても、我々には不利益しかないですから。さっさと魔物軍をこちらに招くためにも、停戦を持ち掛けねばなりません」

			「ふむ、しかし、いきなりベータンをあきらめれば向こうが警戒しないか？　この機に乗じて、さらにこちらに攻めてくる可能性はないのか？」

			　そう、停戦を結びたいのだが、ジルバが応じるとは限らない。

			　向こうがこれ幸いにと、一気に攻めてくる可能性もあるのだ。

			「そこは、何とも言えませぬが、魔物の軍の協力を得られていれば、停戦の話を呑む可能性は高いでしょう」

			「……なるほど。向こうにも、魔物軍がいかに強大かを知らしめるのだな？」

			「ええ。幸い、私たちしかこの魔剣や武具のことは知りませんし、ジルバ相手に魔物軍がこのような宝物を贈る理由もありませぬ。というか、すでに私たちが平和的に交こう渉しようしている時点で一歩先んじています。万が一ジルバが攻めてくるのであれば、その時には魔物軍と協力することも可能でしょう」

			「そうなれば我が軍は強力な味方が得られ、今後の仲も深められるというわけか」

			「はい。しかし、おそらくジルバも考えなしではないでしょうから、停戦に応じるでしょう。いきなり見知らぬ軍が現れたのです。無暗に攻めれば痛いところを突かれるから、そんなことはしないでしょう。向こうも、ベータンを手に入れられたのです。時間を稼げるなら、それに越したことはないはずです」

			　宰相との話で停戦が最もよい選択肢だと分かる。

			　たとえ失敗しても、魔物軍が私たちの味方になる公算が高い。

			　……身内がうるさいかもしれないが、この宝物を見せれば納得するか。

			「よし。プリズム将軍、ウーリー将軍、ベータンを制圧しているジルバ帝国の将へ停戦の打診をせよ。同時に、魔物軍の下へ赴おもむいて、捕ほ虜りよとなっているエージル将軍を解放してもらうべく、我が軍が奪ったというぶんの物資を譲渡してくれ。また、その際に魔物軍にはエナーリア聖都への御足労を願え。代表者には、１００までの部下の同行を認めると伝えてくれ」

			「「はっ!!」」

			　さて、私と宰相はうるさい好戦派を沈めなくてはならんな。

			　

			　ｓｉｄｅ　ジルバ帝国国王　フィオンハ・レーイガ・ジルバ　ジルバ８世

			「ふむ、これは停戦するべきだな」

			「そうですね。状況が不明瞭すぎます。今後、魔物の軍勢がどう動くのかまったく分かりません。最悪、エナーリアと共闘する可能性もあります」

			　我はミフィーからの報告書を確認しているところだ。

			　まったく、次から次へと問題が起こる。

			　しかし、これは考えようによってはいい話かもしれぬな。

			　報告書を見たエアも同じ考えに至ったのか、私の停戦案を支持した。

			「現状、ベータンへの増援は、無理をおして送っている状態です。停戦が叶かなえば、ミフィー王女の勇名を馳せることで士気があがり、ベータンを確保したという事実も残り、無理に送った増援を再び元の配置に戻すことも可能です」

			「で、あるな。停戦を無視してこちらに攻撃を仕掛ければ、エナーリアの名が一気に落ちる。多くの領土を抱えるエナーリアとしては、そんなことはせぬはずだ。問題は向こうがベータンを取られたまま、大人しく停戦に応じるかだ……」

			　そう、問題はエナーリアが停戦に応じるかどうかだ。

			　現状、遺跡に落ちた軍勢は援軍と一緒に撤退したが、向こうの兵の損失はほとんどない。

			　物資を補給すれば、すぐにまた攻めてくる可能性がある。

			「……希望的観測ではありますが、停戦には応じると思われます。魔物の軍勢がいるのです。お互い横やりを入れられる可能性がある以上、今回の停戦の申し入れは向こうにとっても無視できないと思いますが」

			　エアの言う通り、普通に考えるならばそうだ。

			　しかし、今の戦況は、我らがエナーリアを侵略してベータン一帯を奪ったところだ。

			　あそこの穀倉地帯はかなりの利益を生むので、このような事態であっても簡単に手放すかどうかは怪しい。

			「なにか、こちらから手を打つ必要があるな……。しかし、なにを……」

			「……申し上げにくいのですが、いっそのことミフィー様を停戦の使者として向かわせて、そのままエナーリアへとお嫁にやるという手はありますが……申し訳ありません、すぎたことを申しました」

			「いや、よい。むしろいい手だ。もともと時間稼ぎのためにミフィーを送ったのだ。末席とはいえジルバの王族だ。それを嫁に出せば、エナーリアとしても嫌とは言えんだろう。あそこの穀倉地帯には、それだけの価値がある。今後、エナーリアと停戦がどれだけ続くのかは分からぬが……長ければ長いほど、こちらにとっては兵を割かずに済むのだからいいことだ」

			「はい、ですが……」

			「ふむ、ならば、捕ほ虜りよになっている聖剣使いを聖剣と共に解放しよう。聖剣の秘密を探れないのは惜しい気もするが、今は停戦が確実になる方がよい。魔物の軍勢への対応も、停戦によってエナーリアと協力体制がとれるだろう」

			「なるほど。こちらが捕らえた魔剣……いえ、聖剣使いをエナーリアへ返すのであれば、ミフィー様の嫁入りの件も合わさって、受けないわけにはいけませんね」

			「よし、この案で停戦へ望むべしとミフィーへ命令書を。直接、エアが持って行け」

			「はっ!!」

			「停戦を結ぶ会談が行われる場所は、おそらくエナーリア聖都になるはずだ、万が一を考えて、ユキたち傭よう兵へい団に護ご衛えいを頼め。そうすれば、向こうの好戦派によってミフィーたちが暗殺されて停戦がご破算になるようなことは防げるだろう」

			「了解いたしました!!」

			　ある意味、魔物の軍勢には感謝せねばな。

			　これで停戦が成れば、エナーリアへの警戒態勢はかなり下げられる。

			　他への侵攻にも力を入れられる。

			「……ミフィー、王族としての務めを果たしてみせよ」

			　

			　ｓｉｄｅ　トーリ

			　皆で会議中、ラッツたちが産気づいたのを受けて、私はリエルと一緒に、関係各所への連絡を慌てて行いました。

			　セラリアとルルアの時は、街が１日大騒ぎになって臨時のお祭りになったぐらいだし。

			　私たちはそうした事態を想定して、庁舎に現状を報告し、色々と準備を怠おこたらないように伝えるなど大忙しです。

			　必死に各所への連絡を終えて、病院に戻ってきたのだけれど……。

			「まだかな……。みんなは無事に産めるかな……。子供たちは……。うわぁぁぁ……」

			　ユキさんが廊下でうねり歩いていました。

			「……またですか？」

			「……みたいだね」

			「……変わらない」

			　横からカヤの声が聞こえてきたので振り向くと、カヤがユキさんを見ながらため息をついています。

			「……ユキは、私たちと子供のことについてはめっきり弱いみたい」

			「だねー。こんな慌ててるのを見るのは、セラリアとルルアの出産の時以来だもん」

			「でも、嬉しいよね。私たちのことをこんなに心配してくれてるんだから」

			　私がそう言うと、２人とも嬉しそうに頷いてくれます。

			「でも、そろそろウザい」

			「うん。邪魔になるよね」

			「そうだね。可哀想かわいそうだけど、皆の叫び声なんて聞いたら邪魔しそうだから……ユキさん」

			　私たち３人は、同じ考えに至ります。

			「トーリ、リエル、カヤ、お疲れ!!　でも、こっちはまだだよ。まったく、俺にできることはないかな？　なんでもいいんだ。みんなの手助けになることはないか!?」

			　ユキさんが、必死に私の肩に手を置いて話しかけてきます。

			「あ、あのユキさん、お、落ち着いてください!?」

			「はいはい、落ち着こうね」

			「……ユキ、寝てて」

			「ふぇ？」

			　カヤがサッと睡眠の魔術をかけると、ユキさんがあっさり意識を失いました。

			　倒れるユキさんを、私が抱き留めます。

			「無理はしないでください。ユキさんの分は、私たちが頑張りますから」

			「さ、おねむしようねー」

			「……こら、リエルはユキと一緒に寝てないで、みんなのところに行く」

			　前と同じようにユキさんを空いている病室のベッドに寝かせたあと、リエルを２人で引きずりながら、新しい命を迎える手伝いに向かいます。

			「ちょ、耳は、耳は引っ張らないで!?　ユキさんだけだよ!?　耳をさわっていいのは―――!!」

		

	
		
			　

			第２２９掘　乙女おとめ？

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「ほれ、そんな顔をせずに立派に務めを果たしてこい。妾わらわの娘、ユーユもそう言っておる」

			「うー」

			　デリーユをはじめ嫁さんたちは、無事に出産を果たした。

			　相変わらず、俺は出産直前に眠らされたが。

			「はい、私たちは大丈夫ですから、お兄さんは仕事を頑張ってくださいねー。ねー、シャンス」

			「あー」

			　ラッツと彼女の腕の中にいる娘シャンスが、そんなことを言う。

			「って、まだ生まれたばかりだから、そんなこと言うわけないだろ」

			　俺が２人につっこみをいれると、他の嫁さんが口を開いた。

			「はいはい、ユキさん、駄々をこねないでください。もうすぐエナーリアでの交こう渉しよう事があるのですから。それに他にも捕ほ虜りよの尋問や、ベータンの今後をまとめたりしないといけないんですから」

			「そうです。旦那様は、これからのことがあります。私たちのことは、ご心配なく。無論、子供のことは私たちが全力で守ります」

			　エリスもキルエも、同じように娘を抱えている。

			　エリスの娘はエリア。

			　キルエの娘はシャエル。

			　全員可愛かわいいんだよ!!

			「いや、分かってるけどね。出産したばかりの嫁さんと、生まれたばかりの娘たちをほっといて行けるわけないじゃん!!」

			　誰だって嫁さんが子供産んだら有給とるだろ!!

			　休んでいいじゃん!!

			「いや、なにを言うとるか。ユキが妾わらわたちをほったらかしにしてるわけじゃなかろ」

			「そうですよ。お兄さんってば、私たちが出産してから毎日毎日、私たちにつきっきりじゃないですか」

			「ですね。話を聞く限り、私たち以外の妻を蔑ないがしろにしているわけでもないみたいですが……」

			「その分削られているのは、お勤めのはずです」

			「ぐっ!?」

			　そう、皆が出産してから４日ほど、新大陸のことは完全にほったらかしていた。

			　だって、砦へは正体不明の軍がいるから行動を控えるって報告したし、エナーリア軍は退いたし、それでミフィー王女は本国への報告と今後の行動を伺うかがわないといけないしで、結局、俺は手が空いてるんだ。

			　というか、正体不明の軍はミノちゃんたちだし、あそこら辺の監視はどうにでもなる。

			　つまり、俺は嫁さんと娘の傍そばにいていいんだよ!!

			「なにやら、頭の中で勝手に自分の行動を正しいと言い聞かせているみたいですが、駄目ですよ。お仕事をしないと、お兄さんのことが嫌いになっちゃいますよ？」

			「それか、ユキを裸にひん剥むいて、仕事をする代わりに、代わる代わる妾わらわたちの相手を毎日してもらうとするかの？」

			「あ、それなら、お仕事はサボってもいいですよ」

			　エリスがそう賛成して、獲物を狙うような目でこちらを睨にらみ付ける。

			「そうなれば無論、全員の相手をしてもらいますよ、旦那様」

			　キルエがそう言って、俺の心を折りに来る。

			「……分かったよ。仕事するから!!　ほらそこ!!　セラリアとルルアは、手をわきわきしながら近寄るな!!　リーアとジェシカも服を脱がそうとするな!!」

			「「「ちっ」」」

			　舌打ちしたのは、嫁さんたち全員だったりする。

			　アスリンとかフィーリアも残念そうにしてるよ。

			　俺、なにか間違ったか？

			　どう見ても理性的な判断だと思うんですけど!!

			「というかさ、ルルアは元聖女、聖職者だろ？　こういう事態は止める側じゃね？」

			　手をわきわきしていたルルアが、そのままの姿勢で一瞬固まる。
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			　少し間があってから、腕を組んで悩みだした。

			　腕をおっぱいの下で組んでいるから、おっぱいがズンッと前に出る。

			　やっぱり嫁さんの中では、一番大きいんだよな。それでいて形はいいし、柔らかいし。

			「んー、そうですね。修業中の身であれば、色欲は抑えなければならないのですが、今、私と旦那様には深い愛情とそれを押し通すことができる環境が整っています。ただ快楽に身をゆだねるわけではありません。ちゃんと、子を産んで育てて行く覚悟があります。ですから、旦那様と行為に及ぶのは当然です。というか、人の営みには必要不可欠なんです!!　さぁ、ベッドに行きましょう!!」

			「落ち着け!!　セラリアも手伝おうとするな!!」

			　変な熱弁をふるって襲い掛かってくるルルアを、なんとか押しとどめる。

			　セラリアも横から抱き付いてくる。

			　護ご衛えいの２人は、それを見ていながら止めようともしない。

			「ねぇ、護ご衛えいのお２人さん、なんで見てるだけなんですか!?」

			「え、私もユキさんといたしたいですし」

			「ですね。ユキとしたいです。あ、私は布団じゃなくても露天風呂とかでもいいですよ」

			「馴な染じみすぎだ、ジェシカ!!　騎士の誇ほこりはどこにいった!?」

			「は？　騎士以前にユキの妻、奥さんです。夫とやりたいと思って、なにがいけませんか？」

			「ふつーに返すな!!　というか、やめて。やりたいとか直接的な表現は……もっとこう、雰囲気をですね……」

			　俺がそう言うと、なぜか周りが静かになる。

			　ルルアとセラリアが、すっと俺の傍そばから離れた。

			　ん？　なんでだ？

			「……何を生き娘むすめみたいなことを」

			「あー、ユキさんって、なぜかこんな感じなんですよ、ジェシカ」

			「ふぅ、なんでこの夫はこんなに乙女おとめなのかしらね、ルルア？」

			「はぁ、私が知りたいですよ、セラリア」

			　あれー、ジェシカが乙女爆発させてた時はみんな微ほほ笑えんでたくせに、俺に対しては辛しん辣らつすぎね？

			「ま、なんかやる気がなくなっちゃったし、あなたは頑張ってお仕事してね。で、やる気をなくさせたツケは、夜の行動で全員にちゃんと払うのよ？」

			「え、それってツケになるの!?」

			「無論。私は、いつもの倍は激しくして欲しいわ」

			　セラリアがそう言って微ほほ笑えむ。

			　倍って、きつくね？

			「「「じゃ、私も倍で」」」

			「全員!?」

			　すかさずこの場にいないメンバーにも、なにか連絡してますよ!?

			　とりあえず、このままこの場にいたらさらなる深みにはまりそうなんで、仕事に行こう。

			　ごめんよ、愛娘たち!!

			「逃げたわね。ま、それぞれの妻たちにツケを払ってもらう件は、変わらないからいいわ。リーア、ジェシカ、夫を頼むわ」

			「はい」

			「任せてください」

			　さて、仕事と言っても、ジルバやエナーリアが何かしら動きを見せないと、なにもしようがないんだがな。

			　ベータンの街を改革するって言っても、まだ停戦も成っていない戦時下に大規模改革なんてしてる暇ひまっていうか、余裕がないよな。

			　やれないことはないが、すぐにエナーリア行きになりそうだし忙しさが倍増するだけだ。

			「となると、ミノちゃんの所に行くか」

			　俺の職場は手出ししようがないし、ミノちゃんとの話でも詰めよう。

			　エナーリアに向かう時は別行動になるし、今のうちに細かいことでも話しておくか。

			　

			「――で、おらのところにきたべか」

			「おう」

			　今はミノちゃんたちがいる大軍用ダンジョンの応接室で、お茶を飲んでいるところだ。

			「ジョンはどうした？」

			「いつものことだべ、畑仕事だよ」

			「あいつも飽きないねー」

			　ジョンの野菜好きは、ここに来ても変わらんか。

			　いったい何を間違ったのやら。

			　ミノちゃんと共に、お茶を飲んでひと息つく。

			「で、あんちゃん、実際やることないんだから、普通に嫁さんたちのところにいてもいいじゃないべか？」

			「いや、今戻ると、明後日まで酒池肉林のメインディッシュにされるわ」

			「普通、男なら喜ぶところでねえか？」

			「俺が主導権を握ってて、気分次第で相手を変えられるならな。今回は、逆だ。ずっと俺が好き勝手される方だよ」

			「そら大変だべな」

			「嫁さんたちはなんでか、結構こういうことに積極的なんだよなー」

			「夫婦仲が良いのは、悪いことじゃないべ」

			「ま、そうなんだけどな」

			　そんな感じで雑談を挟はさみながら、遠征の準備やらなんやらについて話して時間をつぶしていたんだが……。

			　ガッシャーン!?

			　いきなり、そんな音が応接室まで響いてきた。

			「なんだ？」

			「さあ、なんだべ？」

			　お互い顔を見合わせて首を傾げる。

			　このダンジョンの中にいながら警報音が鳴らないということは、危険性のある出来事ではないはずだ。

			　武装集団とか軍が入ってきているなら警報音でうるさくなるから、誰かが転んだとかケンカをしているとか、その程度だろう。

			　だから、今の状況は不思議だ。

			　あんな大きな物音を立てるような出来事は、ほとんどないからな。

			　ウィードの学校なら、それこそ日常茶飯事だがな。

			　ドドドドド……。

			　耳を澄ませて聞いていると、誰かが廊下を走る音が近づいてくる。

			　そして、応接室の前でその音が止まり……ドパンッっと扉が開かれた。

			　そこから顔を覗かせたのは……。

			「ううっ……もうおいら、お婿むこにいけないっす」

			　魔物軍のトップ、スティーブが、なぜか服が乱れた状態の姿で立っていた。

			　ご丁寧に、胸を隠すかのように両手で覆おおっている。

			「きもっ」

			「さすがに、気持ち悪いべよ」

			　今、俺とミノちゃんの心は１つとなった。

			　目の前の事象に対し、完全に意見が一致した。

			　だって、気持ち悪いもん。

			「で、何があった？」

			「だべな」

			「大将、あの捕ほ虜りよの尋問とか世話の仕事ですが、おいらから外してくれっす!!」

			「いや、その発言だと、お前の服が乱れてるのは、捕虜たちのせいってことにならないか？」

			「そうっすよ!!　特に、魔剣使いのペッタンコの奴、おいらが話しかけた瞬間、横にいた兵士の女に命じて羽は交がい絞めにして、服を脱がせにかかったっす!!　変態っすよ!!」

			「……まあ、よく分からんが、お前はそうやって服をひん剥むかれそうになったところを脱出して、ここに至ると？」

			「そうっす!!」

			「で、ちゃんと扉は閉めて来たのか？　さすがに、捕虜を自由にさせていい場所じゃないぞ。特に、俺が来てるわけだしな」

			　俺がミノちゃんたちと仲良くなっているなんてエナーリア側に知られたら……って、別にいいか。こっちはこっちでミノちゃんたちと交こう渉しようしているってことにすればいいんだし。

			「……あっ」

			　ダメだ、こいつ。

			　本当に本格的にゴブリンズは鍛きたえ直すか？

			「ここにいたか!!　言葉を話すゴブリン!!」

			「エージル様、落ち着いてください。一応、私たちは捕ほ虜りよですから、勝手に動くとエナーリアに迷惑が……」

			　なるほど、最初に飛び込んできたのが魔剣使いのエージルか。

			　そして、後に入ってきたのはスティーブが痴漢、つーか鎧よろいと服を剥はぎ取って裸にした、えーっと、ノークだっけ？

			「ひっ!?　寄るな変態が!!」

			「大丈夫さ、痛くない。ちょっと体を軽く調べるだけだ。ここの大将のミノタウロス殿をどうにかするのは問題だろうが、君をちょっとおいたするぐらいはいいだろう？」

			「よくないっす!!」

			　俺たちを無視して、スティーブとエージルが睨にらみあっている。

			「なあ、実力的にはスティーブが圧倒してるはずなんだが……」

			「そりゃそうだべ。あえて、ああいうふうにしてるべよ。そうしないと、エージルさんが怪け我がするべ」

			「でも、気絶させるなり眠らせるなり、スティーブは魔術も使えるだろう？」

			「あ、そう言えばそうだべな。なんで使わないべ？」

			「んー、あ、分かった」

			　閃ひらめいた。

			「なんだべ？」

			「スティーブは、Ｍだったんだ」

			「……なるほどだべ」

			「ちっがうわ!!　というか、情報集めろって言ったの大将っすよ!!　気絶とか眠らせたら意味ないじゃないっすか!!」

			　あ、この馬鹿。

			　こっち向いて大将とかいうなよ。

			「ん？　そういえば、この部屋はどこかな？　っと、ミノタウロス将軍の部屋でしたか。これは失礼しました。すぐに出て行きますので。ノーク、そのゴブリンを連れて部屋に戻ろう」

			「あ、はい」

			　平然と挨拶をするエージルに俺が呆然としていると、挨拶されたミノちゃんがそんな生返事を返す。

			「『あ、はい』じゃねーすよ!!　おい、ここの総大将だろ、ミノちゃん。とにかくなんとかしてくれっす!!」

			「あ、すまんだべ。エージルさん、一応、そこのゴブリンは嫌がってるし、やめてもらいたいのですが……」

			「む、そう言われると無理強いはできないね。ごめんよ、ゴブリン君。また、暇ひまな時に協力してくれ」

			「いやっす!!」

			　あ、分かった。こいつマッドサイエンティストだ。

			　ザーギスと同じタイプだ。そして、あの友人と同じタイプだ。

			「さて、よくよく見れば人がいるね。どういう理由でここにいるのかは知らないけど、とりあえず挨拶をさせてもらおう。僕はエナーリアの魔剣使い、エージル・トムソンだ。気軽にエージルと呼んでくれ」

			「……私は、エナーリアの兵士でノークと言います」

			　さて、挨拶されたけど、俺はどう返すべきかね？

			　堂々と言ってみるか。

			　どうせ交こう渉しように来てるって言うつもりだったし。

			「始めまして、私はジルバ帝国に雇われてベータンで守備を務めているユキと言います。こちらも、気軽にユキと呼んでください」

			「なっ!?」

			　俺がジルバ側の人間だと聞いて、ノークさんの方は敵意をみなぎらせたが、魔剣使いのエージルは違っていた。

			「ん、よろしくユキ。で、そっちもこの軍団に興味を持ったってことかな？」

			　エージルは裏もなにもなさそうな笑顔をこちらに向けると、楽しそうにそう言った。

			　敵のことより自分の興味優先か、こいつはやべぇ!!

		

	
		
			　

			第２３０掘　捕ほ虜りよの情報とおとぎ話の真実

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「はぁー、なるほど。ユキも大変だね」

			「ま、傭よう兵へいですからね。契約した以上は働かないと、次の仕事にかかわりますから」

			「どこも変わらないべな」

			　お茶を飲みながら和やかに話す俺たち。

			「しかし、ベータンの防衛に加えて、この正体不明の軍の調査とか、さすがに無茶がすぎないかい？」

			「それに見合う契約金はもらいましたしね。魔物軍の方は、実際交こう渉しようというより様子見ぐらいのものだったのですが、見張りの魔物に声をかけられて驚きましたよ」

			「ははっ、それはそうだろう。私たちも遺跡の中で必死に食糧を漁って生きてきたが、まさか、ミノタウロス将軍たちの食い扶ぶ持ちを奪っているとは思わなんだ。味方が助けに来たときに、ようやく魔物たちから敵意をあまり感じなかった理由が分かったよ。まったく、ミノタウロス将軍には頭が上がらない。暴れている私たちの命を奪うことなく、穏便に済ませてくれたんだからね」

			「ですね。おかげで、ジルバとエナーリアは、ぶつからずに済みそうですから」

			「まったくだね。戦争なんてさっさと終わらせて、この遺跡の研究に没頭したいもんだ」

			　エージル将軍とのんびり話をしているが、彼女はやっぱりマッドな方みたいだ。

			　戦争なんてさっさと終わらせてって、自国の領地を取られている今の状態なんかどうでもいいって言ってるようなもんだぞ。

			　この発言はマッドな証拠ですよ。

			「あの、エージル将軍、さすがに我々の領土を奪われている状態を無視するような……。その、発言は……」

			　ほら、横にいる一般兵士のノークさんでも、将軍相手に苦言を呈するレベルだ。

			「なに言ってるんだい。国同士の面めん子つから、勝手にどっちの領土だーって言い合ってるだけのことだ。その地に住む人たちにとっては、害がない限り、どこが治めようが構わないんだよ」

			「そ、それは……」

			「確かに、穀倉地帯だから国庫を潤うるおす重要な土地ではあるけどね。それでも、その土地が穀倉地帯なのは国のおかげじゃない。そこに生きる人たちが、毎日頑張っているからだ。それで今回の争いはどうだい？　崩落事故がなければ、穀倉地帯に生きる人々と、彼らが丹精込めて育てて来た畑を踏みつけて台なしにし、焼き尽つくすような戦争を起こす直前だった。実に、馬鹿な話さ」

			「……」

			「この土地を争いの場所にするメリットは、ほぼないのさ。ジルバみたいにあっという間に奪い取る算段か、拠点に集まっての攻防戦。これぐらいしかやっちゃいけないんだよ。あのままいけば、広い穀倉地帯のど真ん中で大軍対大軍の戦争を始めることになるところだった。そうすれば、今度の収穫への被害は甚大だ。飢餓すら心配しなければいけない状況になる。……って、あっという間に取り返すはずだった僕が言うのもなんだけどね」

			　へぇ、しっかり考えてるな。

			　エージルの言う通り、両軍がぶつかるようなことになれば、今度こそ拠点での素早い攻防戦では済まず、人々が丹精込めて耕した畑をぶち壊すような戦いをしなければいけない。

			　ベータン一帯の収穫量については情報として聞いていたが、そこまで重要度の高い場所だったか。

			「たく、ユキのところの魔剣使いたちは、どうやって砦をあっと言う間に落としたんだい？　おかげで、こっちは大混乱さ。あと、聖剣使いは無事か知ってるかい？」

			「さあ、あの時は後方でしたから、さっぱり。聖剣使いの方は、砦で手厚く持てなされているそうですよ」

			「……なにをウソばっか言ってるべ」

			「……そうっす」

			　何か横で魔物さんがうるさいね。

			　しかし、エージルの耳には入らなかったようでなによりだ。

			「そうか、それならよかったよ。なにぶん彼女に聖剣を持たせたのは、私だからね」

			　魔物の言葉が聞こえてなかったことに安心した俺は、ソファーに深く腰掛けようと……。

			　って、おい、今凄すごく重要なことを言わなかったか？

			「え、ええっ!?　エージル将軍、それはどういうことですか!?　聖剣使い様は、運命によって聖剣を引き抜いたのでは!?」

			「あははは……それはないない。物語の読みすぎだよ。あの聖剣使いを見つけたのは、いつもの魔剣使い発掘の時さ。聖剣自体は、エナーリア王都の真下にある遺跡から回収したものなんだよ」

			「は？　エナーリアの王都に遺跡があるんですか!?」

			「いや、隠してもいないよ。大聖堂があるだろ。あれは遺跡を流用して作ったものさ」

			　ピースの言う通り、やはりエナーリアにはダンジョンがあったみたいだな。

			　当時、ピースと敵対していた相手がダンジョンを利用してたって話は、これで信しん憑ぴよう性せいが出てきたな。

			「ま、聖剣を見つけたのは、エナーリアの古い文献を暇ひまつぶしに見てた時に気になる記述があって、それを調べたら聖剣が出てきたってわけだよ」

			「でも、それが本物の聖剣だとなぜ確信できたんだ？」

			「お、いい所をつくね、ユキ。そうだよね、普通なら魔剣って言うべきだよね。でも、聖剣たる証拠があったわけだ」

			「証拠？」

			「うん、13本の聖剣っておとぎ話は知ってるかい？」

			「それは、人並みには、な」

			　ジェシカから話を聞いておいてよかったわ。

			　あ、ちなみに護ご衛えい役のリーアとジェシカは、隣の監視室で俺たちの会話をしっかり聞いています。

			　こういうところはしっかりしてるのに、なんで身内だけだとこの前みたいになるのかね。

			「ジルバは……そうか、確かにのってなかったから知らないのも当然か。13本の聖剣には、おとぎ話の方と実際の歴史を綴つづった話の２つがあるんだ」

			「歴史っていうと、聖剣の生まれたいきさつについてとかの話か？」

			「まあ、それも含まれる。聖剣にまつわるおとぎ話の真実ってやつだよ。ま、ここまで聞けば分かると思うけど、真実の歴史ってのは正直面倒な内容なんだ。だから、当時聖剣を所持することになった国が、おとぎ話を作って本当の話を隠ぺいしたわけだ」

			「だいたい真実ってのはそんなモノだろう？　でも、それをエージルが俺たちに話していいのか？」

			　そう、問題はエージルが俺たちにその話を明かしているってことだ。

			　下手すれば、国をひっくり返すような内容が飛び出る。

			　さすがに魔剣使いの将軍といえど、口にすれば物理的に首が飛ぶと思うんだが。

			「……そうだね。その可能性もなくはない。だけど、僕の直感がこの場で話しておかないと、次はない気がするんだ」

			　エージルは真剣な面持ちで、そう淡々と言った。

			　こういうマッドサイエンティストは、よほどのことがない限り突っ走るタイプだ。

			　……ということは、今後、結構な確率でエージルが話せなくなるような状況に陥おちいるってことか。

			「そうならないことを祈るけどね。といっても、君たちがこの話を他にしても信じてもらえないだろうけど」

			「そりゃ、隠ぺいするために昔から手を回してたんだ。あっさり覆くつがえるような簡単な話じゃないだろうさ」

			「ああ、ユキの言う通り、誰も信じられない内容さ。そもそも、亜人との戦いで13本の聖剣が存在したわけじゃない。もともと魔王が出現したときに、13人の勇者が所持していたものが聖剣の始まりだ」

			　……魔王ね、ピースの話か？

			「魔王が現れたとき、奇しくも聖剣を持った13人の女性が存在していた。13人の中には、人族も亜人もいたんだ。当時は、亜人を排斥する動き自体は多少あったみたいだけど、それどころじゃなかったようだ。魔王が現れてから、大地は魔物で溢あふれかえった。それで、どこもかしこも生きるために必死に戦った。亜人とも協力して魔物を押し返したって文献もあるみたいだ。今みたいな世の中だと、信じられないけどね」

			　エージルの話にノークが驚いているが、俺はピースからの情報があったから、そこまでの驚きはない。

			　だが、４００年以上も前の文献がよく残っていたもんだな。

			　それにしても、この話が、どうやって13本の聖剣で亜人を追い払った話にすり替わるんだ？

			「ここで問題なのは、13人の聖剣で魔王を倒したという話がなぜ伝わっていないのかってことになる。どこでどうして魔王が亜人にすり替わったのかだ。ノークは、話についてくるのでやっとみたいだね。ユキは大丈夫かい？　話についてこれるかい？」

			　気を使うように、エージルがこちらを見る。

			　……彼女の言っている問題点はよく分かる。

			　だが、この問題を前にして首を傾げる理由はない。

			　最初から答えは提示されていた。

			　しかし、それが本当なら、非常にくそ面倒なことになるぞ。

			「……その後に、また大きな争いでもあったんだろう。亜人が関わってるような」

			　俺がそう言うと、エージルは目を見開いた。

			　そして、嬉しそうに口を綻ほころばせる。

			「いやー、凄すごいね。君は歴史書を、結構読み漁ってる方かい？　同じような話でも、それにのってたのかい？」

			「まあ、そんな所だ。とりあえず俺の話はいいとして、魔王を倒した後、聖剣を持つ亜人たちを人族が脅威に感じたってわけだ」

			　俺がそういうと、エージルが真面目な顔に戻って頷いた。

			「そう、当時、魔王との戦いで戦死したのは４人。残った９人の聖剣使いは、人族が６人、亜人が３人。戦死した４人の聖剣については、人族が１本、亜人が３本持って帰ったんだ。そこに意図はなかったのだろう。ただ、亡くなった聖剣使いと親しかった者が、形見として持って帰っただけだと思う。でも……」

			「でも、各国の人族の王たちは、そうは思わなかったわけだ」

			「だね。それで最悪なのは、ここからさ。無論、魔王を倒すために戦った生き残りの６人は、手を取り合った人族と亜人で戦争するのを認めるわけがない。だから、彼女たちのほとんどは国家によって聖剣を取り上げられ、服従を強要されるか暗殺されたんだよ。亜人の方の聖剣使いも、同じだったんじゃないかな……」

			「そんな……」

			　ノークは信じられないといった表情だ。

			　ま、世の中は、所しよ詮せんこんなもんだ。

			　だから、特別な力も何もない一般人が一番楽なんだよ。

			「魔剣ができたのは、その人と亜人による戦争の時さ。聖剣を量産しろと命令されて、人族の元聖剣使いたちは研究をさせられる破目になった。こうしてできたのが、魔剣というわけさ。ま、幸いなのは、人と亜人の戦争においては聖剣が使われたのは一度きりだ。そのあまりの威力に、人と亜人の王たちは聖剣を封印したわけだ。それからは劣化レプリカの魔剣を使うようになったんだよ。

			　……と、そんなふうに13本の聖剣に関する古びた歴史書には書かれているんだけど、今は誰も知らない。というより、僕が見た歴史書こそが真実だという証拠もなかったけどね」

			「にもかかわらず、それをどうして真実、本物だと思ったんだ？」

			「簡単だよ。この歴史書を書いたのはエナーリア聖国に囚われていた聖剣使いで、聖剣のある場所が記されていた。皮肉だね。魔王を追い払った聖剣使いはエナーリア聖国の祖を築いたっていうのに、最終的には聖剣を奪われて、こき使われたんだ。さらにその後、自分たちが作った魔剣が、多くの亜人たちをこの大地から追い出すことに使われた。最後に綴つづられていたよ。私たちの生に、なんの意味があったのかって苦悩がね」

			「なるほどな。本人が書いたと思しき本の記述で、本物の聖剣が見つかったわけだ。で、その本の内容については誰にも話してないし、言ってもないんだろう？」

			「当然だよ。こんな事実、あっと言う間に揉み消されるからね。僕もバッサリやられるだろうよ。だから、僕はとりあえず聖剣だけを見つけたってことにしたのさ」

			　そこでエージルは話したいことをすべて話し終えたのか、お茶を飲んでひと息いれた。

			　しっかし、ピースや前任者のダンジョンマスターをバッサリやった奴らも、その後は、色々苦労したみたいだね。

			「で、その大層な話は確かに凄すごいが、それをなんで俺たちに話す気になったんだ？」

			　そう、そこが分からん。

			　なんで、エージルは誰にも話していない、禁きん忌きみたいな内容を俺たちに明かしたのか。

			「いや、このまま黙っているのはつらかったってこともあっただろうね。でも、一番の理由はそこのミノタウロス将軍かな。ユキは、偶然一緒にいたから……ってことはないな。多分、こんな状況だから話したんだと思う」

			「こんな状況？」

			「そうさ。僕が聖剣を見つけて、それを愚おろかにも戦争の道具に使おうとして、結果、ミノタウロス将軍たち魔物の軍が現れた。これを偶然だと思うかい？」

			「……どうだろな」

			　まずい、ミノちゃんたちは俺の部下で、そのご大層な歴史とはまったく関係ないですよって言えるわけがない!!

			「ま、僕もそこまで本気で運命的な時代に生まれたとは思っていないさ。でも、何かが起こるなら、これからだろう？　エナーリア王都に僕が戻れば、こんな話をする場所なんて存在しない。政治とはほぼ無関係なユキの傭よう兵へい団とミノタウロス将軍だから話したんだ」

			「……なるほどね」

			「ま、万が一問題が起こっても、この話を聞いていれば何かと予想はつくだろう？」

			「そりゃな」

			「どういう形で問題が起こるかは想像もつかないけど、おそらくはこの聖剣にまつわる過去の真実が原因で起こるだろうね」

			「起こって欲しくないな。どう考えても、国家レベルの問題だ」

			　なるほどな……今回の聖剣の件で、他国が色々動く可能性もあるか。

			　しかし、このエージルは得難い才能の持ち主みたいだな。

			　なにか問題があれば、助けてやってこちら側に引き込む手を考えておくか……。

			「ま、なにかあった時は、エージルを真っ先に助けるとしよう。君がいるのといないのでは、かなり違いがありそうだ」

			「ふふっ、そう言ってもらえると嬉しいよ」

			　そのあとは、のんびり雑談をしつつお茶を飲みお菓子を食べていたのだが、ノークだけはエージルの話を聞いたことで大混乱を起こしていたみたいだ。

			　あー、この子って一般兵だっけ？

			　どうしたものか？

		

	
		
			　

			第２３１掘　編成発表

			　

			　ｓｉｄｅ　ミノちゃん

			　それから、表面上は問題なく日々が過ぎていったべ。

			　ま、エージルさんの話については、その後、会議をしてみんなの意見を募ったべよ。

			「どう思う、この話？」

			　あんちゃんが、いつもの通り宴会場で、主要メンバーを集めて話をしたべよ。

			　話をおらたちだけに、とどめておくわけにはいかないレベルだし。

			「どうって言われてもね……とりあえず、頭の隅にとどめておくべき事柄ではあるけど、神経質にこだわることでもないと思うわ」

			　セラリア姐さんはそう言う。

			「ですねぇ～。そのエージルさんの発言は嘘ではないと思いますが、それが真実であると確認もできないわけですから、それを前提にするのはちょっと危ういですね」

			　ラッツの姐さんが、そう言ってウサミミをぴこぴこ揺らす。

			「とりあえず、エナーリアに行っても私たちの行動はどうせミフィー王女の護ご衛えいだけですし、何人か人員を割いて、その大聖堂の探索をすればいいのでは？　エージルさんも一緒に来てもらえれば楽でしょう」

			　エリスの姐さんの意見は、エナーリアに行ってから事実を確かめればいいってことだべか。

			　だべな、ここで話し合ってても答えは分からんべ。

			「エリスの言う通りだと思うわ。調べないと始まらないし、エージルさんが協力してくれるように仲良くなる方が先じゃないかしら？　といっても、これが真実だとして、私たちがすることは基本変わらないんだし、問題が起こった時に、対処がしやすくなるってだけですよね、ユキさん？」

			　ミリーの姐さんはそう言いながら煎せん餅べいをかじる。

			　ま、ミリー姐さんの言う通り、事が起こらなければこちらも対処しようがないって話だべ。

			　なにもなければ、それはそれでありがたいんだけどな。

			　仕事が増えなくて済む。

			「ミリーの言った通り、対処がしやすくなるってだけなんだよな。だけど、セラリアの言う通り、頭の隅には置いておかないといけない。何かあれば、各国が暗躍しているってことになるからな。なにも考えずに動くのは危険だってことを覚えておいてくれ。で、エリスの言う通り、方針としてはエージルと仲良くしつつ、その大聖堂の下にある遺跡、ダンジョンを調べる。各国が聖剣云々で動こうが、俺たちにとっては前任者のダンジョンマスターの動きを調べるのが一番の目的だってことを忘れないでくれ」

			　あんちゃんがそう言うと、みんな頷く。

			「でもさ、もし聖剣云々で各国が動き出したら、ダンジョン……というか遺跡への警戒レベルは上がるんじゃないかな？　そうなると結局、国相手に色々しないといけないよねー」

			　リエルの姐さんが尻尾しつぽをふりふりして、めんどうくさそうな感じで言ってるべ。

			「それはどうでしょうか？　過去の真実については、エージルさんが見つけた文献だけにしか書かれていないかもしれませんし、同じように他国でも過去の文献をひも解いて聖剣が見つかるのであれば、すでに発見されていて戦争の道具に使われているはずです。たとえ使い手がいなかったとしても、諸国への牽けん制せいのために聖剣が見つかった事実を宣言しているでしょう」

			　小さいのに相変わらず聡明だべ、シェーラ姫は。

			　アスリン姫もフィーリア姫も横で頷いてるだ。

			「そう、ですね。シェーラの言うとおり、使われていないのは不自然ですね。文献通り、各国が聖剣を取り上げてしばらくは聖剣使いたちの反乱を恐れたのでしょうが、今となっては遠い過去の話。今さら、便利な聖剣を隠す理由もありませんし、完全に聖剣のことは忘れ去られているのか、聖剣使いたちが取り返して、どこかに隠したか……」

			　ふーむ、ルルア姐さんも、元は聖女で国のトップ。言うことに重みがあるべ……。

			「ま、シェーラやルルアの言う通り不自然な点も色々あるが、結局、俺たちが動く方針には変わりない。問題が起きた場合は、連絡を取り合ってどうするかを決めるってことだけ徹底しておこう」

			　あんちゃんの言葉に全員が頷く。

			　とりあえず、そうするしかないべよな。

			　あー、ウィードにいた頃みたいに、ダンジョンを使って楽ができたらよかっただべな。

			　この新大陸じゃ色々制限がかかって大変だべ。

			　まさか自分の足で情報を集めることになろうとは……。

			「ということで、本題に入ろうか。これからエナーリアに向かうメンバーの選出だ。俺は傭よう兵へい団の長という立場だから行くことで決定だろうが、残りをどうするかだ。ベータンや亜人の村の指揮をとる立場の人も、残しておかないといけない。嫁さんたちについては、娘たちのことがある。……俺についてきたいって気持ちはありがたいが、ウィードにいて家を守ってくれる嫁さんのことも俺は好きだ」

			　あんちゃんがそう言うと、手を上げかけていた嫁さんたちの動きが止まった。

			　うん、ああでも言っておかないと、この場が戦場になるべ。

			「で、誰が一緒に来るかって会議をすれば、永遠ってわけじゃないだろうが、それなりに時間がかかると思う。それに、今回はエナーリア王都での調べ物だから、色々と気をつけないといけない点がある。というわけで、俺が嫁さんたちの配置を決めたいと思うけどいいか？」

			「いやーって言うのは簡単だけど、正直、エナーリアに行って調べものとかをする自信はないや。僕はユキさんの人選に任せるよ」

			　リエルの姐さんがそう言うと、頭を使うのが比較的苦手な嫁さんたちが明後日の方向を向いたべ。

			　分かりやす!!

			「そうね。あなたの言う通り調べものメインだし、あなたが中心にやる、いつもの裏でのコソコソした仕込みよね。私は、そういうのは苦手だわ」

			「うーむ。そう言われると、妾わらわも苦手じゃな……」

			　のうき……いや、戦い専門のセラリア姐さんとデリーユ姐さんの反応はもっともだべな。

			「残念ながら、セラリアとデリーユには来てもらうぞ」

			「え？」

			「なぜじゃ？」

			「下手すると、エナーリアの貴族に絡まれるケースもあるからな。そういうときの対処は、セラリアやデリーユが最適だろ」

			「……切っていい？」

			「……殴っていいかの？」

			「よくねえからな!!　穏便に済ませろよ!!　基本的に人族で構成するからな。今回は、いらぬ火種を持ち込む必要はないの、だから、絶対穏便に済ませろよ!!」

			「「ちっ」」

			　……人選が最初から間違ってないべか？

			　おらが視線を２人に向けると、すっとこちらを向くバトルジャンキーたち。

			「あら、ミノちゃん、なにか言いたげね？」

			「そうじゃのう。妾わらわたちが夫の言うことを聞けない、駄目な妻だと言いたげな目じゃな？」

			「……さ、さあ、なんのことか、さっぱりおらには分からんべ……」

			　おいらは必死で、目の前の死から逃れるための言い訳をしたべ。

			　しかし……。

			「「あとで訓練」」

			　願いは届かなかったべ。

			　ああ、明日は筋肉痛だべよ。

			「ふむ、お兄さん、それだと私たち亜人に属する妻たちは待機ですか？」

			「いや、ラッツとエリスは来てくれ。幻惑系の魔術で人族に変装してからな。情報集めについては人手がいる。そうしたことに適しているラッツやエリスを外すことはできない。子供のことは心配だろうが、頼む」

			「なにを言っているんですか。子供たちは皆が面倒みてくれますし、お兄さんの頼みを嫌なんて言いませんよ」

			「ええ、無茶苦茶な話ならともかく、今みたいにしっかり理由があるのであれば、ユキさんの言うことに嫌なんて言いませんよ。でも、子供たちにおっぱいをあげられるのが、ルルアとキルエだけになりますよ？　そこら辺はどうするのですか？」

			　そうだべ、今の話だと今回出産した奥さんたちがほとんどだべよ。

			　子供たちが可哀想かわいそうだべ。

			「そこら辺は、基本、セラリアとデリーユのおっぱいでなんとかしてもらう。貴族云々の件は、そうそうあることでもないからな。その点、セラリアとデリーユは子供優先で。無論、忙しいなら、ラッツとエリスもドッペルを抜けて戻っても大丈夫だ。キルエには、子供の面倒を押し付けて申し訳ないけどな」

			「いえ、お任せください。旦那様を支えるのが妻として、メイドとしての務めです。しかし、ルルアさまの名前がなかったのですが？」

			「ああ、ルルアもエナーリアに来てもらうぞ。真面目にエナーリアでの活動時間がどれだけあるかは分からないが、俺たちはあくまでもジルバからの使者だ。多めに人数を投入しないと、気付いたら身動きが取れなくなる可能性があるから、ルルアも頼むよ」

			「はい、任せてください!!」

			　なるほどだべな。

			　こりゃあんちゃん、最悪エナーリアに誰か残すって選択肢も考えているかもしれないべな。

			「そして、リーア、ジェシカは俺の護ご衛えいだし来ないわけにはいかない。あと、ミリーも来てくれ。住んでいる大陸は違うが、きっとミリーが従事してきた仕事、ギルドで一般市民に対応してきた経験が活かせると思う」

			「「当たり前です」」

			「分かりました」

			「ピースは前任者の側近だ、無論連れていく」

			「はい」

			「これが、連れていくメンバーだ。残りは子供の面倒と街の防衛を頼みたい」

			「「ええっ――!!」」

			　ここで一気に、おらたちのお姫さまたちが声を上げたべよ。

			　ま、置いてけぼりだし、仕方ないべ。

			「ごめんな。今回は調べものが優先だから、アスリンやフィーリアは連れていけないんだ」

			「うにゅー。調べものはできないけど……さみしーよ」

			「兄様……ううっ」

			「ほら、泣かないの。ユキを困らせちゃだめよ」

			「寂しいですが、ユキさんから街を任されたんです。しっかり守りましょう。ね？　ユキさんたちが安心してエナーリアで調べものができるように頑張りましょう」

			　あんちゃんはああ言うけど、おそらく、お姫様２人を連れて行ったら、真っ先に目をつけられるべ。良くも悪くも護ご衛えいとしてついて行くのに、子供を同伴して行けば、もう注目してくれってもんだべな。

			「では、私たちはベータンの街で防衛ってことですね？」

			「ああ、いざという時は、トーリがベータンの指揮を取ってくれ」

			「分かりました」

			「リエルとカヤは、砦とミストの街の方だ。普段はベータンにいていいが、問題があれば即座にそっちに行ってくれ。ダンジョン化で移動が簡単になってるからな」

			「「了解」」

			「シェーラはモーブたちと協力して、亜人の村……いや、人数的にもう街でいいな、いざという時はそこを優先」

			「分かりました」

			「ラビリス、アスリン、フィーリアも同じように、いざという時は、この４つの拠点を行ったり来たりして守ってくれ」

			「分かりました!!」

			「分かったのです!!」

			「分かったわ」

			　なるほどだべ。防衛の人数が少なくても、これならどうにでもなるべな。

			「と言っても、大規模な敵なんてのは、今のところいないんだけどな」

			「ジルバとエナーリアは沈ちん黙もくしたものね」

			「あとは、連絡を待つばかりってことだな。ミノちゃんは前話した通り別行動になるから、頼むぞ」

			「分かってるべよ。表向き、おらたちはジルバともエナーリアとも傭よう兵へい団ともちがう勢力だべ」

			「まあ、エナーリアから呼び出しがあると思うし、俺からの報告でジルバからも、なにかしら話し合いがあるだろうな。ジルバの方の交こう渉しようは、ミノちゃんがエナーリアにいる状態の場合はジョンに頼む方向で」

			「分かったべ」

			　こんな感じで会議は終わり、みんな色々準備を始めたべ。

			　おらもさっさと配置の詳しよう細さいを書いて、ジョンに見せるべよ。

			　

			■エナーリア調査での配置

			・エナーリア調査班

			　ユキ　セラリア　ルルア　デリーユ　エリス　ラッツ　ミリー　リーア　ジェシカ　ピース

			　

			・ベータンおよび他の防衛班

			　トーリ　リエル　カヤ　ラビリス　シェーラ　アスリン　フィーリア　モーブ　ライヤ　カース　ブリット

			　

			・子供の世話班

			　キルエ

			　

			・魔物軍

			　ミノちゃん　ジョン

			　

			・ジルバ王都

			　スティーブ　ザーギス

			　

			　……うむ、いくら応援がくるといっても、さすがに文面上キルエさんは大変だべ。

			　メイドって凄すごいと改めて実感したべよ。

		

	
		
			　

			第２３２掘　茶話と懸け橋の子

			　

			　ｓｉｄｅ　トーリ

			　会議のあとは特に問題もなく、予定通りジルバとエナーリアの使者同士が共に停戦を希望することになった。さらに、会談と停戦の話し合いに際して、私たち傭よう兵へい団には、エナーリアに向かうミフィー王女の護ご衛えいをして欲しいとの通達が届いた。

			　すべてが予想通りにいきすぎているから逆に注意してくれって皆に注意したあと、ユキさんは準備を済ませてすぐに出立することになった。

			　早いとこエナーリアに行けるのはありがたいしね。

			　エージルさんが明かした、話の内容についても心配だし。

			「「「いってきまーす!!」」」

			「「「いってらっしゃーい!!」」

			　と言っても、私たちは今回はお留守番だ。

			「あーあー、僕もついて行きたかったなー」

			「……リエル、私たちが行っても足を引っ張るだけ」

			「そりゃ、分かってるよ。今回は力ずくで進めるわけにはいかないしね」

			「亜人の私たちが行けば、反発を生むだろうしね。変装したラッツとエリスは大丈夫かな？」

			「あの２人は、大丈夫だよ。ユキさんにはついていきたいけど、調べものをするのは苦手だし、僕はいかなくて正解かな？」

			「もう、リエルってば」

			「ふふふ、それにユキさんに街を頼むって言われてるしね。僕たちがここをしっかり守れば、きっと人族と亜人が仲良くする切っ掛けになるよ」

			「……そうね、リエルの言う通り。亜人の村の分からず屋どものところでは、モーブさんたちが頑張ってるし、私たちも徐々に仲良くなればいい」

			「そうだね。私たちが頑張って、ウィードみたいにいろんな種族が一緒に楽しく暮らせる場所にしようね」

			「だね。僕には、こういう仕事の方が合ってるよ。頑張ってユキさんに褒ほめてもらうぞー」

			　リエルがそう言うと、一緒にいたアスリンとフィーリアにも会話が聞こえていたのか……。

			「リエルお姉ちゃん、私も頑張ります!!」

			「リエル姉様、私も頑張るのです!!」

			「うんうん、一緒に頑張ろうねー」

			　そう返答したリエルが、２人のことを抱き上げる。

			「きゃー、お姉ちゃん、お兄ちゃんみたい」

			「姉様、このまま見回りなのです」

			「よーし、行こうか!!」

			「あ、こら、２人を攫さらっちゃだめよ!!」

			「あ、待ってください」

			　リエルが２人を抱えたまま走り出すと、それをラビリスとシェーラが追いかけていく。

			　もう、リエルは相変わらずだなー。

			「……相変わらず元気ね、リエルは」

			「うん。村にいた時も奴ど隷れいになった時も、いつもリエルが引っ張って行ってくれたんだ」

			「へぇ。……そういえば、トーリとリエルって一緒に冒険者をやってたって言ってたね」

			「そうだよ、私とリエルはずっと一緒に過ごしてきたんだ。色々やりすぎた結果、奴隷になったときにはどうしようって困ったけどね」

			「……それは私も」

			　少し間が空く。

			「……そういえば、私の過去の話は前にしたと思うけど、トーリとリエルの話は聞いたことがない」

			「あれ、そうだっけ？　なら、時間もあるし、お茶でもしながら聞く？」

			「そうね、とりあえず、リエルたちと一緒に聞きましょう。みんなも興味あるだろうし、また話すのは面倒よね」

			「あー、そうだね。それなら、どうせ移動だけで暇ひましてるだろうエナーリア組も、コールで呼んで一緒に話そうか？」

			「うん、それはいい考え。ついでに、皆にユキのどこに惚ほれたのかなんかを聞くのも面白いかも」

			「いいね。って、私はユキさんの全部が好きなんだけどなー」

			「具体的にって注意しないと、皆全部好きって言いそう」

			「うーん、難しいね。まあ、ともかく皆に連絡しよう」

			　そういったわけで、今はどうせ皆暇だろうから、お茶でも飲みながら、お話しすることになりました。

			『ちょうどよかったわ。いい加減、馬車の移動で退屈だったのよ』

			『そうですね。私たちは、ミフィー王女さまとは別の馬車ですし、ちょうどよかったです』

			「あれ、お兄ちゃんは？」

			『そのミフィー王女と一緒の馬車ですよ。建前上、王族の一員ですからね』

			『ある意味、都合がいいですね。旦那様のどこに惚れたかとか、本人の前では言えませんよ』

			『なんじゃ、ルルアは意外と乙女おとめなのじゃな？　昔、裸で土下座したという話を聞いたんだがのう』

			『きゃー、やめてください!!　アレは、一時的な気の迷いですから、今は愛で溢あふれてますから!!』

			『なに言ってるんですか。今考えると、そのまま美味おいしいプレイができたかもしれませんよ？』

			『エ、エリスさんまで!?』

			「あー、そうだね。むふふ……今度、ユキさんに頼んでみよう」

			「……リエルって、結構変態だよね」

			「あ、トーリに言われたくないなー。わんちゃんプレイが大好きなくせに」

			「だ、だめだから!!　リエル、なに言ってるの!!」

			「ねえ、わんちゃんぷれいってなに？」

			「どういうのですか？」

			　一緒にお茶を飲んでいる、アスリンやフィーリアが首を傾げている。

			　もう、この２人の前でなにを言ってるの、リエルはー。

			「そうね、２人とも。ユキとピーする方法の一種よ」

			「こらー、ラビリス!!」

			　まったく、この２人にはまだ早いよ。

			　２人の耳を押さえる。

			　ゴチンッ。

			「うにゅ、いたいです」

			「ううっ、トーリ姉様、いきなりどうしたのです」

			「あ、ごめんね」

			　咄嗟に２人の耳から手を放す。

			　並んでいた２人の頭を両側から引き寄せた結果、お互いの頭をぶつけてしまった。

			「で、トーリさんとリエルさんの話だと伺うかがいましたが？」

			「あ、そうだった」

			　リエルは、いつもこんな感じで脱線しちゃうよね。

			　ほんと、変わらないな。

			『そういえば２人が冒険者だったのは聞いたけど、細かい話は聞いたことがなかったわね。興味あるわ』

			『時間もありますし、ゆっくり聞きますよ』

			　セラリアとエリスがそう促うながす。

			「ほら、リエル、どこから話そうか？」

			「うーん、そうだねー。僕たちが知り合ったところからじゃないかな？　どうせ時間はあるんだし」

			「そうだね……私とリエルが初めて出会ったのは、村の外れだったんだ」

			　

			　――私たちは同じ村に住んでいて、私は、その村の村長の娘だった。

			　当時は、箱入り娘じゃないけど過保護に育てられてて、あんまり友達もいなかったんだ。

			　それで、１人で家で勉強しているのに飽きてこっそり外に出た時、偶然リエルに会ったの。

			　もう、最初は驚いた。

			　だって、服も着ないで裸で魚を焼いて食べてたの。

			　それで「なにしているの？」って聞いたら、「ご飯食べてる」って言うんだ。

			　いや、見ての通りなんだけど、今振り返ると、やっぱり昔からリエルはリエルだなって思う。

			　変な子だと思ったけど、話せば素直に答えてくれるし、私にはいい友達だった。

			　それでその後は、暇ひまがあればこっそり抜け出してリエルに会いに行くようになったんだ。

			　でも、ある日、いつものようにリエルのところに行くと、彼女の体に大きな痣あざができていた。

			　それで、不思議に思って聞いてみたんだ。

			「ねえ、リエル。怪け我がしてるよ、どうしたの？」

			「あーうん。よく分かんない。大人たちが、なぜか僕を殴るんだ。今日は上手く躱かわせなかったよ」

			「え、そんな……酷ひどいよ」

			「そうなの？　僕にとっては、いつものことだから。普通のことだよ。なんか、この髪……白と黒が混ざってるのは、うらぎりがどうたらって言うんだ」

			　リエルがそう言いながら、自分の黒髪の部分を掴んで見せた。

			　でも、私には、それがなぜ裏切り者に繋がるのか、よく分からなかった。

			「ま、大丈夫だよ。それよりトーリの魚も獲ってきたから食べなよ」

			「あ、うん。ありがとう」

			　リエルがくれた魚を、一緒にはぐはぐ食べた。

			　その時、私はようやく気が付いたんだ。

			「リエルは、なんでいつもここでお魚とか果物を食べてるの？　お家で食べないの？」

			「んー、僕はお母さんが死んでから１人だしね。家も村長に追い出されたから、川の傍そばの掘立小屋だし。ほら、そこ」

			　リエルがそう言って指を指した方を見ると、そこにはただ雨風を辛うじて防げるぐらいのぼろぼろな小屋がありました。

			　リエルの言葉で判明したが、私の祖父が彼女を迫害したのだった。

			　ショックだった。

			「あ、あの……ごめんなさい」

			「なんでトーリが謝るのさ？」

			「だって、私のおじいちゃんのせいで……リエルが」

			「関係ないよ。トーリは私に優しいし、普通に話してくれる。お母さんが言ってたんだ。大事なのは話してみることだって。話しもしないのに噂だけでその人を怖がったり、拒絶したりしちゃダメだって。僕はお父さんには会ったことがないけど、お母さんとお父さんも、最初はケンカばかりだったんだって。だけど、話しているうちに相手のいい所が分かってきたって。その結果、僕が生まれたんだって。だからさ、僕は我慢できる」

			「……リエル」

			「きっと、村の皆ともトーリみたいに仲良くなれる。だから、僕は我慢するよ。ケンカばかりじゃ前に進まないって、お母さんが言ってたもん」

			　リエルの話を聞いた私は、その後、おじいちゃんに彼女のことを聞いたんだけど、それが間違いだった。

			　おじいちゃんはリエルの話を聞くと、途端に怒り出して、リエルに近づくなと言い出した。

			　おじいちゃんの言葉は無視して、次の日、いつものように会いに行くと、リエルが顔を腫らしていた。

			「リエル、どうしたの!?」

			「あー、うん。村長さんが来てね。よく分からないけど、殴られちゃった。避けたら村を追い出すって言われて……。お母さんのお墓もあるし村を離れたくないから、大人しく殴られたんだ。そこまで痛くなかったから大丈夫だよ？」

			「うそだよ。ごめんね、私がおじいちゃんにリエルの話をしたばっかりに」

			「……トーリがいるから、僕は大丈夫だよ」

			　私は幼いながら、おじいちゃんがなんでこんな酷ひどいことをしたのか疑問に思って、遠回しに村の皆に話を聞いて回ることにした。

			　それで、リエルが村八分にされている理由が判明した。

			　リエルは私のお父さんの弟の子供で、おじさんはおじいちゃんの反対を押し切って、リエルのお母さんと結婚した。

			　それで、おじいちゃんとリエルの家族には溝ができた。さらには、黒白混ざったあの髪のせいで、リエルは忌いみ子なんて言われて嫌われることになったんだ。

			　リエルのお父さんが流行り病で死んで、リエルのお母さんとリエルだけになると風当たりがさらに強くなった。

			　村の人たちも、おじいちゃんの圧力があって助けてやれなかったらしい。

			　そして、リエルのお母さんが亡くなって、リエルはボロ小屋に追いやられることになった。

			　それでも彼女は頑かたくなにお母さんの言葉を信じて、いつか仲良くなれると信じて耐えていたんだ。

			　……だけど、それから進展はなかった。

			　なんとかして、村の皆にリエルを受け入れてもらおうとしたんだけど、遅かったんだ……。

			　気が付いたら、リエルのお母さんのお墓は壊されていて、お墓が壊されたその夜、リエルを殺すため、おじいちゃんと大人の人たちが集まったんだ。

			　もう、リエルのお母さんみたいに、互いに分かりあって仲良くなれる日を待つことはできなくなった。

			　だって、このままじゃリエルが殺されちゃう。

			「リエル!!」

			　私がリエルの小屋を訪ねると……。

			「ううっ、お母さん、お母さん、いつまで我慢すればいいかな……。お母さんのお墓が壊されて、僕、悲しいよ」

		

	
		
			[image: p_269.jpg]
		

	
		
			　リエルは、お母さんの墓石の破片を抱きしめて泣いていた。

			　その姿を見て決心がついた。

			「リエル、逃げよう!!」

			「え、トーリ？　で、でも……」

			「いいから!!　こんな所で待つより、自分たちで探しに行こう!!」

			　私は必死の気持ちで、そう言った。

			　こんな村にリエルがいる必要はない。

			　彼女を受け入れてくれる場所がきっとあるから。

			「……うん。……お母さん、いつか、いつか戻ってくるからね」

			　私の必死さが伝わり、リエルも自分の命が危ないって分かったんだと思う。

			　彼女はお母さんの墓石をそっと置くと、さっさと道具をまとめ始めた。

			「よし、じゃあ、僕についてきて。トーリは、村の外に出たことないでしょ」

			「あ、うん」

			「じゃ、まずは街にでも行って仕事を探そう。お金を溜めたら、そうだな……冒険者にでもなって、お母さんが言った皆が仲良く暮らせるような場所を探そう」

			「うん、きっと見つかるよ」

			「そうだね、トーリと一緒なら見つかる気がするよ」

			　

			「――といったわけで無事に村を出て、その後は街で必死に働いて、冒険者になって、ロシュールで戦争に巻き込まれて、ここに来た」

			「うんうん、そんな感じだね。うわー、なんか恥ずかしいよ、僕」

			　リエルが顔を押さえていやいやしているけど、他の皆は驚き交じりの真面目な顔のままだ。

			『いや、リエル、すっごいハードでディープな話ですからね』

			　ラッツがそう言うと、他の皆が頷く。

			　うん、リエルはこうなんだよ。

			『はい。リエルさんは、今まで村の人に復讐したいと考えたことはないんですか？』

			　ルルアがおそるおそる聞く。

			「それはないなー。だって、それはお母さんの言ってた通りだよ」

			　リエルが嬉しそうにそう答えた。

			『……それは、どういうこと？』

			　セラリアが不思議そうにその意味を尋ねる。

			「トーリと冒険して、奴ど隷れいになったりもしたけどウィードに来れた。警察の仕事をしていると、日々、色々問題が起こるけど、ウィードでは皆が仲良く暮らしてる。ね、お母さんの言った通りだよ。そして……」

			「「「そして？」」」

			　リエルが、とても嬉しそうな表情になる……。

			「僕の髪を可愛かわいいって言ってくれる、ユキさんに出会えたから。トーリも一緒に貰もらってくれるいい男だしね。ね、トーリ？」

			「うん、そうだね」

			　私がそう答えると、皆が笑ってくれた。

			『なるほど。夫が亜人差別の根強いジルバへ、わざわざ２人を連れて行った理由が分かったわ』

			　セラリアが嬉しそうに頷いている。

			『２人は懸かけ橋なんですね』

			　ラッツがそう言う。

			「うん、ユキさんもそう言ってたよ。きっと、新大陸では僕たちが一番大事な役割を果たすってね。よく分からないけど」

			『ま、リエルらしいわね』

			「あ、僕は馬鹿じゃないよー。ちゃんと分からないことを聞けるのは偉いって、ユキさんに褒ほめられてるんだから!!」

			「リエルお姉ちゃんはすごいよ!!」

			「凄すごいのです!!」

			　やっぱりウィードに来て、ユキさんと一緒にいてよかった。

			　これからも、この笑顔のために頑張ろう。

		

	
		
			　

			落とし穴39掘　そこに女湯があるから　漢解除と結果

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　爆音が響き、空から人が降ってくる。

			　……すっかり聞きなれた音だ。

			　ドサッ。

			　人が地面に落下し、土煙が舞う。

			　地球なら即死だろう。

			　ここは異世界アロウリトなので、レベルの概念によって身体能力が強化されるから死なずにすむ。

			　いや、一般人は死ぬと思うけどな。

			「……くっ、まだだ、まだ……」

			　目の前では、名も知らぬ冒険者が１人、必死に立ち上がろうとしている。

			　なんというバイタリティ、タフネス。

			　そこまでして女湯を覗きたいのか？

			　俺は幾度となく立ち上がるその雄姿を見て、そう思う。

			　しかし、立ち上がろうとしている冒険者は、再び膝ひざをついてしまった。

			　おそらく、というか体力が限界なのだろう。

			　俺は腕時計を見た。

			「……23分」

			　そう、今は第１回女湯覗きの真っ最中だ。

			　初戦はガルツの面々がいる女湯だ。

			「大将、どうするんですか？　このままじゃ達成できないっすよ？　ほら、もう残り５分」

			「あ、そうだな」

			「あ、そうだなって……」

			「とりあえず、予定通りだろ？　各国の女性陣は覗かれることはなかったし、トラップの性能も見れたし、国の代表参加者の面目も保たれると」

			「いや、そうっすけど……」

			　スティーブがそっと目をそらし、必死に立ち上がろうとしている冒険者を見る。

			　俺も、つられて再びその冒険者の方に向くと……。

			「お、俺は、なんとしても、シャール様の、裸を……見るんだー!!」

			　男はそう叫んだかと思うと、力を振り絞しぼって立ち上がり駆け出した。

			　――真っ直ぐに。そう、３キロ先の桃源を目指して、本当に真っ直ぐに。

			　ドーン。

			　結果、再び冒険者は空を舞い、俺たちの近くに落ち……動かなくなる。

			「失格です」

			「ですね。体力が危険です、すぐに運び出してください」

			　リーアとジェシカがそう言って、冒険者の搬送を始めるが、冒険者は必死に手を伸ばしてそれを拒否しようとする。

			「女湯、シャールさ、まの裸を合法で……見れる。俺は、まだ、やれる。下ろしてくれ……」

			　まだ、冒険者の心は折れていなかった。

			　そう、体がたとえ動かなくても、心はまだあきらめていない。

			　なんて漢なんだ。

			　そこまでして……。

			「黙ってください、変態」

			「ええ。動けなくなった時点で失格です、変態」

			「ぐっ、お、俺は、変態なのか？」

			「「ええ」」

			「ぐふっ!?」

			　そして、１人の勇者は力尽つきた。

			　俺はその姿を見ていて、かつて下着を食った魔王のことを思い出す。

			　あの下着を食った変態の中の変態は、ある一定の男たちからは勇者と称えられてもおかしくないが、どこの世界でも世間は変態には厳しいようだ。

			「じゃ、失礼しますね」

			「スティーブ、ユキをよろしく頼みますよ」

			　そう言って、２人は勇者を担いで消えて行く。

			「……大将、確かに色々都合がいいかもしれないっすけど、〝漢おとこ解除〟で、次々とおいらたちの同志が消えていくっす」

			「いや、そこは俺の関与するところじゃないしな……」

			　そう、スティーブの言う通り、俺たち国の代表たちは誰にも覗きを成功させることなく、トラップの効果を見ることができて、国の面目を保つ方法を思いついた。

			　このイベント、国家を代表する面々としては、自分たちが覗きに参加する立場でありながらも、もう一方で自国の女性陣の裸を見せまいと守る必要があったが、それを解決するいい方法があったのだ。

			　それが、漢解除である。

			　漢解除とは何か？

			　それは、トラップにわざと引っかかってトラップを解除する荒業である。

			　わざとトラップを誘発し、解除するというのはあるが、それとはまた別である。

			　誘発するのではなく引っかかる、そう、身をもってそのトラップを解除するのだ。

			　死なぬ気合い、恐れぬ勇気、倒れぬ屈強。

			　この漢解除を行えば、決して女湯に辿り着けないが、トラップの効果をその身をもって証明し、国の代表としての強さを見せられる。

			　そう、国の代表としては、とてもありがたい選択肢であったが……。

			『おおーっと、これで冒険者の退場が12人目となりました!!　なぜ、彼らは避けずに真っ直ぐ突っ込んでくるのでしょうか!!　同様に、国の代表も同じように、何度も何度も引っかかっては戻ってきます!!　残り時間は、あと５分!!　しかし、彼らはそれをやめようとしません!!　これにはどんな意図があるんでしょうか、セラリア様？』

			『そうね……おそらくは、国の代表者たちは真っ向から突っ込むことによって、屈強さと退かぬ勇気を示したかった。ガルツの代表であり、次期国王のティーク王子も、臆することなくその手段をとった。つまり……』

			『つまり？』

			『他の一般参加者がトラップを上手く回避して、女湯に辿り着いたとしても、それは賞賛されるかしら？』

			『あー、なるほど。国の代表者たちが突っ込むことによって、他の参観者もそうせざるを得なくなったのですね？』

			『そういうこと。トラップの効果も確認できて素晴らしい考えだと思うわ。一般参加者からすれば、勇気と屈強さを示せる。これを見た国が、彼らをスカウトするかもしれないわね。どうかしら、先ほど覗きたい相手として指名されていたシャールさま』

			『え、わ、私ですか!?　そ、その……覗かれるのは嫌ですが、ああいう真っ直ぐな人は兵としては相応しいと思います……』

			『だ、そうよ。覗けなくても十分に評価されるわ。頑張ってね、参加者の皆。ちなみに、シャールは、裸よ』

			　セラリアが放送で参加者にそう告げると……。

			「「「うおぉぉぉぉぉぉお!!」」」

			　一般参加者たちが雄お叫たけびを上げて、傷ついた体を気にもとめず女湯へと一斉に走り出した。

			『おおっ、最後の３分でこの雄叫び。彼らはまだあきらめていなかった!!　しかし、勇戦虚むなしくトラップに引っかかる……いや、回避しようともしない!!　これが参加者たちの強さだ!!』

			　ラッツ、そんなにけしかけるな。

			　これじゃあもう、トラップを回避しようとする奴がいたら、大ブーイング決定じゃねーか。

			「って、スティーブもかよ!!」

			　雄叫びを上げて向かっていった面々には、俺の護ご衛えい役のスティーブも含まれていた。

			　能力を制限されているので、体力的にはともかく、トラップを喰らって空を飛んでいる。

			　馬鹿だ。

			『さあ、残り２分です。どの参加者もクリアできそうにないようですが、あきらめた様子もありません。各国の強さを見せつけています』

			　エリスが淡々と実況しているが、多分、白い眼で話してるよな。

			　性格的に、夫以外の男に肌を見せるのとかを凄すごく嫌がるんだよ。

			　書類の受け渡しなんかは大丈夫だが、スティーブの軽いボディタッチですら睨にらむもんな。

			　俺にはベタベタなんだが……。

			「はぁ、最後の突撃、行きますかね……」

			　全員が走って突っ込んでいるのに、俺がいかないわけにはいかないだろう。

			　身体能力は制限されているので、地球の学生時代と同様のレベルだ。

			　どう考えても、この世界では劣る。

			　だが、思い出す。

			　こんなふうに馬鹿騒ぎして、走り回った。

			　親友たちと、意味もなく笑い合って、泥だらけになったことを。

			　

			　結局、漢解除で国の代表はボロボロ、女湯に辿り着いた挑戦者は１人もいなかった。

			　だが、イベントの結果としては大成功。

			　全員が健闘を称えている。

			　覗かれる側の女性たちも、自分たちを守るために漢解除を繰り返した自国の男たちの実直さと強さを知れて満足している様子だ。

			　ウィードとしても、トラップの有効性をこれでもかとアピールできた。

			　一般参加者も、俺たちに巻き込まれる形で漢解除に参加せざるを得ない形になったが、それに対しての恨みごともなく、現在は、貸し切った酒場で一緒に祝杯を挙げている。

			「いやー、クラック殿、楽しいな!!」

			「まったくですな!!　最初はどうなるかと思っていましたが、ここまで熱くなれるとは!!」

			「ああ、ただ純粋に前に進む!!　なにがあろうと真っ直ぐだ!!　戦場では味わえない気持ちよさだったな!!　おおっ、君は私の妹シャールの裸を見たいと言っていた冒険者だね」

			「あ、はい!!　も、申し訳ありません……」

			「何を言っている!!　見事な勇気と諦あきらめぬ気概!!　どれをとっても素晴らしかったぞ!!　どうだ、私の部下にならないか？　あの奮闘を見れば、誰も否定などしないだろう!!」

			「い、いいのですか!?」

			「無論だ!!　君のような勇者は、いくらいても困らないからな。あと、いき遅れているシャールと、よき関係を築いてくれると嬉しい」

			「ほ、本当ですか!?」

			「ああ、まったく一番下のシェーラはユキに嫁いだというのに、シャールは若さの続くエルフだからといってな……」

			　なんか、兄のティークが、シャールの裸を覗こうとしてた冒険者を部下に勧誘している。

			　いいのか？　シャールさん怒るぞ？

			　というか、嫁がせるならローエルの方が先じゃね？

			　俺がそんなことを考えていると、今度はクラックが声を上げた。

			「君こそ、私の代わりにリテアの近衛隊長になるのに相応しい男だ!!」

			「い、いえ、さすがに、それはっ!?」

			「いや、謙遜するな!!　あの時の突撃、トラップに引っかかっても進み続ける力強さ!!　あれは、そうそう真似できるものではない!!」

			　お前は、さっさとウィードに赴任したいだけだろ!!

			　でも、皆、楽しそうでなによりだ。

			　ふう、何も問題なく終われそうだな。

			　安心した俺が酒を飲もうとすると、グラスが取り上げられる。

			　突然、現れてグラスを奪った手の方向を見ると……。

			「あーら、後のことは私たちに任せっぱなしで酒盛りとは、いい度胸ね？」

			　なぜか、セラリアを先頭にして嫁さんたちが仁王立ちしていた。

			　いや、なんで全員いるんだよ。

			　各国の美姫たちと色々することがあるだろ!?

			「あっはっはっは。国同士の打ち合わせ仕事は明日に回して、各国の女性陣には露天風呂を楽しんだり、食事を食べてもらっています。というか、問題はそこじゃねー」

			「……ラッツさん、俺の考えてることが、なぜ分かるのでしょうか？」

			「いえ、ユキさんの妻なら分かりますよ。そして、ユキさんが目下の問題について分かっていないのも分かります」

			「あ、あの……エリスさん、皆、なにをそんなに怒っているのでしょうか？」

			「旦那様、私たちは旦那様が辿り着くと信じていました。そのために、新作の水着を着込んで待っていました。それなのに……」

			　ルルアがそう言って、アスリンとフィーリアの２人を前に出した。

			「お兄ちゃんを待ってたのに、来なかった。ひっく……」

			「兄様、私たちをほったらかしで、遊んでたのです。えぐっ……」

			　えー、泣くところ間違ってね？

			　そう、少し呆けていると、泣いている２人をラビリスとシェーラが抱き寄せた。

			「泣かなくていいいのよ。ユキが私たちをほったらかしにするわけがないわ」

			「ええ、ラビリスの言う通り。きっと今から旅館で水着姿を見てくれて、そのまま押し倒してくれるに違いありません」

			　なにそれ？

			　水着はまあいいとして……無理、全員の相手なんて絶対無理。

			　だって、体は１つしかない。

			　そう考えていると、トーリとリエルに両腕を掴まれた。

			　連行されるどっかの宇宙人みたいな状態だ。

			「あ、あのー、妊娠してる人もいますし……嘘ですよね？」

			「大丈夫じゃ。ちゃんと妊娠中に合わせた仕方も学んでおる」

			　デリーユが嬉しそうに笑っている。

			「お、お仕事が……」

			「問題ありません。旦那様のお仕事はミノちゃん以下、魔物たちが頑張ってくれるそうです」

			　キルエさん、今日もお仕事ばっちりですね。

			「さて、カヤ、そっちの方もって」

			「……分かった、ミリー」

			　そう言って、仕舞には両足も掴まれて抵抗ができなくなる。

			「さあ、リーアとジェシカが旅館で準備しているし、さっさと帰るわよ」

			「「「はーい」」」

			　こうして俺は運ばれていくことになった。

			　ああ、何か間違ってね？

			　

			　ｓｉｄｅ　ティーク　ガルツの第一王子

			「……クラック殿」

			「なにか？」

			「ウィードは逞たくましいのだな」

			「ですな……」

			　私とクラック殿は、運ばれていくユキを見ながら呟つぶやく。

			　強烈な気迫に押されて、周囲も静まりかえっていた。

			「と、いかんいかん、皆まだまだ酒はある。今日の健闘を祝ってかんぱーい!!」

			　皆、一瞬、きょとんとした顔になるが、すぐさま全員が笑顔になり……。

			「「「かんぱ――い!!」」」

			　ユキには申し訳ないが、ここはしっかり楽しませてもらおう。

			　ここまではめを外せる機会は、なかなかないしな。

			　そうして酒を飲もうと、コップを傾けた瞬間……。

			「お兄様、なにやら、私のことを行き遅れだとか言われてませんでしたか？」

			「ぶふぉっ……!!」

			　その声で、飲んだ酒を勢いよく霧のように噴き出してしまった。

			「な、なんのことかな、シャール？」

			「言い訳は、宿で聞きますわ。皆さん、お気になさらず」

			「ク、クラック殿!!」

			「……」

			　くそっ、しまった。

			　ウィードの女性が逞たくましいのではなかった。

			　女性は、すべからく逞しかった!?

			　アッ――――!!

		

	
		
			　

			第２３３掘　動きだす過去とイレギュラー

			　

			　ｓｉｄｅ　？？？

			　暗い光の届かない深い地下、鈍い炎がゆらゆらと辺りを照らしている。

			　蝋ろう燭そく１本では、この程度の明るさが限界だろう。

			　迷うことなく、ただ暗がりを歩いて行く。

			　コツコツと足音が響いている。

			　何度も聞きなれた音、何度も通った道、最初にここを訪れた時は、どんな気持ちだったのか……。

			「……今さら何を」

			　頭によぎったことに対して、思わず否定の言葉が口をついて出た。

			　当時を振り返る資格は、私にはない。

			　あのような振る舞いをした上で、この場所を奪い取り、今、このようなことをしている私には、本当に過去を振り返ることは許されない。

			「……どうした？　中に入らないのか？」

			「……申し訳ない。すぐ入る」

			　気が付けば扉の前にいて、後ろから声をかけられるまで棒立ち状態だったようだ。

			　すぐに中に入り、自分の椅子に座る。

			　蝋燭を目の前のテーブルに置く。何も変わらない長机だ。

			　何度、この机を前にして意見を交わしたか……。

			　私がそう過去を思い出しながら蝋燭に照らされる机を見つめていると、徐々に他の者も集まって来た。蝋燭の数が増えるとともに次第に明るくなり、薄っすらとだが部屋の様子が浮かび上がってくる。

			　部屋の隅には、木の棚が置いてある。

			　数えきれない年月を経てきた古びた棚だ。

			「懐かしいか？」

			　そんな言葉が部屋に響いた。

			　言葉が発せられた方へと振り向くと、そこには私たちのリーダーが座っており、じっと私を見ていた。

			「……申し訳ありません。少し、少しだけ、思い出していました。今さら過去を振り返るなど、愚おろかなことだと知ってはいるんですが……」

			　気が付けば、全員が席に着いており、視線が私に集まっていた。

			「いや、謝ることはない」

			　リーダーはそう言って、私が見つめていた古びた棚に視線を向けた。

			　他の皆も、同じように棚へと視線を移す。

			「私も……同じだ。ここに来るたびに思う。振り返る資格などないかもしれないが、思い出してしまうのだから仕方ない。私たちの始まりの記憶と言っても間違いではないのだから」

			　私も古びた棚へと再び視線を向けた。

			　ここにいる仲間たちには、あの棚にまつわる思い出がある。

			　私たちが過ごしてきた長い時を考えれば、その思い出は、一瞬と言っていいほどの時間に過ぎない。

			　だが、それでも、鮮明に思い出せる。

			　……私たちを救ってくれた、あの人の顔を。

			　……そして、その人の死にざまも。

			「……私たちは、自分たちの信念、大事なモノのために大事な人たちを裏切った」

			　リーダーがそう呟つぶやく。

			　私も他の皆も、その声を聞いてリーダーへと視線を戻した。

			「しかし、その信念も意味がなかった。ある意味、当然なのかもしれないが。結局、私たちも裏切られたのだから。裏切り、裏切られ、私たちはここにいる」

			　リーダーが私たちの顔をゆっくり眺め始めた。

			　そして、全員の顔を見終わると、目を閉じ、深く呼吸をして言葉を吐く。

			「思い出に浸るのはここまでだ。私たちは贖しよく罪ざいをするのみ。せめて、自分たちの間違いくらい自分たちで処理しよう。そして、そのあとは、すべてピースに託そう」

			　リーダーがそう言うと、私も含めて全員が頷く。

			「準備は整った。あとは、行動を起こし、成すのみ」

			　その言葉を合図に椅子から立ち上がり、皆が剣を掲げる。

			「いまだ見ぬ明日のために」

			「「「いまだ見ぬ明日のために」」」

			　さあ、私は自分の為すべきことを為しましょう。

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「くしゅん!!」

			　ふえっ、いかん。

			「おや、可愛かわいらしいくしゃみですね」

			　あ、やっぱり見られた。

			　ちくしょー。くしゃみをすると、なぜかこんな感じの音になるんだよ。

			　へーっくしょい、みたいな男前なくしゃみはできん。

			「ラッツ、皆には内緒な」

			　そう、内緒にしないと俺の沽こ券けんにかかわる。

			　可愛かわいいくしゃみなんて……な？

			「いや、何を今さら。皆知ってますよ？　お兄さんのくしゃみは可愛いって。運よく見られたメンバーは、そんな話をして顔をにやけさせてましたが、これで私も今度からにやけられますね」

			「お、奥さんたちが俺を苛いじめる……」

			　夫婦の間に、隠しごとは不可能なのか……。

			　俺が少し落ち込んでいるのに、ラッツはそれを見てニヤニヤしながら話を続ける。

			「にゅふふふ……お兄さんのそんな姿を見られて、妻として嬉しい限りです。今日は私の番ですし、燃え上がりそうですね。と、それはいいとして、風邪とかをひいてるわけではないですよね？」

			「ああ、なにか鼻がムズムズしただけだな。ドッペルの身体が風邪で体調を崩したって話は聞いたことがないし。睡眠もとってるしな」

			　ドッペルは魔物ではあるが、人に変化した以上、新陳代謝があるし動けば疲れる。

			　だから、風邪を引いてもおかしくはないが、今のところ風邪のような節々の痛みや諸症状はないから大丈夫だろう。

			「なら、残っているメンバーの誰かが噂でもしているのでしょう。皆、お兄さんのことが大好きですし」

			「……そうだな。無理を言って残ってもらったし、心配してるだろうな」

			　最近、新大陸に来てから別行動ばかりだし、迷惑をかけてるよな。

			　娘も生まれたばかりなのに、奥さんたちに任せっぱなしだし……。

			「大丈夫ですよ。お兄さんは、そうやっていつも私たちのことを思ってくれてます。だから、私たちも、残っているメンバーもお兄さんのことを信頼してますし、安心して前に進んで欲しいんです」

			「ラッツ……」

			「そうですね～。私たちに何かお詫びをしたいと言うのであれば、さっさとエナーリアの用事を済ませて、美味おいしい手料理でも作ってくださいな」

			「ああ、ありがとう。と言っても、今日はここで野宿だしな。ここはドッペルに任せて、俺たちはウィードに戻るんだが」

			「なはは、楽ですよね～。でも、こんな方法がなければ、さすがにお兄さんについて来られませんよ。娘がほったらかしになりますし」

			「本当に、ダンジョンマスターでよかったと思うよ。普通なら、嫁さんをこんな簡単に冒険に連れていけないし、ここまで権力を持ってたら地元でも警戒しないといけないからな」

			「ですねー。欲の皮のつっぱった奴がなにか企んだりとか、誘拐される危険とか、普通は色々と心配しないといけないんでしょうが、ダンジョンマスターのスキルのおかげで、その危険性は限りなく低いですし。もう、お兄さんラブでよかったですよ」

			　ラッツがそう言って飛びついてくる。

			　俺も嫁さんをハグするのは好きだ。

			　しかも、ラッツは嫁さんの中でも胸が大きい方だから、おっぱいが当たって気持ちいい。

			「にゅふふふ……。お兄さんが喜んでくれてなによりです。ウィードに戻ったら、いちゃいちゃしましょうねー」

			　そう言いながら、ラッツが胸に顔をうずめてくる。

			　うん、俺の嫁さんは可愛かわいい。

		

	
		
			[image: p_293.jpg]
		

	
		
			「あっー、ラッツさんずるいー!!」

			「……薪を拾って戻ってきてみれば、ラッツだけハグですか」

			「いや、リーア、ジェシカ、落ち着け。今日はラッツの日だしな……」

			「そうですよ～。今日、お兄さんは私とラブラブする日なんですから」

			「「くっ」」

			　２人がそう言って悔しがっている。

			　というか、目の光が消えてない？

			　怖いわ。

			「ま、ハグしてもいいですよ。リーアもジェシカも同じ妻ですし。というか、２人とも今日は一緒にしますか？」

			「「いいんですか!?」」

			　いきなり目の光が戻ってきて、凄すごい食いつき具合だな、おい。

			「ええ。私も楽しみではあるんですが、娘のこともありますし、ずっとお兄さんとしてるわけにはいかないんですよね。でも、それじゃあお兄さんが可哀想かわいそうでしょう？」

			「「うんうん」」

			　いや、普通にのんびり寝るだけだけど……。

			「それなら、まだ妊娠していない２人がちょうどいいかなーって。トーリたちはトーリたちで、

			チームになって楽しんだりしてますしね。私が娘の下に向かったあとは、お兄さんのことをお願いしますね」

			「「任せてください!!」」

			　いーやー、俺が食べられる!?

			「と、それはいいとして、お兄さんはミフィー王女、ミストさん、そして聖剣使いさんと一緒でしたが、どうでしたか？」

			「どうって？」

			「あー、その、なんと言っていいのやら、ちゃんと停戦になりそうかとか、裏があるのかとかですね」

			「あー、それな」

			　しかし、ラッツも切り替えが上手いな。

			　仕事の話に切り替わったことで、リーアとジェシカも俺を襲おうとするハンターの目から、仕事モードの目つきに変わった。

			　さて、ミフィー王女たちの様子ね……。

			「話を聞く限り、停戦についてはジルバ王の命令みたいだし、話は進むと思う」

			「そりゃそうでしょうね」

			「でも……」

			「でも？」

			「聖剣使いの解放はいいとして、ミフィー王女の嫁入りは相手さんが嫌がるだろうな……」

			「あー、ミノちゃんたちの件は、独占したいでしょうしね」

			　そう、ジルバもエナーリアもお互い停戦をしたいのだが、面白い状況で、どっちも停戦するにあたって、裏では自国により良い条件を必死に模索しているのだ。

			　俺たちはお互いの内情をだいたい察しているので笑えるのだが、ジルバとエナーリアとしては、どうすれば自分たちの利益を保ちつつ、それがバレないように停戦を受け入れることができるか必死なのだ。

			　だから、聖剣使いが戻ってくるのは嬉しいが、たとえ人質みたいな形でもジルバの人間が、しかも王族が嫁入りしてくるのは、なんとか避けたい。

			　なぜなら、ミノちゃんとの交こう渉しよう、協力体制がばれる可能性があるからな。

			　かといって、ジルバとしても、奪った領地をそのままの形で穏便に停戦できるとは思っていない。

			　だからこそ、聖剣使いを返し、ミフィー王女を嫁にやるというおまけをつけているのだが……これは、停戦会議が見ものだな。

			「そう言えば、ミノちゃんで思い出しましたが、先行したミノちゃんたちは無事なのですか？」

			　ジェシカが思い出したように聞いてくる。

			　ジェシカの言う通り、ミノちゃんたちは俺たちジルバとは別に声をかけられ、先にエナーリアへと向かっている。

			「大丈夫だ。定時報告はきてるし、扱いも問題ないらしい。もっとも、なにか不測の事態があっても、暗殺されるようなことはないだろうけどな」

			　エナーリアとしては、先にミノちゃんたちと交こう渉しようしてジルバへ情報が流れるのを阻そ止しし、エナーリアだけ得になるような話に持っていきたいだろうからな。

			　交こう渉しよう相手を殺す理由はない。

			　ま、エナーリア内部が割れているようなら暗殺の可能性もあるだろうが、暗殺されるようなミノちゃんじゃないし、同行している部下も魔剣使いたちより実力が上の者を揃えているから、たとえこの大陸の一軍相手でもどうにでもなる。

			「そうですか。なら私たちは、エナーリアでは予定通りのんびりできそうですね」

			「のんびり諜ちよう報ほう活動ができるってやつだけどな」

			「ええ。ついでにエナーリアで、その……デートもできればいいですね」

			「あ、ジェシカずるいですよ!!　私も!!　私も!!」

			「おやおや、なら私も、お兄さんとエナーリアでラヴラヴしていいですね？」

			　両腕をラッツとリーアにとられて、正面には顔を赤く染めているジェシカ。

			「……そうだな。何事もないといいんだけどな」

			　俺がそう呟つぶやくと、３人とも真面目な顔になった。

			「なにか不安要素でも？」

			　ジェシカが不安そうに聞いてくる。

			「いやー、大抵こういう時に変なイベントがあるんだよ。今までもそうだったしな」

			「あー、なるほど」

			「そうですねー」

			　ラッツやリーアはジェシカより付き合いが長いから、こういったいかにも面倒事が起こりそうな場面には何度か覚えがある。

			　リーアとか、勇者になったとたん、魔王戦のイベントだしな。

			　ラッツはウィードがダンジョンとしてスタートした頃からだから、それはもう、これまで様々なイベントに巻き込まれている。

			「しかし、問題と言ってもどのような？」

			「いや、分からん。でもな、最悪……」

			「最悪？」

			「周りが全部敵になるような覚悟はしておけ。一々敵味方の判断なんてしていられない状況に陥おちいったら、ジルバもエナーリアも関係ない。すべて制圧しろ。無論、加減なんてしなくていい。相手が運よく生きてたら、止めを刺さないぐらいは気を使ってもいいが」

			「……そんな事態が起こるのでしょうか？」

			「さあな。もちろん起こらない方がいい。だけど、起こった時の対処を考えておかないと、俺たちの被害が甚大になる。それで、嫁さんたちが怪け我がとかしたら、泣くぞ俺」

			「えーっと、その場合には、ユキが言っていたこっそりこの大陸を調査するという目的が……」

			「嫁さんたちの方が大事だから気にするな。もしそんな事態になったら、面倒だが新大陸で適当に旗上げでもして、向かってくる敵は叩き潰して、のんびり調査しよう」

			　俺がそう言い切る。

			　天てん秤びんにすらならん。

			　嫁さんたちの命と情勢に合わせた動き、どう考えても嫁さんたちだ。

			「さて、まだ起こってもいないことに頭を使っても仕方がありません。そろそろ、集めた薪たきぎに火をつけて晩ご飯の準備をしないと、セラリアたちが怒りますよ」

			「おっと、そうだな。リーア、ジェシカ、準備を頼む」

			「「分かりました」」

			　さーて、今日の晩ご飯はどうしようかね。

			　ドッペルの体とはいえ、毎日同じ飯はつらいものがある。

			　……うーん、そろそろ暑くなってきたし、そうめんでもいくか？

			　湯がくだけだし、おつゆと薬味で調整できて、あら美味おいしい。

			「よし、さっさと作るか」

			　そう言って、アイテムボックスから材料を取り出すのであった。

		

	
		
			　

			第２３４掘　ルール違反共の行動

			　

			　ｓｉｄｅ　ミノちゃん

			　おらは現在、エナーリアへの道をテクテク歩いている。

			　車を使えば簡単なんだべが、それだと案内に来たエナーリアの人を置いていってしまうことになるし、車を見せればさらなる厄やつ介かい事が待ってること確定だべ。

			　だから、のんびり歩いてるべ。

			「申し訳ない、このような不始末を……」

			　馬に乗って横を並走しているハインさんが、申し訳なさそうに声をかけてくる。

			　おらたちは、あんちゃんたちとは別で先にエナーリアに向かっているんだが、その案内役が先の交こう渉しようでおらたちと話し合ったハインさんだべ。

			　いや、他に誰がくるべって話なんだが。

			「気にすることはないべよ。おらが乗れる馬がなかっただけだべ。というか、走った方が速いべよ」

			　おらはそう言ってハインさんをフォローする。

			　今回、おらたちがエナーリアへ向かうのはジルバには内緒にしたいので、なるべく隠おん密みつにいかなくてはいけないらしい。だから、大規模な兵はおらたちの迎えにはいなかったべ。

			　というか、おらの姿で隠おん密みつもなにもないと思うべが。

			　ま、おらたちにはいい訓練だしいいべ。

			　新大陸に来たはいいけど、おらたち魔物部隊は基本的に外に出られないべ。

			　スティーブと辛うじてジョン、つまりは、ゴブリンとオークの連中は外に出て問題ないだべが、それ以外は、この大陸では珍しい存在ばかり、おらに至っては伝説の魔物だべ。

			　乗り物にワイバーンたちを使ったりすれば大混乱だべな。

			　てなわけで、新大陸に来てからダンジョンの奥深くでひたすら待機していたメンバーが、大規模ジャンケンをした結果、１００名がついてくることになったべよ。

			　あ、ジャンケンできる手がない奴は、ジャンケンカードを持たせたべ。

			　ジャンケンの方法はアレだべ。

			　１人が舞台に立って、みんなとジャンケンをしてある程度減るまで繰り返すってやつ。

			「そう言っていただけると、ありがたいです。しかし、もう１件の方は大丈夫でしょうか？」

			「ああ、皆、魔物の扱いは知ってるべ。だから、よほど危険な目に遭わされない限りは無視するべよ」

			「助かります。……その、ミノタウロス将軍以外にも、見たことがない魔物がいると、その……民が動揺しますので、建前上は我々が捕らえて来たという形にさせていただいたこと、申し訳ない」

			「何度も謝らなくてもいいべ。部下も、それは理解しているべ。こっちも普通に暮らしている人々を怯おびえさせる理由はなにもないべよ。ま、襲われたらそれなりの対処はするべよ？」

			「はい、それは構いませんぞ。王命に逆らった馬鹿どもは、罰を与えられて当然なので」

			　と言っても、攻撃を受けるような部下はいないんだべが。

			　全員レベルとしては１２０を超えている。先に引き渡しを終えたエージル将軍ぐらいのレベルの魔剣使いなら、全員が完封できる強さだべ。

			　不満があるとすれば、おらも含めて、銃火器を表だって装備できないってことだべな。

			　全員アイテムボックスに銃火器を隠している。

			　この大陸の文明的に仕方ないだべが、斧や剣だとやっぱり不安だべ。

			　あんちゃんの世界を知った魔物としては、こう古い剣や魔法ではなく、やっぱりこの体格に見合う装備がしたいべ。両手にガトリング砲をもって、スター◯とか、バイ◯のボスみたいなカッコイイのをやってみたいべ。

			　あ、帰ったらナールジアさんに黒い革のコートみたいなのを頼んでみるべ。

			　あとはサングラスも。

			　そう言えば、シリーズ６弾目をやってなかったべな。

			　この任務が終わったら、ゲームするべよ。

			「そういえば、エージル将軍はどうだべ？　体調とかは問題なかったべか？」

			　色々考えてて思い出したべ。

			　一応、おらたちが引き渡すまでは、エージル将軍は元気だったべ。

			　いや、元気がよすぎたべ。

			　ま、スティーブに全部押し付けたから、特に被害はなかったけど。

			「ええ、問題ありませんな。しかし、なぜかダンジョンから出たくないと言われて困りましたわ」

			「それはどういう意味で？」

			「いや、エージル将軍は研究者という側面もありましてな。ミノタウロス将軍たちやダンジョンのことを詳しく調べたいと言いだして、ダダをこねたのですよ」

			「ああ、そういえば色々聞かれたべな」

			　そうやって適当に相槌を返す。

			　やっぱりあんちゃんの言った通り、エナーリアでも相当な変わり者の天才ってわけだべな。

			　あんちゃんのなにかあれば彼女優先ってのは、おそらく間違ってないべな。

			　でも、おらたちと交こう渉しようをしているハインさんも、なかなか得難い人物だと思うべよ。

			　あんちゃんに相談して、第２優先はこの人にするべかな？

			「とりあえず、エージル将軍はそちらのことを気に入っていますのでな。エナーリアとの条約を結んでいただければ、交流という意味合いもありますし、彼女が希望してそちらの方へ行くかもしれませんな」

			「気がはやいことだべ。でも、そうなるとええべな」

			「ええ、そのために、我々が必ず無事にエナーリア王都までお連れいたします」

			「道中、よろしくお願いします」

			　そして、お互い顔を見合わせて……。

			「「なっはっはっは……」」

			　と笑い合ったべ。

			　お互い苦労してるべな。
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			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　晩ご飯も食べ終わり、そろそろ就寝時間。

			　本日最後の定期連絡が届く。

			『……そんな感じで、特に問題はないべな』

			「なるほどなー。ま、エナーリアとの交流でエージルが来るなら、それはそれでありがたいし、特に問題ありませんって返答しといてくれ」

			　今日のハインさんとの話を聞く限り、まあ、お互い苦労してるなーって感じだな。

			　世の中、時代が古かろうが新しかろうが、結局、苦労するポジションは変わらないらしい。

			『あ、それでだべな。なにか問題があれば、エージル将軍の次にハイン将軍を保護したいんだべが、いいべか？』

			「ん？　ああ、いいぞ。ハインさんほどの人物なら、恩を売って問題ないだろ。むしろ、老ろう獪かいな知識は欲しいから、隙あらばこっちに引き込みたいな」

			『そらむりだべ。ハインさんの話を聞く限り、エナーリア聖王の親友みたいな間柄だべよ。そんな人物が、祖国を裏切るはずがないべ』

			「ということは、逆に国のためなら必死に頑張るってことだよな？」

			『……相変わらず、悪巧みしてるべな』

			「悪巧みとは失礼な。外交ってやつだよ、外交」

			『外交でもないだべ。向こうは裏で手を引いてるのが、ウィードっていう国だってことすら知らないべよ』

			「外交だよ。こういう交こう渉しようってのは、お互いの国や組織だけで終わるもんじゃない。この交渉をふまえて他国も色々な反応を見せるし、交渉をしたという事実自体が、ある意味、他国や組織相手にはカードになる。広い目で見てないと、国や組織なんざやっていけねーよ。まあ、暗躍してるって表現は否定しないけどな」

			『言ってることは分かるだべが、ひどすぎないべか？　実際問題、国と個人経営店ぐらいの差ぐらいあるべよ。そして、向こうは国のお役人が来てるとは思わず、交こう渉しようすることになるべ』

			「……情報収集が大事だって、よく分かるよな」

			『いやいや、調べようがないべ』

			「いや、調べようはないだろが、ハインさんは、そこの所を直感的にそこそこ上手くやってるだろ。だから、ハインさんが欲しいってわけだ。ハインさんがどうあがこうが、手を回せば俺の手のひらの上よ。ふっふっふ……」

			『……実質選択肢なしってのが、あんちゃんの怖いところだべな』

			　ミノちゃんがそう言ってため息をつく。

			　ミノちゃんは性格がこれだからな。

			　将軍職としては適任だけど、政治関連は向かないよな。頭自体は悪くないから、交渉事で不利な条件を飲むことはないだろうけど、こういう裏の手回しはな。

			　ここら辺は、合う合わないがあるからどうにもできんよなー。

			「とりあえず、なにをするにしてもエナーリアでひと息ついてからだがな」

			『そうだべな。何事もなく終わってくれればいいだべが』

			「今回は、特に問題は起こりようもないと思うぞ。国のど真ん中だし、停戦交渉に対する妨害工作があっても、俺たちには関係のないことだし、俺たちはミフィー王女を守る役目だけで、問題はジルバに丸投げ。俺たちの仕事は調べることだけだし」

			『……無責任な気もするべ。でも、手出しの仕様もないべな』

			「そういうこった。お国の話だしな、一介の傭よう兵へいが口出すわけにはいかん。ミフィー王女にさえ何事もなければ、停戦交こう渉しようは進むだろう。お互い停戦したいんだから」

			　そう、どっかの国が停戦を邪魔したくても、国内に停戦否定派がいたとしても、こっちの代表を殺されない限り交渉は進む。

			　逆に、エナーリアの代表を殺すってのも手だけど、国内で簡単に王様をヤレるとは思えないしな。

			　あっさり殺されるような王様なら、そりゃー手を組むような相手ではなかったということ。

			『おらたちのせいにされるってことはないべか？』

			「いや、俺たちのせいにして、どうなるんだよ。嫁さんたちがいるし、穏便に停戦どころか、エナーリア聖国が消えてウィード分地ができるだけだぞ」

			『……そうだべな。そうならないことを祈るべ』

			「というより、そんな事態になったら忙しさが倍増するから、全力で回避するぞ」

			『了解だべ』

			「ま、そこら辺の事情も、先行しているアサシンズが調べてくれるだろうよ」

			『そういえば、霧華たちを向かわせてよかったべか？　アンデッドだし、あっちの遺跡がダンジョンとして機能しているなら霧華たちが危ないかも。最悪、洗脳されるべよ？』

			「そこら辺の見極めも兼ねてだよ。一応、対策はとってるし、すぐに連絡は入れるように言ってあるから問題はないだろよ。ダンジョンとして機能しているなら、すぐに制御を奪うように言ってある。ＤＰがたんまり入ったダンジョンコアもあるから、霧華たちでダンジョンの制御を奪える」

			　俺とミノちゃんがそんな会話をしていると、話題の本人から連絡がきた。

			　いいタイミングですな。

			『主様、無事エナーリアの遺跡を管理下に置けました』

			「了解、よくやった。問題や報告することは他にあるか？」

			『……特には。監視ＭＡＰも見れますし、予定通り、ミノちゃんさんが管理しているダンジョンと繋げます』

			「分かった。ミノちゃんもジョンに連絡を入れとけ。俺からもするけど」

			『分かったべ』

			　霧華たちは、無事にエナーリアに着いたか……。

			　まだ、着いたばかりだし、楽観視はできないがな。

			「霧華、作戦通り、３、４日はダンジョンの捜索を徹底。遺跡になってからどれだけ経っているかとか、前任者の資料がないか調査してくれ。ダンジョンの外については、その間、少数で探りを入れてくれ」

			『はい、分かりました』

			「万が一だが、エナーリアのどこかにダンジョンを管理してた奴がいるかもしれないから、監視は徹底的にしろよ。お前たちになにかあれば、アスリンが泣く」

			『心得ています。アスリン様に泣かれるのは全員が嫌ですので、無茶はしません』

			「それならよし。じゃ、何かあれば、すぐ連絡をくれ」

			『はい、こちらはお任せください。アスリン様たちを頼みます』

			　さーて、これで問題があっても対処しやすくなるかな。

			　最低逃げ道は確保できたし、こっちの部隊も送り込める用意もできた。

			　あとは、エナーリア次第だな。

			　間違っても、セラリアたちが暴れる事態になりませんように。

		

	
		
			　

			第２３５掘　やったね、到着だ!!

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「……なるほど、さすがはミスト様。素晴らしい用兵です。勉強になります」

			「いえ、ミフィー王女様も、これを理解できるということは、騎士学校できちんと学んでいたという証拠です」

			　目の前では、王女様とミストが仲良さそうに兵の運用方法を話している。

			　……うん、隊伍を組んでかかれーってレベルじゃ、そんなもんだろうよ。

			　もっとも、厳密にいえば、実は現代の用兵も昔と変わりがない。

			　敵の不意を突いて敵を崩し、目的を達成する。

			　これが大前提だ。

			　そして、これを行うのに、団体様でぶつかり合うのと、小隊に分かれて急所を突くぐらいの違いしかない点も昔から変わらない。

			　その分、そこに至るまでにちゃんと見極め、情報を集めて、勝機を逃すなってことだ。

			　……ただし、使う武器によって戦略は大きく変わるのも確かだ。

			　片や剣や弓、片や銃やミサイル。

			　いやー、最初の頃は、俺もゴブリンたちに主力武器として剣とかを持たせてたよな。

			　それが今や、スティーブを筆頭に魔物たちは剣とか弓だと嫌がるんだよな。銃火器の方が便利だって言って。

			　理解はできるけど、ファンタジーの住人が言うセリフじゃないと思うよ？

			　もっと夢を見ようぜ。

			　超絶剣技で敵をばったばった倒すヒーローとか、あこがれね？

			　もっとも、俺はそういう奴を狙撃でパーンってするけどさ。

			　そんなことを考えていると、ミフィー王女が俺に話を振ってきた。

			「ユキ殿は、ミスト様の話をどう思われますか？」

			　……のんびり馬車の外を見てたってのに。

			　いや、用兵の話を聞きながら、技術格差って無情だよなーって思ってたけどさ。

			　と、いけない、ミフィー王女になにか返事を……。

			「ミスト殿の用兵は理に適っております。が、大事なのは、手段は目的を達成するためにあるもの、ということを忘れないようにするべきかと思います」

			「どういうことでしょうか？」

			「そうですね。敵を倒すというのは、目的を達成する手段の１つということです」

			「敵を倒すのが、手段の１つですか？」

			　首を傾げる王女。

			　んー、分かりにくいかー。

			　どう説明したものか……。

			　そう考えていると、横に座っているジェシカが代わりに話し始めた。

			　あ、セラリアとかは他の馬車だけど、リーアとジェシカは俺の護ご衛えいということで、王女と一緒の馬車に乗ってます。

			「ミフィー王女様は騎士学校で学んでおられましたから、ユキの話を少し理解しにくいかもしれませんね。騎士学校では、部隊や軍の運用方法、そして個人技量を磨くことに重点を置いていたはず」

			「はい、ジェシカの言う通りです。敵を倒し、国民を守るのが騎士のあるべき姿と」

			　なるほどな。

			　そういう意味では、なにより敵を倒すことがよしとされるわけだ。

			　こういうのは単純でいいよね。

			　日本じゃ、武装することもままならないのにね。

			　警察じゃ、撃たれても撃ってはいけないみたいなアホな話もあるし、日本だと武力の行使は最低限って感じなんだよな。

			「そうですね。それが騎士のあり方です。しかし、無為に戦場で命を散らすことを言うのではありません」

			「無為に？　戦場で命を落とすのは、騎士にとっては誉ほまれでは？　最後まで国の剣であり、盾であったのですから」

			「確かに、ひとたび戦場に立てば、命令を遂行するために最後まで剣と盾を振りかざすのは誉れでしょう。ですが、その戦場において被害少なく、もしくは無血で勝ちうる方法があるとしたらどうでしょう。それにもかかわらず、ただ敵を倒せばいいというのは、騎士というあり方に酔っているだけです」

			「それは……」

			「私たち騎士や貴族は、狩りと称した遊びを行います。獲物を弓で狙い、仕留めます。しかし、狩人が弓で仕留めるのは、あくまで獲物に遭そう遇ぐうした時のみです。通常、狩人は獲物を捕まえる罠わなを仕掛け、それを確認しにいくだけです。分かりますか、ミフィー王女様？」

			「……どちらも狩るという目的にとっては間違いではなく、違いがあるのは手段、ということでしょうか？」

			「そうです。戦もまた同じです。ですが、なぜか騎士はプライドを重んじる人が多い。戦いは敵を倒すこと。決して、命を絶つことではないのです。投降してきた敵を皆殺しにすることはありませんし、それは誉れになりません」

			「はい」

			「ならば、少数の部隊で敵の総大将を打ち、敵に投降を促うながすのは間違いではありません」

			「それは、そうです。……なるほど。大事なのは、いかに被害を抑え、迅速に勝利を掴むのかという目的を忘れてはいけないということですね？」

			「はい。ですが、ユキはそれだけを言いたいのではありません」

			「？」

			　ん？　どういうこと、ジェシカさん？

			　今までの話で、だいたい間違いはありませんが？

			「ミフィー王女様、貴女はこれからエナーリアへ嫁ぐことになりますが、それで終わりではありません。嫁いだ先には住む民がいて、貴女はそれらを守る領主の妻となります。夫を支えて領地を発展させる、あるいはジルバ王族の血縁を利用して有利な交易をすることだってできます。……分かりますか？」

			「……私は騎士ではなくなっても、自分が守りたいと思ったものは、目的は変わらない。……騎士になった理由は、民を守り平和を維い持じすること」

			「はい、その気持ち、志を忘れなければ、決して道を誤ることはないでしょう。そして、私たちも、ミフィー王女様の知り合いです。何かあればすぐに駆けつけましょう。都合のいいことに、私は傭よう兵へいを夫に持っておりますので、身軽なんですよ」

			「……ジェシカ、ありがとう」

			　ああ、なるほど。

			　こう言っておけば、あとでミフィー王女の旦那さんの領地については楽に色々できるわけだ。

			　ま、ジェシカ個人として、本心からの言葉でもあるだろうけどな。

			「……と、あれがエナーリアの王都か？」

			　俺が不意に馬車の外に目を向けると、遠目に城が見えた。

			「みたいですね。迎えの隊がいるようです」

			　ミストにそう言われて道沿いを見ると、確かに鎧よろいを着込んだ一団が、こちらに向かってきている。

			　剣も抜いてないし、迎えの者だろうな。

			　こっちは、馬車に乗っているだけの護ご衛えいしかいない。

			　ま、傭よう兵へいが護衛ってのはどうかなとは思うけど、建前上、俺は王族だしな。

			　便利だよな、王族でーすっていうのは。

			　ロシュールの親父に話してみるか？

			　そんなことを考えていると、エナーリアの迎えが馬車の周りを固め、迎えの代表であろう、プリズム将軍とエージル将軍が馬車の前に現れた。

			「ミフィー王女様御一行、お迎えに上がりました」

			　プリズム将軍は決して大声を張り上げているわけではないが、馬車の中にいる俺たちにもしっかり声が届く。

			　なるほど、監視画面越しでしか見たことないけど、なんとなく将軍になるだけのことはある人物だな。

			　とりあえず、俺が率先して馬車を出ないといけないわけだ。

			　ジルバ国内の移動なら、隣の馬車からお付きの人、セバスとかスーパーメイドが出てくるんだろうけど、あいにくメイドはいない。

			　ということで、護ご衛えいの責任者である俺が代わりを務めないといけないわけだ。

			　仕方ないから、とりあえず馬車を降りる。

			　俺に続いてリーア、ジェシカも降りてきた。

			　ジェシカは辺りを見回して異常なしと確認すると、再度馬車の扉を開け、ミストとミフィー王女をエスコートした。

			「お目にかかれて光栄です。エナーリア軍の将軍職を預かっている、プリズムと申します」

			「同じく、エナーリア軍、将軍職のエージルと申します」

			　エナーリアの２人がそろって胸に手を当て、最敬礼をする。

			　いや、エナーリアの最敬礼がどんなものなのかは知らんけど、王族相手だし、たぶんその類たぐいの挨拶だろう。

			「勇名を馳はせるプリズム将軍自らお出迎えとは恐れ入ります。王都までは短い距離ですが、その間、よろしくお願いします」

			「はっ、お任せください。全員配置につけ。ジルバの護ご衛えいの方々に迷惑をかけるな!!」

			「「「はっ!!」」」

			　プリズムが告げると一斉に兵士が動き出す。

			　よく訓練されてるねー。

			　のんびりしているうちのゴブリンズとは大違いだ。

			　俺がそうやって兵士たちがキビキビと動いているのを見ていると、エージルがこちらにやってきた。

			「よう。そっちも無事に解放されたみたいだな」

			「ああ、でも、いきなりこの様さ。人使いが荒いよね、まったく」

			「そりゃ、仕方がない。将軍様だしな」

			「それを言えば、君もただの傭よう兵へいなのに王女様の護衛とは大変だね」

			「替わるか？」

			「遠慮するよ」

			　そう言ってお互い笑う。

			「ユキ殿、そちらのエージル将軍とは、お知り合いですか？」

			「これは失礼いたしました。ミフィー王女様、私が魔物の軍と交こう渉しようをした際に同席していまして、その時に知り合いとなりました」

			　マーリィ、ミストやオリーヴには報告しておいたが、伝わっていないということは、王女様にわざわざ話すようなことでもないと判断したんだろう。

			「まあ、それでは、あの魔物の軍がこちらに襲い掛からなかったのは、エージル将軍のおかげなのですね」

			「え？」

			「違うのですか？」

			　エージルがミフィー王女の質問に固まってしまう。

			　いや、食糧を奪ったことで、担保として捕ほ虜りよになってましたって話すのは恥ずかしいよな。

			　まあ、国の面めん子つもあるだろうし、フォローしてやって貸しにしておくか。

			「厳密には違うんですよ。エージル将軍とハイン将軍が来られていたのです。私が訪れた時には話し合いが終わっていたようですので、エージル将軍の反応から推測するに、ハイン将軍が話をまとめたのでしょう」

			「なるほど。ですが、エージル将軍も危険な任をこなし、私たちの道中の安全を図ってくれたことには間違いありません。ありがとうございます」

			「いえ、将軍として、この地に住む人として、当たり前のことをしたまでです。今回の停戦がなれば、我が国とジルバとの間で流れる血を止められます。お互い不幸なぶつかり合いがありましたが、これを機に共に平和の道を歩めればと思っております」

			「はい、その平和を築くためにも、停戦を成功させなければなりません」

			「微力ではありますが、私個人も協力させていただきます。まずは道中、この剣にかけてお守りします」

			　エージルがそう言って魔剣を抜き、両手で自分の顔の前に剣を構えた。

			　おそらく、騎士か魔剣使いかは知らんが、独特の宣言方法なんだろう。

			　というか、ここまでエージルが化けるとはな。

			　伊達に、将軍職に就いてるわけじゃないってことか。

			　さて、そろそろ兵士の配置も済んだし、再び馬車に乗り込んで移動を開始するか。

			「さあ、いよいよエナーリア王都か。なにも問題がありませんように……」

			　何だろうな、願うこと自体がフラグな気がしてならん。

			　俺は、あいつら、親友たちみたいなミラクルなフラグ体質ではなかったんだけどな。

			　

			　ｓｉｄｅ　？？？

			　いよいよ、この日がやってきた。

			　この日のために、あの日から血ち反へ吐どを吐き、耐えて来た。

			　仲間たちも私の行動の成否を聞いて、続々と動き出す予定だ。

			　失敗しようが成功しようが、もう止まらない。

			　あの時と同じだ。

			　いや、あの時からすでに止まっていない。

			　私たちは、あの時からここまで歩いてきたのだから。

			「この出来事が、この大陸での最後の悲しみとなりますように……」

			　私は祈るように、因縁のこもった剣を握り、魔力を流す。

			「あっ、ぐ、うっ……」

			　全身に痛みが走る。

			　視界が明滅を繰りかえす。

			　予想より、痛みが酷ひどい。

			　でも、これも当然なのだ。

			　この魔力は、皆の願いの塊かたまりなのだから。

			「ふっー、ふっー……」

			　しばらく激痛に悩まされたが、次第に落ち着いてきた。

			　処置は間違っていないようだ。

			　さあ、あとは始めるだけ。

			「停戦を望み、それに手を伸ばした瞬間に滅びる。喜べ、それは悲劇などではない。当然の報いだ」

			　暗い道を歩き始める。

			　光が見えれば、始まりの合図。

			「エナーリアという国は、今日この日、消えさる」

		

	
		
			　

			番外編　ごえいのおしごと

			　

			　Ｓｉｄｅ　リーア　職業奥さんで護ご衛えい　おまけで勇者

			「……あの、すいません」

			　そういって、私に声を掛けてきたのは、つい最近ようやくユキさんの奥さんになった、ジェシカだった。

			「どうしたのー？」

			　彼女と私はあまり関係なさそうに見えるが、実は、結構仲がいい。

			　なぜかと言うと、私とジェシカは同じ場所で働いているからという単純明快な話だ。

			　それも、世界でたったひとつの宝物を守るという、やりがいのある仕事だ。

			　その宝物とは……。

			「なぜ、私たちは、収穫籠かごを持っているのでしょうか？」

			「え？　ユキさんの収穫の手伝いだよ？」

			　そう。

			　ユキさんという名の私たちの大事な夫。

			　世界でたったひとつ、代わりなんていない大好きな人!!

			　その護ご衛えいが私たちのお仕事!!

			「えーっと、私たちの仕事は、ユキの護衛ですよね？」

			「ん？　そうだよ？　だから、こうして、収穫の手伝いをしているんだよ？」

			　不思議なことを聞いてくるジェシカ。

			　今日も今日とて、ユキさんの護衛として付き添って、収穫の手伝いをしているところだ。

			「……収穫をしていては、護衛にならないのでは？　というか、なぜユキがこんな農民みたいなことを!?」

			　ああ、なるほど。

			　ジェシカの抱くユキさんのイメージと、現在のユキさんのイメージがかみ合わないから、混乱しているのか。

			「まあまあ、落ち着いて、ジェシカ。そんなことを言いだしたら、ラーメン屋だってやってるし、それも手伝っているでしょう？　それとおんなじだよ」

			「た、確かに、ラーメン屋もやっていましたね……」

			「一緒にいて手伝うことが、最大の護衛になるんだよ。お手伝いをすれば、その分ユキさんの仕事も早く終わるし、安全を図るには一番だからね」

			「……それなら、収穫自体をしなければ……」

			「それを言ったらラーメン屋もだし。というか、ユキさんが抵抗して逃げ出したら、私たちで捕まえられると思う？」

			「いえ。それは無理ですね」

			「そうそう。ユキさんを止めるなんて本来はできない。だから、私たちが付いて行くしかないの。というか護ご衛えい役だって、もともと私たちが心配で勝手に付けているものだし。別にラーメン屋にしても、この収穫にしても、無茶をしているわけじゃないでしょう？」

			「まあ、それはそうですが……」

			　私はそう返事をしながら、いちごを収穫する。

			　本日の収穫物は、ジョンが育ててくれたいちごなんだー。

			　春の旬の果物。美味おいしいんだよねー。

			「わっ、これ大きい。ほら、見て、ジェシカ」

			　不意に見つけた大きないちごを摘み取り、ジェシカに見せる。

			「……確かに大きいですね」

			　ジェシカが反応するが、どうもユキさんの行動にまだ疑問があるようだ。

			「ジェシカはさ、こうやって畑をいじったり、ラーメンを作ったりするような仕事は、ユキさんには相応しくないって思ってるのかな？」

			「……」

			　沈ちん黙もくしているけど、顔が肯定しているわね。

			「でもさ、私はこういうこともできるユキさんだから、いいかなーって思ってるよ」

			「どういう意味でしょうか？」

			「ほかの王様や偉い人の生活がどうなのかは知らないけど、こうして、実際に体験してみないことには分からないことだってたくさんあるでしょう？　ジェシカだって、騎士だからってずっーと戦場で戦ったり、護ご衛えいをするだけがお仕事じゃないでしょう？」

			「はい。それはそうです」

			「たぶんね、この畑仕事とかも、ユキさんの中では必要なことなんだよ。ラーメン屋に関しては、街の色々な人たちの話を聞くって目的もあるし。もし、そういった目的がないようなら趣味でやってるってことだし、それにあれこれ言うのは間違ってない？」

			「趣味……ですか」

			「王様の趣味って言われると、私も何か違うなーって思うけど。でも、ユキさんが、こう王様っぽく贅ぜいを尽つくした装飾品を集めて楽しむとか、あちこちから可愛かわいい子たちを集めていちゃいちゃするとか、全然イメージわかないもん」

			「確かに。というか、前半はともかく、後半のユキが自ら集めてハーレムをつくるというのはあり得ないですね」

			「だよねー。ユキさんって真面目だから。この場の私たちは、セラリアたちから頼まれているように、ユキさんに悪い虫が付かないようにするための護衛の意味合いもあるでしょう？」

			「当然ですね。ユキが騙だまされるとは思いませんが、いきなり近寄ってきてありもしない既成事実を叫ばれたりするだけでも、体面上よろしくないです。そんな輩やからに、ユキや私たちの時間を奪われるなぞごめんです」

			「そうそう。私たち護ご衛えいはユキさんの傍そばにいつも一緒にいて、変な女が近づかないようにして、奥さんでーすっていうのが仕事。だから、私はこう思うことにしているよ。この時間はデートだって」

			「デートですか？」

			「うん、デート。こんな感じで、仕事らしくない仕事を一緒にするのって楽しくない？」

			　そう、これは意外なデート。

			　護衛の私たちだけに与えられる特権だ。

			「うむむ。なるほど。ユキとイチャイチャできるということですか」

			「そうそう。セラリアたちも公認だからね。ああ、万が一、ユキさんが他の女の人に反応するようなら……」

			「反応するようなら？」

			「ちゃんと私たちがその場で相手をして、ユキさんの反応を沈める役目もある」

			「し、沈めるって!?　外でもですか!?」

			「野外はいいよー」

			　開放的になれる気がする。

			「具体的な話は、リエルやトーリ、あとはデリーユに聞くといいよ。３人は外でするエキスパート」

			「外での!?　って言うか、デリーユもですか!?」

			「この３人は、外で訓練してることが多くてね。それで、こう戦闘訓練で気持ちが高ぶるみたいで、ユキさんと私がたまたま通りかかって顔を出したら、がおーって」

			「そ、そんな、外で裸になるなんて!?」

			「いやいや、全裸はそうそうないよ？　服を着たまま。スカートだとまくるだけでいいから、そのままできるんだよ。というか、みんな最低２度ぐらいは外でしたことあるんじゃないかな？」

			「みんな!?　な、なるほど、スカートを穿いていることが多いのは、そういうためなのですか……」

			　ジェシカはそういいながら、自分の下半身を見ている。

			　幸いというか、ジェシカの下半身はスカートタイプというか超ミニスカートのような感じで、上からパレオみたいなのを巻いているだけ。遠慮なく、いつでもできる格好だ。

			「し、しかし、そんな勝手にユキとしたら、みんなとの約束が……」

			「ああ、護ご衛えいの仕事の間は例外。まあ、ユキさんが仕事を疎おろそかにして、私たちとずーっとするのはまずいけど、そんな不真面目なわけないしね。今までなかったでしょう？」

			「ないですね。ですが、そうなると、私たちから襲うのはダメなのでは？」

			「いやいや。適度にというか、強制的に休ませないといけない時もあるからねー。そういう時には、私たちも〝がおー〟ってすればいいよ。ユキさんは、結構無理するから。ほら、あともう少しって言って、仕事時間を延ばそうとすることが多いでしょう？」

			「ありますね」

			「そういう時に私たちが迫れば、ユキさんは優しいから相手をしてくれるし、仕事もいったんやめるでしょう？　そして、相手をしたあとは、ユキさんは凄すごく疲れて仕事をする気にはならないから……」

			「無理をすることにはならないと。なるほど。体調管理の面もあるのですね」

			「うん。それに、私たちは護ご衛えいという立場もあるから、子供を作る順番は一番最後になるしね」

			「あ……」

			　私が指摘したことで、ジェシカは気が付いたようだ。

			「私たちが妊娠したら、ユキの護衛ができなくなる。だから……ですか？」

			「うん。私たちにはその点で我慢させているから、みんなこれぐらいはいいかなって思ってるみたい。だから、みんなの気遣いを無駄にしないためにも、護衛の仕事一辺倒になるんじゃなくてさ……」

			「え？」

			　私はそう言い残して、ユキさんとジョンのいるところへと走り出す。

			　そのまま、ユキさんに飛びついた。

			「ん？　どうした、リーア？」

			「おお、いいサイズが取れてるな」

			　２人の言葉はいったん無視して、ジェシカに振り返って口を開く。

			「こうやって、一緒に楽しむのも大事なんだよ。護ご衛えいでもあるけど、楽しむことも大事だよ。ね、ユキさん、ジョン」

			「んん？　あー、なるほど」

			「そういうことか」

			　ユキさんとジョンも、何が起こっているのかを察してくれたようで……。

			「ジェシカは、いちごはたくさんとれたか？」

			「あ、まあ。この程度ですが……」

			　ジェシカが見せる籠かごの中には、ちょこっといちごが入っている。

			　色々考えながらやっていたから、あまりいちご狩りは進んでいないようだ。

			「ふむふむ。思ったよりは少ないな。あんまりいちごは好きじゃなかったか？」

			「あ、いえ。ちょっと、考えごとをしていまして……」

			「あー、そういうのは、今日はなしだ。今は、ほれ」

			「むぐっ!?」

			　ユキさんがジェシカの籠かごから一粒いちごを取って、彼女の口に放り込む。

			「あむあむ……。もう、いきなり何するんですか!!」

			「味はどうだ？」

			「味？　いちごでしたけど？」

			「美味うまかったか？」

			「あ、ええ。いちごは好きですし、美味おいしかったですよ」

			「それはよかった。じゃ、その好きないちごをたくさんとって帰ろう。いちごを使ったデザートとかもあるし、帰ったらみんなにふるまおうと思ってる。ジェシカとリーアだけ美味おいしいいちごを食べたってのは、みんなに悪いしな」

			「あ、はい!!　そうですね!!　たくさんとって帰ります」

			　ユキさんの言葉で、ジェシカはいちご狩りを再開する。

			　先ほどとは違って、表情に迷いがない。張り切って頑張っている。

			　だけど……。

			「ねえ、ユキさん、ジョン。なんかあれって楽しむって言うよりも、ユキさんに命令されたからって感じがするんだけど、どう思います？」

			「まあ、仕方ないだろう。ジェシカは、仕事が生き甲斐みたいなタイプだからな」

			「だなー。個人的な趣味があるのは、余裕のある人だけだからな。ジェシカの姐さんは、まだまだここにきて日が浅いし、もともと軍隊の将軍補佐。まあ、遊んでいる余裕はなかったろうからな。ま、そこは徐々にだな」

			「リーアが、今日アドバイスしたみたいに、たくさんいろんなことを見せてやるといい。同僚の前に友達だからな。まあ、ジェシカにとっては、これも含めてごえいのおしごとってやつだ」

			「相変わらずですねー。でも、そうかもしれませんね。ジェシカにとっては……」

			　私が視線を向けた先では、ジェシカがいちごを摘んでいて……。

			「あのー、ジョン。そういえば、どういういちごが一番美味おいしいんでしょうか？」

			「んー。そうだなー。このいちごの品種からすると……」

			「ひんしゅ？　品種によって違うのですか？」

			「あー、まあな。基本的には大きくて赤くなっているのがいいんだが、熟れすぎていると食べることはできても、店頭に出せる商品にはならない」

			「ふむふむ。ただ出荷するだけではないのですねー」

			「ま、出荷のことはいいとして、そうだな、こういうのがいいぞ」

			　うーん。楽しんでいるというよりは、やっぱり仕事って感じかなー。

			　私が苦笑いしながら彼女の姿を見ていると、不意に目の前にいちごが差し出された。

			「ほら、リーアも食べて楽しめ」

			「あ、はい。あむっ」

			　ユキさんから差し出されたいちごをそのまま食べる。

			　口にいちごの濃厚な味わいが広がった。

			「んー。おいひー」

			　ごえいのおしごと、やっててよかったー。

		

	
		
			雪だるま（ゆきだるま）

			やったね九巻発売。漫画も一巻発売中。みなさんのおかげでございます。そして、気が付けばまた夏がやってきました。水分補給を忘れずに、楽しい夏にいたしましょう。では、水着もあるので楽しんでくださいな。あ、あと蚊には気を付けて。食われるとつらいよね。（二〇一八年七月現在）

			　

			イラストレーション

			ファルまろ

			はじめまして、ファルまろと申します。五月十六日生まれ、豆腐が美味しいところに住んでいます。お茶とコーヒーが好きです。どうぞよろしくお願いいたします！（二〇一八年七月現在）

		

	
		
			必ひつ勝しようダンジョン運うん営えい方ほう法ほう⑨

			発行日：２０１８年７月３日

			著　者：雪ゆきだるま

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Yukidaruma 2015

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『必勝ダンジョン運営方法⑨』（２０１８年７月３日　第１刷発行）に基づいて制作されました。
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